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			スカートの奥を征く者①

			マツ

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			カバーデザイン・青木青虫（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			第一章　スカート色の世界

			　

			第二章　スカートめくりへ

			　

			第三章　スカートめくりのために

			　

			第四章　スカートめくりの舞台へと

			　

			第五章　つかの間の休息

			　

			第六章　性春の夜空

			　

			番外編　いつもの放課後

		

	
		
			　

			第一章　スカート色の世界

			　

			「『ＦＷＯ』って知っていますか？」

			「何だ、それ」

			　春の香りもすっかりどこかへ消えてしまった五月の暮れ。

			　放課後の二年Ａ組の教室で、僕と一年の西(にし)神(がみ)由(ゆ)美(み)は他(た)愛(あい)もない雑談を楽しんでいた。

			　肩にかかる程度の黒髪。人を見透かしたような冷たい瞳。スレンダーな体付き。

			　化粧や装飾品の類は一切身につけておらず、同じ高校一年生の女子生徒と比べるとそういう点では地味だが、むしろそんなものは彼女の美しさを阻(そ)害(がい)する邪魔者でしかなかった。西神由美とは、そういう反則級の美(び)貌(ぼう)を持った少女だった。

			　と言えば聞こえはいいが、西神の口はどうしようもないくらいに悪い。

			　例えば今、僕が「何だ、それ」と返答したわけだが、おそらくこれに彼女は罵(ば)倒(とう)で返すだろう。

			「さすが先輩、情報化社会について行けてない情(じよう)弱(じやく)野郎ですね」

			　ほらな？

			　一応弁解をすると、僕は新聞は読まないがテレビのニュースは見る。ニュースを見た上で知らないのだから、どうしようもないじゃないか。

			「仕方ありませんね。この私が情弱なド畜(ちく)生(しよう)野郎の先輩に教えてあげます」

			「僕は人間ですらないのか！」

			　訂正するまでもないが、僕は人間であり畜(ちく)生(しよう)ではない。口の悪さが畜(ちく)生(しよう)レベルの西神は、黒板まで何かを書きに行った。

			　チョークの走る音が止むと、西神は踵(きびす)を返し僕の方へ身体を向ける。その顔は、なぜか得意げに微笑(ほほえ)んでいた。

			「『Fairy World Online』――発売まで三日を控えた最新のＶＲゲームですよ。『ＦＷＯ』はそれの略称です」

			「妖精の世界ってことか？」

			「そのまま訳すとそうですが、妖精に限らずコンセプトはファンタジー全般だそうです。妖精はファンタジーの代表格なので、そう名付けたそうですよ」

			「まあ、そのままファンタジーって付けるのも味気ないもんな」

			　そういえば、そんなゲームが出るという話を聞いたような気がする。普段あまりゲームをしない僕なので、聞き流していたのだろう。

			「で、そのなんたらオンラインがどうしたんだよ」

			「『Fairy World Online』です。先輩、ちゃんと私の話聞いてますか？　聴覚は発達していますか？」

			「お前は僕を発達段階から否定するのか！」

			「だいたい先輩のせいですよ。まあそれは置いておきまして、その『Fairy World Online』のプロデューサーはうちの叔父なんです」

			「へえ、それは凄いな。もしかして、βテストでも頼まれたのか？」

			「興味はないかと誘われましたが、その時はコロコロで家中を掃除することにハマっていたので、丁重にお断りました」

			「お前……家で何やってんだよ……」

			　高校一年生の口悪美人娘が、家中を粘着ローラー片手に駆け回る姿を想像してみる。

			　……危うく吹き出すところだった。危ない危ない。

			「先輩、これからが本題ですよ」

			　そう言って西神は、僕の机に置いた自分のカバンから紙袋を取り出した。わざわざ紙袋に入れるなんて、よほど大切な物が入っているのだろうか。

			　紙袋から出てきたのは、何かのパッケージだ。タイトルを確認してみる。これは……。

			「『Fairy World Online』……だよな？　発売前のはずじゃ……」

			「叔父からもらいました。まだサービスが始まっていないので、ログインできないんですけどね」

			「それでも凄いだろ。サービス開始と同時にプレイできるんだから」

			「ええ、まあ。いきなりですが、それあげます」

			「は？」

			　本当にいきなりだ。予想もしていなかったため、思わずパッケージを落とすところだった。西神の冗談かと思ったが、そうではないようだ。

			「私と妹の分を送ってくれたのですが、妹はまったくゲームに興味がないんですよ。さらに今年受験ということもあり、宝の持ち腐れなんです。送り返すのも悪いので、どうせなら先輩にあげようかなあと」

			「つまり西神は、僕とゲームがしたいわけだな。いつもバカにしているこの僕と」

			「言い方がウザいですけど、そういうことです。なんてったって私は、口の悪さのせいで友達が先輩くらいしかいないもので」

			「自覚してるならやめろよ！」

			「自覚しているからといってやめられるほど、人生は甘くありませんよ。あ、畜(ちく)生(しよう)の先輩には関係ありませんでしたね」

			「こ、後輩に人生の話をされた挙(あげ)句(く)、また畜(ちく)生(しよう)扱いされた……」

			　僕が畜(ちく)生(しよう)ではないことは置いておくとして、ゲームを知り合いからもらうという経験がなかった僕には、「はいそうですか」と二つ返事で受け取ることは難しかった。

			　ＶＲゲームは高価な物だ。そのへんの五千円くらいのゲームとは桁(けた)が一つ違う。確か、二万円くらいしたはずだ。

			「けどな西神、さすがにこれはもらえないって」

			「先輩の家にはハードがないんですか？」

			「いや、そういうわけじゃないんだが……」

			　一応、ゲームハードはある。近所の大学生が就職活動のために手放すことを決意し、なぜかゲームをあまりしない僕の家へ舞い込んだのだ。

			「うちの両親や叔父のことなら心配しなくてもいいですよ。その辺はぬかりありませんから。いつも私にお世話になってるお礼だと思って受け取ってくださいよ、先輩」

			「おいちょっと待て、今日本語がおかしかったぞ」

			「些(さ)細(さい)な問題です。ほら、受け取ってください。もしかして先輩、私のことが嫌いなんですか……？」

			　そんな漫画の鬱(うつ)陶(とう)しいヒロインみたいに言ったって、僕は萌(も)えないぞ。

			「少なくとも好きではないな」

			「そういうことを本人の前で言えるとか、さすが畜(ちく)生(しよう)ですね」

			　と言いつつ、僕は西神を嫌っているわけじゃない。むしろ好きな部類だ、友達としてだが。そうでもなければ、放課後にわざわざ雑談なんてしない。西神も僕の言葉が冗談だと分かっているようで、何でもない顔をしている。

			「とにかく先輩、それはもらってください。もらってくれなきゃ先輩を殺して私は逃げます」

			「そこはお前も死ねよ！」

			「先輩ひどい！　後輩に向かって死ねだなんて！」

			「先輩を殺して逃げようだなんて考えるお前の方が、よっぽどひどいだろ！」

			　……しかし、本当にもらっていいのだろうか。

			　たぶんここで素直に受け取らなければ、西神はまた僕を罵(ば)倒(とう)するに決まっている。

			「オンラインには入れませんが、キャラクターメイクはできますよ。時間がある時に作って保存しておいてはどうですか？」

			「僕がやる前提なんだな……」

			「当たり前です。それでは、先輩のやる気が出るように、良いことを教えてあげましょう」

			「良いこと？」

			　聞き返すと、「ええ」と、とてもいい笑顔で返事をされた。不安しか感じない。

			「『Fairy World Online』はですね――スカートめくりが可能なんです」

			　その瞬間、僕の中の迷いが砕けた。端(たん)的(てき)に言おう。僕は、スカートめくりが大好きだ。

			　そもそも西神との出会いも、風でめくれた西神のスカートをガン見していたことが発端だった。そこから色々と詮(せん)索(さく)され、僕のスカートめくり好きがバレたわけである。

			　もちろん小学生ならいざしらず、この年になってスカートめくりなんて、できるわけがない。だけど、それがこのゲームならばできるだと？　匿(とく)名(めい)の、それもリアルなＶＲゲームで？

			「最高じゃないか」

			　思わず口に出てしまった。西神のゴミを見るような目が痛い。だけど、そんなことはこの際どうでもいい。

			「西神、本当にありがとう。今度好きな物奢(おご)ってやるよ」

			「満(まん)漢(かん)全(ぜん)席(せき)を所(しよ)望(もう)します」

			「そ、それはさすがに無理があるけど、半(はん)漢(かん)欠(けつ)席(せき)なら何とかなるかな……」

			「面白くない寒いだけのボケをありがとうございました」

			　だがそんな西神の冷たい言葉ですら冷たく感じないほどに、僕の身体は熱く燃え滾(たぎ)っていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　家電にしろ何にしろ、僕はそういった類の物はまず説明書をしっかり読んでから使う派の人間だ。

			　どうやら『ＦＷＯ』は、武器選びがゲームの進行を左右するらしい。おおまかに近距離武器、中距離武器、遠距離武器の三つに分けられており、どれも捨てがたい。

			　近距離武器は、素(す)手(で)・短剣・長剣・大剣・刀などだ。素(す)手(で)が少し気になるが、他はこういうゲームにはよくある物ではないだろうか。刀なんて格好良さそうだ。

			　中距離武器は、槍(やり)・鞭(むち)・棍(こん)・鎌(かま)・薙(なぎ)刀(なた)などだ。棍は近距離武器に含まれるのではないかと思うのだが、たぶん僕が思い描いている棍よりもリーチが長いのだろう。

			　最後の遠距離武器は、弓・大弓・クロスボウ・弩(ど)・銃(じゆう)などだ。大弓という響きに引き寄せられそうになったが、銃も捨てがたい。バンバン撃って敵をなぎ倒して行ってみたいものだ。

			　だけど、そんなことよりも優先すべきことがある。それは、どれが一番スカートめくりに適しているか、だ。

			『ＦＷＯ』は、レベルが上がる際に得られるスキルポイントを駆(く)使(し)してスキルを強化し、ボスを倒した際に稀(まれ)にドロップするスキル玉を使用して新たなスキルを解放していくゲームだそうだ。解放できるスキルは選んだ武器によって異なるため、武器選びは慎重に行わなければならない。

			「素(す)手(で)か短剣……この二つだな」

			　中距離武器や遠距離武器も捨てがたいのだが、スカートめくりを完(かん)遂(すい)するために必要なのは敏(びん)捷(しよう)性(せい)だ。そうなると、近寄ることに特化した近距離武器が最適だろう。

			　説明書の情報だけでは心もとないのだが、敏(びん)捷(しよう)性(せい)が上がる【駿(しゆん)足(そく)レベル１】がデフォルトで付いているため、現段階では短剣が有力候(こう)補(ほ)だ。一部他のスキルも記載されているが、どうやら短剣は敏(びん)捷(しよう)性(せい)で短いリーチをカバーする仕様になっているようだ。

			「よしっ、短剣だな」

			　うだうだ悩むのは僕の性に合っていない。早速メモ帳を開き、大きく「短剣」と書き込んだ。さて次は、

			「ん？　あれ？」

			　ステータスについて知りたかったのだが、ステータスに関するページがない。発売前のものだから印刷ミスがあったのかな。気は進まないけど西神に聞くか。いや、でも今日はもう遅いしなあ。

			「あっ」

			　あった、ステータスに関するページだ。厳密には、ステータスが事実上存在しないと説明が記載されたページだった。

			　ＨＰ・ＭＰはスキルで補(ほ)正(せい)が付く場合もあるが、基本的には全プレイヤー共通らしい。ちなみに補(ほ)正(せい)を付けられるスキルの名前は、ＨＰは【生命開花】、ＭＰは【魔力解放】だそうだ。

			　プレイヤー自身に攻撃力や防御力などのステータスはなく、その代わりの装備やスキルだと書いてあった。

			　スキルポイントとスキル玉の使い方がすべてを決めるということか……。うーん、これは難しいな。

			「おっ、なんだこれ」

			　スキルのページを見ていると、バーストスキルという単語を見つけた。響きがとても格好良い。

			　バーストスキルとは、いわゆる必殺技だ。短剣のバーストスキルは【毒(どく)斬(ぎ)りレベル１】、斬った相手を毒の状態異常にする技である。これも解放・強化が可能なので、活用していきたい。

			「こんなものかな」

			　他にも色々とあったが、特徴的なものはこれといってなかった。

			　えーっと次は……あ、名前だな。これはどうしようか……。

			　苗(みよう)字(じ)の篠(しの)山(やま)から取るべきか、名前の勇(ゆう)司(じ)から取るべきか。僕にはネーミングセンスがないので、このどちらかに限る。

			「篠山……勇司……。シノ……ユウ……。音的にシノの方が良いかな」

			　メモ帳にシノと記入し……よし、こんなもんか。あとは『ＦＷＯ』を起動して、キャラを作るだけだ。今夜は忙しくなるぞ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　長いロードがようやく終了し、真っ黒な空間に放り出された僕の目の前に文字が現れた。黒の中によく映える、蛍(けい)光(こう)の黄緑色の文字だ。

			　――Fairy World Onlineの世界へようこそ――

			　その瞬間、ガラスのように空間が砕け、僕の視界を雄大な草原が支配する。圧倒的なリアリティ、ファンタジーに溢(あふ)れた景色、僕は時間を忘れて見とれてしまった。

			　これがゲームとは……凄すぎる。

			　――名前を設定してください――

			　現れた入力画面に「シノ」と打ち込む。発売日前なので、誰かと被ることはなかった。

			　――顔を設定してください――

			　これはできるだけ自分に近づけた方がいいよな。

			　ゲームだし格好よくしたいけど、西神にバカにされるのは嫌だ。

			　――身体を設定してください――

			　体重や身長まで決められるのか。まあこれも僕のでいいや。変に長身にしたって仕方ない。

			　――インナーを選択してください――

			　インナーとは、防具の下に着る物である。別にこだわりはないので、一番上にあった物を選ぶ。

			　ちなみに性別だが、これはプレイする前にしなければいけないアカウント作成で固定される。アカウント作成では音声認証があり、その声から性別を判別するようだ。どういう原理かは分からないが、僕は問題なく男性と認識されたから気にすることはない。

			　――武器を選択してください――

			　当然、「短剣」を選択。忘れないようにメモ帳に書いていたのだが、よく考えるとこの状態では読めないじゃないか。まあいいか。

			　――称(しよう)号(ごう)〝短剣使い〟を取得しました――

			　称(しよう)号(ごう)というのは、特定の条件をクリアした際に得られる付属効果を持つ肩書きのようなものだ。

			〝短剣使い〟には、稀(まれ)に攻撃のダメージを１・２倍にする付属効果がある。非常に微(び)妙(みよう)だが、最初にもらえる付属効果ならこんなものだろう。

			　――防具を選択してください――

			　初期の防具は三種類。

			　一つ目は《庶(しよ)民(みん)の服》。長所も短所もない防具だ。

			　二つ目は《盗(とう)賊(ぞく)の服》。防御力はわずかに《庶(しよ)民(みん)の服》に劣るが、敏(びん)捷(しよう)性(せい)は高い。

			　三つ目は《チェーンメイル》。この中で一番防御力は高いが、敏(びん)捷(しよう)性(せい)が低い。耐(たい)久(きゆう)値(ち)は一番高いので、長く使っていけるのだろうが……。

			　――《盗(とう)賊(ぞく)の服》が支給されました――

			　もちろん僕は敏(びん)捷(しよう)性(せい)重視。いくら防御力が高くても、速さのない《チェーンメイル》なんて選ぶわけがない。

			　――短剣を選択してください――

			　短剣は十種類もあったので、紹介はやめておく。

			　どれを取っても長所だけのものはなく悩んだが、一番下に「ランダム」という項目があったので、試しに押してみた。

			　――ランダムは、項目の中から武器をランダムで選択します。稀に項目外の武器が支給されることもあるので、あなたの運に懸けてみてはいかがでしょうか？　――

			　――ランダムを選択しますか？　ＹＥＳ／ＮＯ　――

			　強い武器が最初から手に入る可能性があるってことか、それはいいな。

			　逆に言えば、初期武器にすら劣る武器が出る可能性もあるのだろうけど、僕は深く考えず「ＹＥＳ」を選択した。たまには冒険してみるのもありだ。

			　――《暗殺者のおさがり》が支給されました――

			　他人のおさがりを武器に使うのか、と最初は肩を落としたが、おさがりのわりに性能は悪くなかった。

			　十の項目にあった短剣の攻撃力の平均は、だいたい１００程度。しかしこれは、２２０と倍以上だ。

			　しかも敏(びん)捷(しよう)性(せい)とクリティカル確率にプラス補(ほ)正(せい)が付くため、いいスタートが切れそうだ。

			　――作成したキャラクターを保存しますか？　――

			　当然保存する。すでに日付が変わっているので、サービス開始まで残り二日。

			　さあ――スカートはもうすぐそこだ！

			　

			◆　◆　◆

			　

			　登校早々、校門で一緒になった西神と『ＦＷＯ』の話題で盛り上がった。

			　僕がランダムで項目外の武器が出たことを言うと、

			「ランダムで良い武器が出たんですか。そんなところで人生の運をすべて使い果たすなんて、先輩は可(か)哀(わい)想(そう)ですね」

			　本日も快調に飛ばす西神である。

			「安心しろ。僕はついてる男だ」

			「ああ、だから先輩の隣にはいつも小さな男の子がいるんですね。納得です」

			「え？」

			「ほら、そこの足が少し透けてる男の子ですよ。憑(つ)いてる男ですね」

			「や、やめろ！　僕はその手の話に弱いんだ!!」

			　いたずらっ子のように笑う西神は、傍(はた)から見れば可愛(かわい)いのかもしれないが、僕からすれば恐ろしいだけだ。

			　実はこいつに惚(ほ)れている奴をいくらか知っているのだが、惚れる奴の気がしれない。まあ、マゾにはストライクゾーンかもしれないけど。

			「そういえば、名前はどうしたんですか？」

			「苗(みよう)字(じ)から取ってシノにした」

			「シノ？　先輩に苗(みよう)字(じ)なんてありましたっけ？」

			「まずそこからなのか!?　篠山勇司だよっ。まったく、毎度毎度失礼な奴だな」

			「すみません、先輩の寛(かん)大(だい)な心に甘えてしまいました」

			　こ、こいつ、そんな言い方されたら下手に怒れないじゃないか！　本当に西神は厄(やつ)介(かい)な後輩だ。

			「西神は武器を何にしたんだ？」

			「刀です。弓にしようかとも思ったのですけど、叔父に助言を頂いたので」

			「おいおい、それは卑(ひ)怯(きよう)だろ」

			「助言と言っても、長剣や刀は初心者向けだと言われた程度です。遠距離武器は使いにくいそうですよ。特に大弓と銃は」

			「近距離武器や中距離武器のための救済処置だろうな。遠距離武器が強すぎて近寄れない、みたいなことをなくすために」

			　ちなみに僕は短剣だ、と付け加えると、案の定西神の罵(ば)倒(とう)が発動されたが流すとしよう。

			　僕と西神を追い抜かしていった今の男子生徒三人組も、『ＦＷＯ』の話をしていた。意識してみると、他にも同じ話をしている生徒がけっこういる。

			　気にも留めてなかったけど、すごい注目されてるんだな……。

			「遠距離武器が強すぎて近寄れないといえば、βテストの際にすごいプレイヤーがいたそうですよ」

			「遠距離武器で無(む)双(そう)でもしてたのか？」

			「ええ、そう聞いています。銃(じゆう)を使っていたそうなんですが、射撃の腕が完全に想定外だったとか」

			「へえ、世の中にはすごい奴もいるもんだな」

			　その会話を最後に、僕と西神は別れて教室に向かう。

			　教室に向かうまでの廊下でも、いくらか『ＦＷＯ』の話をしている生徒を見かけた。発売日は日曜日なので、徹夜して並ぶことを話している。

			　すでに持っている僕は、ささやかな優(ゆう)越(えつ)感(かん)に浸りながら教室のドアを開けるのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　日曜日。

			　日付が変わるのとほぼ同時にログインに成功した僕は、チュートリアルを済ませ商業都市ナルシェという最初の街にいた。

			　街のＮＰＣからクエストを受けないと次の街に進めない、なんて仕様ではないので、とりあえず今は保(ほ)留(りゆう)だ。

			『ＦＷＯ』では、マップ上に存在するすべてのダンジョン及びフィールドへ自由に出入りできる。ただ、先に進めば必然とモンスターは強くなるので、そのへんは自己責任なわけだが。

			「『メニュー』」

			　おおすごい、本当に口に出しただけでメニューが開いた。

			　上から『インベントリ』『スキル』『装備』『クエスト』『フレンド』『ギルド』『パーティ』『メールＢＯＸ』『プレゼントＢＯＸ』『設定』『その他』となっている。

			『プレゼントＢＯＸ』が光っていたので開いてみると、チュートリアル達(たつ)成(せい)報(ほう)酬(しゆう)が入っていた。

			　報酬は「５０００リル」「回復ポーション（小）×10」「ＭＰポーション（小）×10」「スキルポイント×30Ｐ」「スキル玉×３個」である。

			　５０００リルというのはゲーム内通貨だ。これで装備やアイテムが購入できる。お金に合わせて回復系アイテムまでくれるのか、これは嬉しい。何よりも嬉しいのは、やはりスキルポイントとスキル玉だ。さて、どう振(ふ)ろうか……、

			「『スキル』」

			　スキル玉で解放できるスキルは限られている。

			　現段階で役に立つスキルもあるが、先のことを考えると今は残しておいた方がいいだろう。

			　となるとスキルポイントだが、これの使い方はもう決まっている。

			　パッシブスキル・【駿(しゆん)足(そく)レベル１】敏(びん)捷(しよう)性(せい)上昇

			　パッシブスキルとは、常時発動するスキルのことだ。対して任意で発動するのがアクティブスキルで、主に攻撃系のスキルやバーストスキルはこれに分類される。

			　僕は迷うことなく、【駿(しゆん)足(そく)レベル１】にスキルポイントをすべて振った。

			　――スキル【駿(しゆん)足(そく)レベル１】が強化されました――

			【駿(しゆん)足(そく)レベル５】を手に入れたので、手始めに少し走ってみた。感じる風が、先ほどとは全く違う、確実に速くなった。クククッ、これでスカートまでの距離が縮まったぞ。

			「西神はいるかな？」

			　西神はユミという名前でキャラを作ったそうだ。『フレンド』からユーザー検索ができるようなので試してみた。すると顔が西神とそっくりで、名前も一致するユーザーがいた。おそらくこいつが西神だろう。そして、今こうして出ているということは、一度ログインしたということだ。よし、フレンド申(しん)請(せい)を送ってっと、

			　――ユミさんによりフレンド申(しん)請(せい)が拒否されました――

			「何でだよ！」

			　あの口悪娘、僕がわざわざ送ってやったフレンド申(しん)請(せい)を速攻蹴(け)りやがった。相変わらずの西神である。

			　一度落ち着き、ただの人違いだったのではないかと考えていると、『メールＢＯＸ』にメールが一件届いた。

			『スカートめくりのためにゲームを始めるド変態とフレンドにはなりたくありません』

			　西神だ、絶対に西神だ。

			　ここで無視するとあいつはきっと拗(す)ねるだろうから、寛(かん)大(だい)な心を持つ僕はもう一度フレンド申(しん)請(せい)を送った。

			　――ユミさんによりフレンド申(しん)請(せい)が受理されました――

			「ったく……本当に素直じゃないな……」

			　嘆(たん)息(そく)しながら、ちょうどそこにあったベンチへ腰を下ろす。ちらほらとプレイヤーが見え始めた。

			　βテストに参加した者には、ソフトが先行配布されたそうだ。しかしβテストの際のデータは使えないようになっているらしく、誰よりも早く先に進もうとしているのか、皆一様に早足だった。

			「ここにいたんですか、先輩」

			　建物の陰からひょっこり西神が姿を現した。防具は《庶(しよ)民(みん)の服》だろうか。生地が同じに見えるのでおそらくそうだろう。武器は刃(は)渡(わた)りが90センチほどの刀を腰に携えていた、

			「おい西神、何もフレンド申(しん)請(せい)を拒否することはないだ……ろ……？」

			　西神が徐々に近づくにつれ、おかしなことに気づく。身体のある一部が変だ。ないに等しいはずの西神の胸が、

			「お、お前……その胸……」

			「え？　現実でもこんな感じですけど？」

			「嘘つけ!!」

			　ない乳がある乳になっていた。ゲームだから好きにすればいいと思うのだが、現実とほぼ同じ顔で同じ身体なのに胸だけ巨乳なのは、現実を知っている僕からすれば不自然でしかない。
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			「先輩知ってましたか？　私は脱ぐとすごいんです」

			「どんな着(き)痩(や)せだよ。いっぺん見せてみろ、じっくりとな」

			「前々から言おうと思ってましたけど、先輩ってけっこうゲスいですよね」

			　西神は大きくため息をつくと、ウィンドウを開き何かを始めた。

			　――ユミさんからパーティに招待されました――

			　パーティとは、一緒に戦闘や探索を行うことができる集団のことだ。

			　――パーティに参加しますか？　ＹＥＳ／ＮＯ　――

			「ＹＥＳ」を選択し、西神とパーティを組む。西神はすでにクエストを受注していたようだ。パーティメンバーが受けたクエストは共有できるので、これを達成すれば僕も報酬をもらうことができる。

			　そして僕たちは、このナルシェからほど近い、西門を抜けてすぐのそよ風の草原へ向かった。

			　そよ風の草原、か。風で西神のスカートがめくれなければいいが。西神のスカートは、僕がこの手でめくると決めているのだから。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　そよ風の草原は、その名の通りのフィールドだった。

			　そよそよとした風が、西神のスカートを乱している。こんなところまでリアルに再現されているなんて……開発チーム、グッジョブ。

			「せいっ！」

			「おわ!?」

			　突然刀を抜いた西神は、迷うことなくそれを僕の身体に突き刺した。パーティを組んでいるので痛くも痒(かゆ)くもないが、身体を白銀の刀(とう)身(しん)が貫いている図は非常に不気味で気持ちが悪かった。

			「い、いきなり何すんだよ!!」

			「邪(じや)気(き)を感じたので」

			「お前は陰(おん)陽(みよう)師(じ)の末(まつ)裔(えい)か何かか!?」

			「やっぱりおかしなことを考えていたんですね。おかしいのは顔だけにしてください」

			　よくもまあこんなにもポンポンと人を罵(ば)倒(とう)できるものだ。一種の才能だろう。ふと腹に目を向けると、まだ身体を刀(とう)身(しん)が貫いていた。……って、あれ？　何かこれやけに長くないか？

			「おい西神」

			「ゲーム内ではユミと呼んでください。今は二人だけですけど、誰かに現実での名前を知られるのは嫌じゃないですか」

			「それもそうだな。じゃあユミ、お前の武器やけに長くないか？　さっきは腰に携えてたよな？」

			　西神……いや、ユミが使う刀は90センチほどだったはず。だが、今僕を貫いているこれは非常に長く２メートルはある。

			「ああ、これはですね、この武器に付属していたスキルによるものです」

			「え？　武器にスキルが付属してるのか？」

			「特定の武器には付属しています。付属されたスキルは普通のスキルと同じく強化が可能です。普通のスキルと違う点は、その武器を装備していないと使えない点です。この刀《真実殺し(ジヨーカー)》は、刀(とう)身(しん)の伸(しん)縮(しゆく)が自由自在になる【刃(は)渡(わた)りレベル１】が付いているのです」

			《暗殺者のおさがり》にはしゃいでいた僕がバカに見えるくらいに強そうだぞ、ユミの武器は。

			　なんだよ《真実殺し(ジヨーカー)》って。普通に格好良いじゃねえか。なんで《暗殺者のおさがり》なんて格好の悪い名前を付けたんだよ!!

			「最初にもらったスキルポイントで【刃(は)渡(わた)りレベル１】を【刃(は)渡(わた)りレベル２】に、刀を選択した時にもらえる【筋力レベル１】を【筋力レベル２】にしました」

			「ていうかさ、お前さんざん僕をバカにしたくせに武器の選択でランダムにしただろ」

			「先輩のよりも高性能なので、自慢してやろうと黙っていました」

			「……相変わらずいい性格してるよな、お前」

			　ここになって、ようやくユミは僕から刀(とう)身(しん)を抜く。それと同時に刀(とう)身(しん)は縮まり、元の90センチほどに戻った。

			「【刃(は)渡(わた)りレベル２】で２メートルも伸ばせるのか？　すごくないか？」

			「上昇値が大きいのは最初だけですよ。【刃(は)渡(わた)りレベル４】からは10センチずつしか伸びません。パッシブスキルなので気軽に使えるのですが、伸ばすと重くなって困るんですよね。【筋力レベル10】は欲しいです」

			「パッシブスキルで思い出したんだが、もらったスキル玉で何かアクティブスキルを解放しなかったのか？」

			「しましたよ。まあそれは後で見せます。ほら、クエストの討(とう)伐(ばつ)対象がすぐそこに」

			　ユミが受注していたクエストは二つ。

			『草原を通れないの！』

			　達成条件……バルーンモンキー５体の討(とう)伐(ばつ)

			『奴の角は薬になる』

			　達成条件……一(いつ)角(かく)兎(うさぎ)10体の討(とう)伐(ばつ)

			　狙っているのか狙っていないのか分からないが、どちらのクエストも報酬がスキルポイントだ。スキルポイントやスキル玉がクエストでもらえるなら、これからその手のクエストを重点的にやってこうかな。よし、そうしよう。

			「バルーンモンキーってあれだよな？」

			　前方20メートルほど先に、風船のように膨(ふく)らんだ猿がいた。

			　見た目は決して良くないが、目がキラキラと輝いている。まるで、僕に殺さないでくれと訴えるようだ。

			　まあ、スキルポイントのために――延(ひ)いてはスカートめくりのために生(いけ)贄(にえ)になってもらうわけだが。

			「先輩も武器を出してくださいよ」

			「おう、分かった」

			　鍔(つば)と呼べるようなものはなく、剣先から柄(つか)頭(がしら)まで夜のような闇に染まっている《暗殺者のおさがり》。刃(は)渡(わた)りは20センチほどだろうか。ユミのと比べると子供のおもちゃにしか見えない。

			　だが、これだって立派な武器なのだ。ユミに負けてはいられない。

			「今あそこに三体いますよね？　先輩の方が速いでしょうから、まず一体に一撃入れてください」

			「その後は？」

			「おそらくその武器の性能なら、一撃かもう一撃入れれば倒せるでしょう。ですから、残り二体も殺っちゃってください」

			「いやお前も戦えよ！」

			「何で先輩なんかとパーティ組んだと思ってるんですか。こき使うためですよ？」

			「僕をこき使わないで武器を使え！」

			　そんなことを言っていても仕方がないので、僕はユミを半眼で睨(にら)みつつ駆け出す。20メートルの距離など、一瞬で詰めることができる。

			　チュートリアルで基本的な動きは教わった。短剣の真(しん)髄(ずい)は攻撃速度にある。敏(びん)捷(しよう)性(せい)が高ければ高いほど攻撃と攻撃の間(かん)隔(かく)は縮まり、連続攻撃が可能となるのだ。

			「はっ！」

			　攻撃動作に入る前のバルーンモンキーを横に斬りつける。

			　風船のように宙に浮いていたバルーンモンキーだが、血の代わりに青白いガラス片のようなものを飛び散らせながら、地面に落ちていった。

			　モンスターの頭の上には攻撃した際にＨＰが表示されるのだが、奴のＨＰバーはまだ少しだけ残っている。地面に落ちる前に間(かん)髪(ぱつ)入れず縦(たて)に斬り裂く。

			　――シュピーン――

			　間の抜けるような効果音とともにアイテムがドロップしたことを確認する。

			　ユミの方へ目を向けると、まるで動く様子がなかった。本当に手伝う気がないらしい。仕方ない、もう二体も僕がやるか。

			「【毒(どく)斬(ぎ)り】」

			　アクティブスキルの使用には、そのスキル名を口に出さなくてはいけない。少し恥ずかしいが、ゲームだと思えば羞(しゆう)恥(ち)心(しん)も多少は和らぐ。

			　今ここでバーストスキルを使用したのには理由がある。さっきのをバルーンモンキーＡとするなら、奴を倒すのには二回攻撃する必要があった。

			　だとすれば残り二体、バルーンモンキーＢに攻撃している間にバルーンモンキーＣの攻撃を受けることになる。

			　だからバルーンモンキーＢは攻撃のダメージと毒のダメージで倒し、攻撃される前にバルーンモンキーＣを倒そうとしているわけだ。

			　――シュピーン――

			　――シュピーン――

			　僕の目(もく)論(ろ)見(み)は面白いくらいに上手くいった。

			　最初なんてこんなもんだろう。無理をしてでも強いモンスターの出るところに行って、身体を慣れさせた方が後々楽かもしれない。

			　――シノさんのレベルが上がりました――

			　今の戦闘で僕のレベルが２つ上がった。やはり最初は上がりやすいようだ。

			　それに伴い、スキルポイントを６Ｐ獲得した。なるほど、レベルが１上がるごとにスキルポイントを３Ｐ獲得できるのか。

			「終わったぞ」

			「さすが先輩、ゴキブリの如き速さですね」

			「それは褒(ほ)めてるのか!?」

			《暗殺者のおさがり》がゴキブリっぽいのは否定できないが、少なくとも僕はゴキブリでもなんでもない。いや、まさかそれは不(ふ)衛(えい)生(せい)という意味なのだろうか。毎日風呂に入ってるんだけどなあ……。

			「本気にしないでください。大丈夫です、先輩はちゃんと人間っぽい形のゴキブリですから」

			「何が大丈夫なんだ！」

			「それはそうと先輩、まだクエストは終わってませんよ。早く寝たいんですから、さっさと終わらせてください」

			「それなら何でゲームやってんだよ！」

			　相変わらずわけの分からない後輩であった。

			　

			　結局最後まで僕だけが戦っていたのだが、そのおかげでレベルの方はそこそこ上がった。

			　現在僕はレベル６。

			　クエストの報酬も合わせ、スキルポイントは75Ｐもある。

			　どう使おうか考えながら歩くナルシェの中央通り。道の両脇にはレンガ造りの家が建ち並ぶ。地面には隙(すき)間(ま)なくタイルが敷(し)き詰められ、小石や雑草なども確認することができた。

			　空には雲が風とともに泳いでおり、太陽の眩(まぶ)しさは現実とさほど変わらなかった。

			　ユミの顔が現実とよく似ているものだから、ついついデートをしているように錯(さつ)覚(かく)してしまうが、巨乳であるがゆえに思考がある一定ラインを越えることはなかった。

			　しかし、口に出せば間違いなく刺されるので、胸ではなくスカートを凝視した。

			「先輩」

			「どうした」

			「スカートばかり見られても困るんですけど。視線が気持ち悪いです」

			「安心しろ、僕は念力を使えるわけじゃない。スカートめくりの脳内シミュレーションをしていただけだ」

			「ゲスというか何というか、もう犯罪者ですよね」

			　脳内シミュレーションをするだけで犯罪者とは、日本のポルノ規制はいったいいつからそこまで厳しくなったのだろう。もちろん僕はこれが犯罪でないことくらいちゃんと知っている。なので、脳内シミュレーションを続けた。今度はよりねっとりとしたものを。

			「さて、それじゃあ私はそろそろ寝ますね」

			「ああ、そういえばクエストが終わったら寝るとか言ってたな」

			「ええ、眠くて油断したところを先輩に襲われては困りますから」

			「襲わねえよ！」

			　僕が否定すると、それ以上何か言うわけでもなくユミは淡(たん)々(たん)と『メニュー』を開き『ログアウト』のボタンに手をかけた。

			「それじゃあ先輩、また学校で会いましょう」

			「おう、暖かくなったとはいえ布団はちゃんとかけて寝ろよ」

			「ええ。それではおやすみなさい」

			「おやすみ」

			　――ユミさんがログアウトしました――

			　その後、僕は報酬としてスキルポイントがもらえるクエストを黙々とこなした。

			　レベル14まで上げたので、レベルアップにより39Ｐ。クエストの報酬を合わせ、スキルポイントは２８９Ｐもある。何に使うのか――そんなの決まってるじゃないか。

			　――スキル【駿(しゆん)足(そく)レベル５】が強化されました――

			【駿(しゆん)足(そく)レベル５】は【駿(しゆん)足(そく)レベル15】となった。

			　必要なスキルポイントが増えてきたな……もっと効率的に貯められる方法を見つけないと。

			　一応、すぐにスキルポイントを得る方法はある。スキル玉は30Ｐに変換可能なのだ。とはいえ、さすがに貴重なアイテムを簡単に使うのはなあ……。

			「まあいいか」

			　やはり、うだうだ悩むのは僕の性に合っていない。僕は三個あるスキル玉をすべてスキルポイントに変換し、できた90Ｐを【駿(しゆん)足(そく)レベル15】に突っ込んだ。

			　――スキル【駿(しゆん)足(そく)レベル15】が強化されました――

			　よし、これで【駿(しゆん)足(そく)レベル18】になった。

			　手始めに走ってみると、普通乗用車並のスピードが出た。短剣なんか使わなくても、体当たりだけで何とかなってしまいそうだ。しかし、

			「どうしようかな……」

			　もっと速くなければいけない。生(なま)半(はん)可(か)な速さでは、スカートをめくる前に認識されて逃げられるだけだ。

			　後ろからだけではなく、四方八方から問題なく狙える領(りよう)域(いき)まで達しなくてはいけない。そのためにはさらに多くのスキルポイントが必要なのだが、何度も同じクエストは受けられないし、レベルもそう簡単に上がらない……。

			「あっ」

			　そうか、スキル玉だ。スキル玉があるじゃないか。

			　一個で30Ｐ、一〇個で３００Ｐ、一〇〇個で３０００Ｐになる。あれはボスのレアドロップだから、狩り続ければレベルも上がって一(いつ)石(せき)二(に)鳥(ちよう)だ。

			「よし」

			　スカートまでの最短ルートはこれに違いない。そよ風の草原には、確かダンジョンがあったはずだ。どれくらいの強さかは分からないが、回復アイテムもあるのでそこへ行こう。

			　

			　風喰いの洞(どう)窟(くつ)。

			　ついに僕は、ボスモンスターである二(に)角(かく)大(おお)兎(うさぎ)まで到達した。

			　道中は《暗殺者のおさがり》と【駿(しゆん)足(そく)レベル18】で可もなく不可もない戦いだったから割(かつ)愛(あい)する。ただ近づいて斬るだけの作業は面白くない。

			　グゥルルルルルルルルルルルルルルル……。

			　大きな耳の間から二本の角が生えた巨大な兎(うさぎ)は、真っ赤な瞳で僕を見(み)据(す)え威(い)嚇(かく)している。真っ白な体毛は所々不自然に赤い。人間の返り血を浴びたという設定なのだろう。

			　あの二本の角で攻撃してくるのなら、こちらが正面から攻撃するのは避けるべきだ。それなら、

			「やってみるか」

			　敏(びん)捷(しよう)性(せい)が上がれば上がるほど走る速度は速くなるのだが、もう一つ上昇しているものがあった。それは跳(ちよう)躍(やく)力だ。攻撃速度や攻撃回避が敏(びん)捷(しよう)性(せい)に依(い)存(ぞん)しているからだろう。どんどん身軽になっていく。

			　僕は今、垂(すい)直(ちよく)跳(と)びで10メートル近く跳ぶことができる。

			　ここは四方を岩に囲まれた場所だ。僕はできるだけ自分に逃げ場の少ない所へ移動し、二(に)角(かく)大(おお)兎(うさぎ)が来るのを待った。背中に感じる岩がとても冷たい。しかしその冷たさのおかげで、この異様な緊張感が漂う中でも冷静でいることができた。

			　グゥアアアアアアアアアアアアアアア!!

			　そして、ついにその時が来た。二(に)角(かく)大(おお)兎(うさぎ)が、文字通り脱(だつ)兎(と)の如く迫る。躊躇(とまど)うことなく、頭の角を僕に向ける大兎。ジリジリとした恐怖感に中々足が地面を離れようとしなかったが、すんでのところで頭上の角ばった岩の上まで跳ぶことができた。

			　視線をすぐ下へ向けると、二(に)角(かく)大(おお)兎(うさぎ)の大きな二本の角が岩に突き刺さっていた。ダメ元だったけど、予想通りの結果だ。

			　これは、いわゆるハメ技というやつだ。

			　クエストで一(いつ)角(かく)兎(うさぎ)を狩っている最中のこと。奴が僕に向けて突進してきた際、それを避けるとたまたま後ろにあった木の幹に角が突き刺さった。そして、そのまま数秒間動きがかたまった。なので、一(いつ)角(かく)兎(うさぎ)の上位互換である二(に)角(かく)大(おお)兎(うさぎ)でもいけるのではないかと踏んだのだが、結果は思ったとおりだった。

			「さてと……」

			　後はとにかく斬るだけだ。

			　どうやって攻めるか……いや、考えるのはやめよう。どうせ使えるスキルは、【駿(しゆん)足(そく)レベル18】とバーストスキルの【毒(どく)斬(ぎ)りレベル１】だけなのだから。

			「【毒(どく)斬(ぎ)り】」

			《暗殺者のおさがり》の漆(しつ)黒(こく)の刀(とう)身(しん)が毒(どく)々(どく)しい薄(うす)紫(むらさき)色の光に包まれる。不気味な二色が合わさることにより、それは非常におどろおどろしい雰(ふん)囲(い)気(き)をかもしだしていた。

			　アクティブスキルやバーストスキルには、連続使用ができないようクールタイムが存在する。【毒(どく)斬(ぎ)りレベル１】のクールタイムは25秒、その間に二(に)角(かく)大(おお)兎(うさぎ)は岩から脱出してしまうだろう。僕の防御力から考えて長期戦は避けたい。ここは確実に毒状態にしなくては。

			「はっ！」

			　二(に)角(かく)大(おお)兎(うさぎ)の背中に攻撃を加えて毒状態にした後、間(かん)髪(ぱつ)入れず左手で体毛を掴み右手に握った《暗殺者のおさがり》で背中を突き刺し続ける。

			　絵面は地味だが、これがかなり難しい。

			　二(に)角(かく)大(おお)兎(うさぎ)はすでに岩から脱出しており、攻撃のたびに僕を振り落とそうとするものだから、それに耐えなくてはいけない。

			　力を上昇させるようなスキルを僕は持っていないので、【駿(しゆん)足(そく)レベル18】による脚の力で踏ん張っているのだが、そろそろキツくなってきた。

			「これ以上は……っ」

			　このままでは振り落とされるだけでなく、そのまま踏み殺されると思い、早いうちに離れることを決めた。

			　もう一度ハメ技を使うという手もあるが、二(に)角(かく)大(おお)兎(うさぎ)のＨＰは残るところ六割程度。今後どのようなモンスターが出るか分からない以上、ここで楽をしすぎるのは良くない。毒でもう二割は削れるだろう。ならばあとは四割か……そこが問題だな。

			「やるか」

			　バカの一つ覚えのように突進してくる二(に)角(かく)大(おお)兎(うさぎ)を紙一重で回避しつつ、隙(すき)だらけの横腹や後ろ足へ確実に攻撃を与える。こうなってはただの作業だ。これなら勝負は決まった……な……？

			「あれ？」

			　二(に)角(かく)大(おお)兎(うさぎ)の様子がおかしい。

			　ＨＰが残り一割になったところで、突然動きが止まった。最初はバグかと思ったが、どうやらそうではないらしい。

			　体毛が黒く染まり始め、焦げ茶色の角は瞳同様の鮮(せん)血(けつ)のような色へと変わる。その姿は明らかに先ほどとは異なるものだった。

			　――二(に)角(かく)大(おお)兎(うさぎ)が突然変異を起こしました――

			　――ダンジョンを脱出しますか？　ＹＥＳ／ＮＯ　――

			　そういえば説明書に、ダンジョンのボスモンスターがごく稀(まれ)に突然変異を起こしてパワーアップするとか書いてあったような気がする。

			　おいおい、マジかよ……。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「で、先輩はその後どうしたんですか？」

			　月曜日の放課後。

			　僕とユミは部活動をしていないため、たっぷりと雑談をする時間があった。そして、今日も今日とて会話に花を咲かせていた。まあ、花の咲くようなたいそうな会話はしていないのだが。

			「どうもこうもねえよ。突然変異したところでセーブできたからして、倒せる感じじゃなかったし、そこでやめたんだ」

			「男らしくありませんね。そこを一人でやっつければ株も上がったのに」

			「そりゃある程度の攻撃力と防御力、体力や魔法があればできたかもしれないけど、僕は敏(びん)捷(しよう)性(せい)しか上げてないしな。あんな強そうなモンスターを一人で相手できるわけないだろ」

			『ＦＷＯ』においてのデスペナルティは、持ち金一割の損失と七二時間の獲得経験値半減だ。序(じよ)盤(ばん)に負うには大きすぎるペナルティである。

			　僕は、それが怖くて、ケツをまくり逃げたわけだ。

			「そう言いながら脱出しなかったのは、先輩に何かしらの考えがあるからじゃないんですか？」

			　冷たい視線がいつもよりも熱を帯びる。どうやら期待してくれているようだ。ここは先輩らしく後輩にいい姿を見せてやりたいのだが、

			「ない。一切ない。脱出しなかったのは、何となくもったいないと思ったからだよ」

			「……期待した私がバカだったようです」

			　罵(ば)倒(とう)する気も起きないようだ。やばい、僕の株が大暴落している。そのうち先輩としての地位も引きずり落とされてしまいそうだ。先輩を解(かい)雇(こ)されるなんてシャレにならないな……。

			　何とか話題を変えて株価の下落を止めよう。

			「しかしユミ……あ、西神、今日はどこもかしこも『ＦＷＯ』の話題で持ちきりだったな」

			「別に名前の方で呼んでも――いえ、吐き気がしそうなのでやはり却(きやつ)下(か)です。ゲームの方だけにしてください」

			「本当に酷(ひど)いなお前」

			「確かに今日はニュースでも大々的に取り上げられていましたね。私のクラスでも大きな話題になっていました」

			「僕のところもだよ。つまらないことを聞くようだけど、やっぱり校内じゃ僕たちが一番進んでるのかな」

			「だと思いますよ。発売日前に持っていたというのは大きいですし。とはいえ、すでにネット上には国内トッププレイヤー候(こう)補(ほ)が挙がってたりするんですけどね」

			「もう!?」

			「βテストの際に好成績を叩き出したプレイヤーですよ。前に言った銃(じゆう)を使っている人です。そのうちイベントを開催するそうなので、その時に戦えるかもしれませんね」

			「うーん、速いだけで倒せたらいいんだけどなあ……」

			　おそらくそれは無理だろう。銃の弾速がどの程度かは知らないが、まず遅いわけがない。銃(じゆう)弾(だん)よりも速く走れれば可能性は出てくるのだろうが。

			「先輩のプレイスタイルはソロに向いてませんよ」

			「そうか？」

			「ええ。高速の移動速度と攻撃速度、魅(み)力(りよく)的(てき)ではありますが決定打に欠けています。それに、ゴキブリはカサカサと動いて気色が悪い不(ふ)衛(えい)生(せい)な生命体ですけど、殺虫剤には弱いでしょう？」

			「僕の話にゴキブリを引き合いに出すな！」

			《暗殺者のおさがり》が黒くゴキブリのように妙な輝き方をしているのは認めるが……ってか、このやりとりとよく似たことを昨日もやった気がするけれど、きっと気のせいではない。

			「先輩がゴキブリ以下の不(ふ)衛(えい)生(せい)な生命体であることは置いておきまして、つまり殺虫剤のような粉末状といいますか液体状といいますか、とにかくそういう範囲攻撃に弱いじゃないですか」

			「まあ、確かにそうだな」

			「ですから攻撃モーションに入る前に阻(そ)止(し)するパワー系、注意を引く遠距離系、後方支援の魔法系が必要というわけです。あっ、すみません。あまり一度に言うと容量が１００ＫＢしかない先輩の頭がパンクするので、もうやめておきますね」

			「僕の頭は発売当初の５インチフロッピーディスクか！」

			「突っ込みが細かすぎて伝わりづらいですよ」

			　フロッピーディスクが口から出てきたのは、僕の父がそういう科学的なアンティークを集めるのが好きだからだ。当然だが、僕の頭の容量が本当にそれだけしかなくて、それを自分で理解しているからではない。

			「仕方ないですね。私が手伝ってあげますよ」

			「え？　途中から入って来れるのか？」

			「関係性のないプレイヤーと一緒にダンジョンに入ることはできませんが、フレンドならば別です。『スケット』というシステムがありまして、進行中のダンジョンに途中から入ることができるのです。ま、『スケット』で途中から入ったプレイヤーは、得られる経験値とレベルが25％減らされるんですけどね」

			「わ、悪いな。僕がもう少し普通にスキルの構成を考えていれば……」

			「いえ、先輩のやり方もそれは一つの手です。それで頂点を目指してください」

			「西神、僕が目指しているのは頂点じゃない、スカートめくりだ」

			「清(すが)々(すが)しいほどにゲスいですね」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　二(に)角(かく)大(おお)兎(うさぎ)と改めて対(たい)峙(じ)し、ユミの到着を待つ。

			　攻撃を避けながら動きを観察していると、通常のものと突然変異のものでは明らかに動きが別物だった。

			　バカの一つ覚えのように突進していたくせに、長く伸びた鋭(えい)利(り)な爪で横になぎ払ったり、高く跳(ちよう)躍(やく)して踏み潰そうとしてくる。

			　避けるだけでも精一杯なのに、攻撃を加えるなんて絶対に無理だ。

			　――ユミさんがスケットに入ろうとしています――

			　――受理しますか？　ＹＥＳ／ＮＯ　――

			　やっと来たか。

			　僕が「ＹＥＳ」を選択すると、眩(まばゆ)い光が集まりその中からユミが現れた。普段は悪魔にしか見えないこいつも、今の僕にとっては天使や女神に等しい。

			「そ、想像してたのよりも強そうです」

			「そんな不安になるようなこと言わないでくれよ。僕の危機を救いに来てくれたんじゃないのか？」

			「一応そのつもりで来ましたけど……。私が注意を引きつけている間に、先輩はあいつを毒状態にしてください。もう解けていますから。その後はその時に考えます」

			「ふ、不安しかないけど分かったよ」

			　僕は岩の壁を這(は)うように移動し、二(に)角(かく)大(おお)兎(うさぎ)の視界外から隙(すき)をうかがう。

			　ユミはというと、《真実殺し(ジヨーカー)》の真(しん)骨(こつ)頂(ちよう)である【刃(は)渡(わた)り】を使い、巧みに伸ばしたり縮ませたりしてフェイントをかけ、トリッキーな戦い方をしていた。

			　グゥアアアアアアアアアアアアアアア!!

			《真実殺し(ジヨーカー)》の剣先が二(に)角(かく)大(おお)兎(うさぎ)の眉(み)間(けん)を捉え、けたたましい叫び声を上げながら大きくひるんだ。やるなら今しかない。

			「【毒(どく)斬(ぎ)り】」

			　意図したとおり毒状態にできたので、昨日のようなことはせずにすぐに離れた。ユミとともに二(に)角(かく)大(おお)兎(うさぎ)と距離を取り、次の攻撃に備える。

			「ここからどうするんだ？」

			「ＨＰは残りわずかですが、先輩の攻撃力ではまだ少し時間がかかるでしょう。しかし、私なら一撃で決められます。先輩をぶん投げるので、一瞬だけ注意をすべて引き受けてください。その瞬間に私が動きます」

			「女子に投げられる僕っていったい……」

			『ＦＷＯ』では、ユミの方が圧倒的に力が強いのは分かりきっているのだが、それでも少し恥ずかしい。しかしユミは僕の羞(しゆう)恥(ち)心(しん)などまったく意に介さず、いきなり腕を掴んだかと思うとそのまま僕をぶん投げた。

			「心の準備ってものがあるだろ!?」

			　そうやって絶(ぜつ)叫(きよう)したのが良かったのだろうか。二(に)角(かく)大(おお)兎(うさぎ)の視線は頭上を舞う僕に釘(くぎ)付(づ)けとなる。そして、後ろ脚で立ってマヌケにも腹を晒(さら)す。ユミは、その瞬間を見逃さなかった。

			「【極(きよく)撃(げき)】」

			　知らないスキル名とともに振り下ろされた《真実殺し(ジヨーカー)》の刀(とう)身(しん)は、弾かれることなく二(に)角(かく)大(おお)兎(うさぎ)の身体を一(いつ)刀(とう)両(りよう)断(だん)した。

			　――シュピーン――

			　その一撃で二(に)角(かく)大(おお)兎(うさぎ)のＨＰは０となり、アイテムをドロップした。こんなに苦労したのにスキルポイントはドロップしていない。ただまあ、《黒(くろ)兎(うさぎ)の腕(うで)輪(わ)》というアクセサリをドロップしたので良しとしよう。

			　――シノさんのレベルが上がりました――

			　これでスキルポイントゲットだ。

			　よし、これも【駿(しゆん)足(そく)レベル18】に振るとしよう。

			　――称(しよう)号(ごう)〝黒(こく)月(げつ)を降(くだ)す者〟を取得しました――

			　なにやら新しい称(しよう)号(ごう)を取得できた。効果を見てみると、敏(びん)捷(しよう)性(せい)が１・５倍されるようだ。これは嬉しい。

			「どうやら二(に)角(かく)大(おお)兎(うさぎ)の突然変異個体を倒すともらえる称(しよう)号(ごう)のようですね」

			「何で分かるんだ？」

			「黒(こく)月(げつ)って書いてあるじゃないですか。通常個体の二(に)角(かく)大(おお)兎(うさぎ)の体毛は白色ですし」

			　なるほどと思いながら、ひと仕事終えた後の脱力感に浸る。そして、相変わらず他(た)愛(あい)もない雑談をしつつ、僕とユミはナルシェへ帰(き)還(かん)した。

		

	
		
			　

			第二章　スカートめくりへ

			　

			　その後もしばらく一緒に歩いていたのだが、ユミは用があるとかで一度離れることになった。

			　一人になった僕は『インベントリ』を開き、手に入れた《黒(くろ)兎(うさぎ)の腕(うで)輪(わ)》の効果を確認する。

			　

			　アクセサリ……《黒(くろ)兎(うさぎ)の腕(うで)輪(わ)》

			　移動速度・攻撃速度に関連するスキルの効果を１・５倍にする

			　

			　……え？　僕の【駿(しゆん)足(そく)レベル18】が【駿(しゆん)足(そく)レベル27】になるってことか？　何だそのぶっ壊れ性能。ああでも、突然変異はごく稀だって説明書にも書いてあったし、称(しよう)号(ごう)ならともかくドロップ品はランダムだから希少価値に見合う性能なのかな。

			　とりあえず装備し、手始めにそこらへんを走ることにした。

			「な、何だこれ!?」

			　明らかに速すぎる。カーレーサーの人が見る世界とは、きっとこんな感じなのだろう。感じる風もさっきとは大違いで痛いほどだ。

			「もしかして……いけんじゃねえか？」

			　何がいけるかといえばあれしかない。

			　そう――スカートめくりだ。これだけ速ければ、きっといけるはずだ。いけないはずがない。いける！

			「クククッ……ハハハハハッ!!」

			　道行く人の目が痛い。だが、そんなことはどうでもいい。

			　女性プレイヤーはたくさんいる。よりどりみどりじゃないか、どれにしようかな。あの緑髪の貧乳か、あそこの黒髪の長身か、銀髪の巨乳か……どいつもこいつもミニスカート穿(は)いて太ももを見せびらかしやがって。興奮するだろうが。

			　――ユミさんからの音声メッセージです――

			　あ？　何だよ、こんな時に。しょうがない、大事な用件かもしれないし、今聞いてやるか。

			『《黒(くろ)兎(うさぎ)の腕(うで)輪(わ)》を手に入れた先輩は、きっとスカートめくりに走るでしょう。違いますか？』

			　なんだこいつ、読めてたのか。エスパーユミと呼んでやろう。

			『エスパーユミなんて呼んだら身体の肉を削ぎ落としますからね。それは置いておいて、スカートめくりの件なんですが、あれは立派な迷(めい)惑(わく)行為にあたるのでやめた方がいいですよ。運営に注意を受けます』

			　一瞬、その言葉の意味が理解できなかった。そして、ようやく僕が噛み砕いて飲み込んだのとほぼ同時に、ユミのややうわずった声が聞こえてきた。

			『残念でしたね☆』

			「☆じゃねえよ!!」

			　こいつ、僕を騙(だま)してたのか。スカートめくりができるなんて嘘を……っ!!　クソッ、最初から信用するんじゃなかった。

			『しかし、安心してください先輩。方法が一つだけあります。決(けつ)闘(とう)を仕掛ければいいんです。決(けつ)闘(とう)はプレイヤーとプレイヤー同士の争い、一度や二度の不(ふ)可(か)抗(こう)力(りよく)があっても不思議ではないでしょう』

			　音声メッセージはそこで途切れた。

			　なるほど決(けつ)闘(とう)か、確かに不(ふ)可(か)抗(こう)力(りよく)なら仕方ない。不(ふ)可(か)抗(こう)力(りよく)なんだし。

			　しかし決(けつ)闘(とう)……決(けつ)闘(とう)ねえ……。不(ふ)可(か)抗(こう)力(りよく)を含めないとしても、決(けつ)闘(とう)の報酬は魅(み)力(りよく)的(てき)だ。

			「一度やってみるか」

			　誰に問うわけでもなく、呟(つぶや)いてみた。

			　確かに一度誰かと決(けつ)闘(とう)をしてみるのはいいかもしれない。試験的なので男女は問わない、誰か暇そうな人を探してみるとしよう。

			「パーティ募(ぼ)集(しゆう)中！　一緒にレベル上げしようよ！」

			「クエスト同行者募(ぼ)集(しゆう)中。無口でも可」

			「二(に)角(かく)大(おお)兎(うさぎ)周回パーティ募(ぼ)集(しゆう)。アクセサリ目的でーす」

			　道のわきにはパーティの募(ぼ)集(しゆう)をする人を始め、武器や防具、アクセサリを売りたい人、アイテムを売りたい人、単にお喋りがしたい人などがずらりと並んでいた。そういうことを目的とした人に決(けつ)闘(とう)を申し込むのはさすがに気が引ける。

			　決(けつ)闘(とう)の相手を募(ぼ)集(しゆう)している人はいないようだ。もう少し探してみよう。

			「何だあれ？」

			　マップを見ながら街を練り歩いていると、ナルシェの中央広場にたどり着いた。

			　円状の広大な広場の中心に、大きな掲示板があった。そこには、非常に興味深い記事が貼り付けられていた。

			「『風喰いの洞(どう)窟(くつ)にて、二(に)角(かく)大(おお)兎(うさぎ)の突然変異体個体出現。シノさん、ユミさんにより討(とう)伐(ばつ)成功』って……え？」

			　僕たちの記事だった。僕とユミの顔、戦闘の一部までもが映像で載っている。やけにレベル上げ目的のパーティに誘われるなと思っていたら、こういうことだったのか。

			『メニュー』を開き、『その他』から『Ｑ＆Ａ』を選択し、掲示板を確認してみる。

			　各街の広場にはこうした掲示板が設置され、そこには突然変異個体の討(とう)伐(ばつ)情報やイベント情報などが集まるらしい。もしかすれば、ここに人が集まるのならばこうしてここに立っているだけで、誰かが決(けつ)闘(とう)を申し込んでくるかもしれない。物好きな奴もいるだろう。

			　そして二十分が経過した。

			　何度か突然変異について聞かれたものの、誰一人として決(けつ)闘(とう)を申し込んでくる者はいなかった。……しかし、一人だけ気になる人物がいた。

			　肩あたりで切り揃えられた白髪。雪のように白い肌は、髪との相(そう)乗(じよう)効果でより美しさが際(きわ)立(だ)ち、人形のようだった。そんな少女が先ほどから僕の足元に腰を下ろし、上(うわ)目(め)遣(づか)いで見つめてくるのだ。

			　ちなみに身長は小学生ほど。僕はそこに背(はい)徳(とく)的(てき)な何かを感じ、下半身を熱くしていた。
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			「あのー……僕に何か？」

			　意を決して聞いてみる。少女はその言葉を待っていたとばかりに立ちあがり、『メニュー』を開いて何か作業を始めた。

			　少女の身体が淡い光に包まれる。防具を替えているようだ。光の粒の一つ一つが消えてなくなり、そして現れたのは、

			「……ペンギン」

			　ペンギンの着ぐるみのネタ防具を着た少女が、突然謎の言葉を発した。ちょっと待ってくれ現実、僕を置いていかないでくれ。

			「ぺ、ペンギンですね」

			「……可愛(かわい)い？」

			　声に抑(よく)揚(よう)がなく、同意を求めているのかそうでないのか非常に分かりづらかったが、とりあえず首(しゆ)肯(こう)した。

			「え、あ、まあ……確かに」

			　間を置く話し方をするペンギン少女。プレイヤーの頭の上にはその人の名前が浮かんでいるのだが、この少女の名前が「ペンギン」である意味が分かった気がする。おそらくペンギンが好きなのだろう。

			「僕に何か用ですか？」

			「……突然変異倒した人」

			「そうですよ。まあ、僕だけの力じゃないですけど」

			「……速い方の人」

			「速くてスタイリッシュで性格の良い方の人ですよ」

			「……ん」

			　ユミならここで「最近のゴキブリは夢を持つんですね」なんて言いそうなものだが、少女は少女がゆえに僕の言葉を丸(まる)呑(の)みしてしまった。まあ、本当に丸(まる)呑(の)みしたのかどうかは定かではないが。

			「えーっと、ペンギンさんでいいんですか？」

			「……ペンちゃん」

			「ペンちゃん？　そう呼べばいいんですか？」

			「……ん」

			　ペンちゃんか。幼女を連想させるいい香りがするな。そういえば、誰かをちゃん付けで呼ぶのは幼稚園以来だ。

			「さっきからどうしたんですか？」

			「……決(けつ)闘(とう)」

			「え？　僕と？」

			「……ん」

			　話が上手くかみ合わないのは、中身が本当に少女だからだろうか。ペンギンの着ぐるみなんて露出の少ないもの着てないで、スカート穿(は)いてくれないかな。

			　それはともかく、こんないきなり言われるとは思ってもみなかった。というか、座り込んでないで最初から言ってくれれば良かったのに。

			「それじゃあやりましょうか」

			　しかし、僕にとっては願ってもないことだ。自分から行かなくても寄ってくるなんて……それも幼女が寄ってくるなんて。……プニプニした頬にすりすりしても不(ふ)可(か)抗(こう)力(りよく)だから許されるよな。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　決(けつ)闘(とう)を相手に申(しん)請(せい)し承認されると、自動的に闘(とう)技(ぎ)場(じよう)というＰｖＰ専用のフィールドへ転送される。闘(とう)技(ぎ)場(じよう)の観戦は当事者の判断に任せられており、観戦を良しとすれば誰でも見ることができた。

			　観客席へ目をやると、なぜかそこはたくさんのプレイヤーで賑わっていた。突然変異を倒しただけの僕とペンギン好きの幼女の決(けつ)闘(とう)に、いったいどれだけの価値があるのだろう。

			「勝利条件はどうします？」

			　決(けつ)闘(とう)では、勝利条件を自由に設定できる。そして、決(けつ)闘(とう)に限ってはデスペナルティが発生しないため、特にこれといったこだわりはなかった。

			「……先に攻撃を受けた方」

			　サドンデスか。僕の敏(びん)捷(しよう)性(せい)は凄まじいレベルに達している。それを分かった上での選択だ。何か裏がありそうで怖いな……。

			「……報酬は１００リル」

			「えっ、それだけ？」

			「……報酬よりもこの決(けつ)闘(とう)自体に価値がある」

			　小さいくせに中々血なまぐさいことを言うな。しかもペンギンの着ぐるみ姿で言われると、かなりインパクトがある。そのインパクトたるや、ペンギンが捕(ほ)食(しよく)者(しや)であるセイウチに怒鳴り散らしているようだ。

			「理由を聞いてませんでしたけど、どうして僕なんですか？　もっと強い人はいるでしょ？」

			「……現時点では、この『ＦＷＯ』のプレイヤーであなたがもっとも速い」

			「そんなわけないでしょう」

			「……あたしが保証する」

			　素直に喜ぶべきなのだろうか。いきなりそんなことを言われても戸(と)惑(まど)ってしまう。しかし、今考えるべきはどう戦うかだ。ネタ防具なんてある程度余裕がない限り装備しないはず。となるとペンちゃんは、おそらく見た目にそぐわない実力の持ち主なのだろう。

			　僕を現時点でプレイヤー最速と断言するあたり、虚(きよ)言(げん)でなければかなりやり込んでいると予想がつく。βテスターであった可能性も高い。

			　――ただいまより、シノさんとペンギンさんによる決(けつ)闘(とう)を開始します――

			　アナウンスの後に３秒間のカウントダウンが始まり、ついにその時が来た。

			　――スタート――

			　僕は武器を構えつつ、ペンちゃんから距離を取る。

			　闘(とう)技(ぎ)場(じよう)の広さは半径約40メートル。広大なフィールドには木や岩などの障害物があり、逃げ場が多く僕にとってはかなり嬉しい設計だ。さあ、ペンちゃんはどうくるか。

			「って、あれ？」

			　一瞬目を離した瞬間にペンちゃんの姿が消えた。彼女の周りには隠れられそうな障害物はなかったはずだ。だというのに、忽(こつ)然(ぜん)とその場からいなくなってしまった。あんな分かりやすい防具を着けているにもかかわらず。

			「あっ！」

			　いた、上空にいた。空を飛ぶペンギンなんていうのはおかしな話だが、ペンちゃんは僕の視界を完(かん)璧(ぺき)に把(は)握(あく)し、認識外に入った瞬間に跳(と)んだのだろう。少しチートを疑ってしまう。

			　ペンちゃんはこちらに落下しながら、手に持ったそれを向けてきた。どう見ても、あれは銃(じゆう)だ。白い銃身のハンドガンである。

			　指のないペンギンの手でどうやって引き金を引くのか分からないが、引き金に指をかけているように見えなくもない。そして案の定、僕に向かって何の躊躇(とまど)いもなく撃ってきた。

			「やべっ」

			　弾速と僕の速さではわずかに僕の方が勝っていた。しかし、数が問題だった。空から何十、いや何百の弾が降り注ぐ。

			　口元を見るが、スキルを発動した気配はない。銃の装弾数は多くても15発程度なので、ペンちゃんの作り出した弾幕はプレイヤーの技術かチートということになる。

			　肩のそばを弾丸が過ぎて行った。や、やばい、ちびりそうだ。ただただ逃げ惑うだけの僕に、地に足をついたペンちゃんは変わらず弾幕を作りあげ攻撃してくる。

			　よく見ると、武器が瞬間的に現れたり消えたりしていた。銃は『インベントリ』に戻すと自動的にリロードされるのだろう。ペンちゃんはそれを使い、一瞬で戻し装備するという神業を行っていた。

			「こんなの無理だろ……!!」

			　短剣は近づかなくては意味がない、特に僕のようなまともにスキルを解放してない奴は、それこそ斬るしか能がない。

			　しかしその時、弾幕を止めて欲しいという願いが伝わったのか、ペンちゃんの動きが急に止まった。銃まで下ろす始末だ。

			「……これを避けた人はあなたが初めて」

			「初体験？　僕が初めてで良かったんですか？」

			「……ん」

			　ユミ相手なら殺されそうなセリフを吐いても無反応なペンちゃん。可愛(かわい)いっちゃ可愛(かわい)いけど、なんか味気ない。

			「……新技」

			「え？」

			　言うやいなや、僕には絶対に当たらない方向へ弾を撃ちだした。撃ち出された弾は岩をかすり、続いてまた別の岩をかすり、その進行方向を徐々に曲げて、

			「マジかよ!?」

			　僕に向かって飛んできた。

			　ゲームならではというか、少しメチャクチャすぎやしないだろうか。銃(じゆう)は扱いづらいとユミは言っていたが、完(かん)璧(ぺき)に扱えるようになった結果がこれか。

			「……ん」

			　少々不(ふ)機(き)嫌(げん)そうに言ったペンちゃんは、突然接近して至(し)近(きん)距(きよ)離(り)で撃ち始めた。どうにか隙(すき)を見て《暗殺者のおさがり》を振るうが、そのすべてを見切られ刀(とう)身(しん)が弾丸で弾かれる。遠距離武器のくせに近接戦闘を完(かん)璧(ぺき)にこなすなんて……。

			「少し手加減してくれませんか？」

			「……や」

			「だと思いましたよ」

			　攻撃の応(おう)酬(しゆう)は続く。遠距離はもちろん、中距離や近距離からの攻撃、障害物を使った死角からの攻撃、逃げる隙(すき)間(ま)のほとんどない弾幕。注目すべきは、そのすべてがスキルではなく技術によるものだということだ。

			　ペンちゃんはまだ、手の内をすべて明かしていない。対する僕には、もう何もない。隙(すき)を見て斬るか、避けるかの二択だ。

			「……スキル」

			「[image: gaiji_e.png]」

			「……【光(こう)弾(だん)】」

			　次の瞬間、眩(まばゆ)い光を放つ弾が銃口から放たれた。顔を背けたが運の尽き。微かに確認できる銃口から、光のごとき弾丸が僕に迫る。

			「クソッ!!」

			　ヤケクソ気味に振った短剣の刀(とう)身(しん)が、何かを捉(とら)え斬り裂く。それが弾丸であったことに気づくまで、そう時間はかからなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「とまあ、そこで僕は激しく斬り込み、ついに最後の一撃を――」

			「正直に言ってくださいよ先輩、負けたんでしょう？」

			「…………」

			　決まったように放課後の学校……ではなく、今日は場所を変えて学校近くにオープンした大手カフェ店に来ていた。

			　僕は紅茶もコーヒーもたしなまない麦茶ニストなため、特に何か注文するわけでもなくお冷を飲む。

			　ユミもとい西(にし)神(がみ)は、「ベンティアドショットヘーゼルナッツバニラアーモンドキャラメルエキストラホイップキャラメルソースモカソースランバチップチョコレートクリームフラペチーノ」というこの世のものとは思えない物を平気な顔で口にしていた。まるで呪(じゆ)文(もん)じゃないか。

			「ペンギン……ですか。しかし先輩は運が良いですね。その人は例のプレイヤーですよ」

			「例のっていうと、あの？」

			「ええ。国内トッププレイヤー候(こう)補(ほ)です」

			　薄(うす)々(うす)勘(かん)付(づ)いていたが、やっぱりそうだったのか。どうりで強すぎるわけだ。

			　そんな奴を相手に僕はかなりやれた方だと思う。最終的には、弾丸を斬るなんて芸当に成功したわけだし。……まあ、間(かん)髪(ぱつ)入れず次弾で撃ち抜かれたわけだけど。

			「もの凄い動きだったぞ。数百発の弾幕、障害物を使った曲射撃、近接戦闘、銃の可能性を感じた瞬間だった」

			「短剣を選んで後悔してますか？」

			「いや、到底あそこまで使えるようになるとは思えない。僕はあそこまで器用じゃない」

			「ですよね。不器用の代名詞のような人ですものね、先輩は」

			「何もそこまで不器用じゃねえよ……」

			　そう言うと、西神は明らかに僕をバカにするように鼻で笑いやがった。甘そうな物を飲んでいるくせに、口から出る物は辛いものばかりだ。まったくもって可愛(かわい)げがない。先輩大好きー、とか言ってくれないかな。

			「なあ西神、ちょっと僕に愛の告白してくれよ」

			「……頭大丈夫ですか？」

			「ほら、なんかお前ってやたら口が悪いだろ。ここらで調整しとかないと僕が嫌になってくる」

			「そういうのって普通、先輩が頑張って私を攻略して自然と言わせるものじゃないんですか？」

			「漫画の読みすぎだ。どこの世界に僕に惚(ほ)れる女がいるんだよ」

			「それは違いますよ先輩。ゲスのクソ野郎かつ動く生ゴミでゴキブリの形をしてて不(ふ)衛(えい)生(せい)でハエがたかって近寄ることすら不快でならない先輩ですが、それでも惚れてくれる女性の一人や二人くらいいますよ」

			「だからそこまでじゃねえっての……」

			　ふと、こんな口の悪い西神に惚れる男がいるのかどうか気になってしまった。外見に惚れている奴は数知れないが、中身を知った上で惚れる男がいるのかどうか。

			　将来こいつが結婚できたとしたら、僕はその旦(だん)那(な)を全力で賞賛しよう。口悪魔王を一人で食い止めるなんて勇者じゃないか。

			「まあ先輩への愛の告白はいったん置いておいて、『ＦＷＯ』の話をしましょう」

			「置いとくのかよ」

			「私はこの何日か、あることをしようと動いていました」

			「あること？」

			「ギルドの開設です」

			　ギルドとは、パーティの上位互換のようなものだ。主な利点としては、攻略のしやすさが挙げられる。常時パーティに入っているようなものなので、ギルドメンバー同士で簡単に情報交換やクエストができる。

			　ギルドの開設にはお金がかかる。もちろんリアルマネーではなくゲーム内通貨でだが、費用は10万リルかそこらだった気がする。かなりの大金だ。

			「かなりのお金がかかるのは分かっています。ですが、叔父はギルド対抗戦というイベントをすると言っていました。無理をしてでも開設しない手はないでしょう」

			「言わんとすることは分かるが……」

			「お金は何とか貯めました。少しばかり人の手を借りましたが。そして実はもう、開設しちゃってたりしてます」

			「え？　マジで？」

			「協力してくれた人の趣味がバードウォッチングだったので、ギルド名は『鳥(とり)籠(かご)』です。今日招待状を出しておくので、承認しておいてくださいね」

			　僕はもっともらしい返事をしつつ、バードウォッチングと鳥(とり)籠(かご)の関連性について考えていた。

			　バードウォッチングは外の鳥を観察するものだと思っているのだが、籠(かご)に捕らえてどうするのだろう。いや、そんなどうでもいいところを深く考えても仕方ないか。

			「協力してくれた人は女の子なので、絶対に手を出さないでくださいね」

			「嫌だ」

			「そこまでキッパリ言われると、つい〝はいそうですか〟と言ってしまいそうです」

			「まあ善(ぜん)処(しよ)はするよ。僕だってある程度の常識はあるしな」

			「ゴキブリの常識なんて知りませんよ」

			「いいかげん僕をゴキブリ扱いするのはやめないか!?」

			　下手に敏(びん)捷(しよう)性(せい)重視のプレイなんてしたのが運の尽きか。考えたくはないが、本当に僕はゴキブリっぽいのかもしれない。

			「そういえば西神、さっきは僕が金を払ったけど、いつ返してくれるんだ？」

			「何でもおごってくれるって、この間言ってましたよね？」

			「…………」

			　西神の思考回路は理解できなかったが、やたらと値段の高い商品を注文していた意味はようやく理解できた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ナルシェには、ギルドの本拠地となるギルドホームが建ち並ぶ、ギルドストリートと呼ばれる道が存在する。

			　その一角に、ギルド「鳥(とり)籠(かご)」のギルドホームはあった。

			　イメージとしては、おしゃれなカフェテリアといったところだろうか。コーヒーの美(お)味(い)しい店、なんて評判が立ちそうだ。

			「ここか」

			　扉にはプレートが吊るされており、可愛(かわい)らしいフォントで「とりかご」と書かれていた。わざわざ平仮名で書いているところが実に女の子らしい。

			　きっと可愛(かわい)らしいふわふわした感じの子がいるに違いない。僕の経験上、そういう子の穿(は)くパンツは少し大人びている。外見とそぐわない感じが非常に良い、最高だ。

			　コンコン、と二回ノックをする。「どうぞー」とユミの声が聞こえたので間違いないだろう。

			　僕はあくなきスカートへの夢を胸に抱きながら、ゆっくりとドアノブをひねった。

			「入る時は猫型ロボットのように少し浮いてください。先輩の足は汚染されているので」

			「汚いって言われた方がまだマシだわ！」

			　ドアの脇から早速かましてきたユミ。僕はそれを適当にいなしつつ、温かみのある光に溢(あふ)れた部屋の中を見回す。

			　まず目についたのは、赤いふんわりとしたセミロングヘアの女性だ。

			　妖(よう)艶(えん)な紅色の唇が特徴的な女性。僕が思い描いていたものとは大きく異なり、ふわふわというよりむんむんだ。大人の色気がむんむんなのだ、興奮する。中身は二十代後半のお姉さんではないかと推(すい)測(そく)してみる。サドっぽく誘(ゆう)惑(わく)されてみたいものだ、性的な意味で。

			「初めまして、シノと言います」

			「ユミちゃんから話は聞いているわ。ロズよ、よろしく」

			「よろしくお願いしますロズさ……ん……」

			　重大なことに気がついてしまった。

			　ロズさん……スカートを穿(は)いていない!!

			「ごめんなさいね。ユミちゃんが、どうしてもスカートを穿(は)くなって言うから」

			「チッ……ユミの奴……。今度二人っきりの時にでもどうですか？」

			「ふふふ、それもそうね。でも私、ちょーっとそれは気が引けちゃうかな」

			「え？」

			　僕が首を傾げると、ロズさんは上品に笑い声を漏らした。ユミは当然だと言わんばかりの顔で腕を組み、汚い物を見る目を僕へ向けてくる。

			「だってユミちゃん、あなたのことが大好きなんですもの。勝手に色々やっちゃうのは……ねえ？」

			「お、おふざけはやめてください、ロズさんっ！」

			　ユミが絶(ぜつ)叫(きよう)している。これは珍しい光景だ。

			　こんなに慌てるなんて、もしかして図星か？　いや、それはないだろう。こんな僕にユミが気を持つわけがない。普段の言動が良い証(しよう)拠(こ)だ。

			「いやー、だってユミちゃんの話とか反応とか見てると、お姉さん感づいちゃったんだもの。でも、違ってたらごめんなさいね」

			「違いますよ、失礼ですねっ。アースダストに恋をするほど私は愚かじゃありません！」

			「僕はハウスダストの上位互換か何かか!?」

			　平静をよそおいつつ、ユミの動向をうかがってみる。

			　クククッ。なんだこいつ、僕の方をチラチラ見て何考えてんだ？　これは図星なのか？

			　僕の中の暗黒面がこれまでにないほどにざわつく。これ以上考えるのはやめておこう、現実で襲ってしまいかねない。

			「それじゃあ改めて自己紹介しましょうか。さっきも言ったけど私はロズ。武器は槍(やり)だけど、基本的には魔法しか使ってないわ。回復から攻撃まで、ある程度幅広くできるわよ」

			「知っていると思いますけど、僕がシノです。武器は短剣、魔法も便利なスキルも持っていませんけど、敏(びん)捷(しよう)性(せい)だけは自信があります」

			「聞いたわよ、もの凄く速いそうね？　まあそれはいいんだけど、とりあえずもうちょっと口調崩さない？　敬語って好きじゃないのよ」

			「あ、はい。それじゃあ、ユミに接する感じでいきます」

			　僕も敬語は得意な方ではないからありがたい。会話に入ってこようとしないユミに目を向けると、一人でブツブツと何か呟(つぶや)いていた。やはり図星――ダメだダメだ、そのことはもう考えないと決めたんだ。

			「ロズさんは……じゃなかった、ロズはどうしてユミに協力したんだ？」

			「私もギルドを作りたかったのよ。ギルドに入ればわりと効率的に進められるじゃない。私仕事してるから、ゲームできる時間が限られてるのよ」

			「それなら作る必要はなかっただろ。もうすでにいろんなギルドができてるわけだし」

			「ＰＫギルドにあって以来、なんだか疑(ぎ)心(しん)暗(あん)鬼(き)になっちゃってね……。ユミちゃんは良い子そうだったし、何より自分で作った方が安心じゃない」

			「ＰＫギルド？」

			　耳慣れない言葉だが、ＰＫ（プレイヤーキル）については僕も知っていた。

			　ＰＫとは、その名のとおり他プレイヤーのＨＰを０にし倒してしまうことである。これをしたところで報酬の類は一切出ず、ただ倒したプレイヤーから恨みを買うだけである。

			　そんな非生産的なことをするギルドが存在しているだなんてにわかに信じがたいが、ロズの声色から考えて嘘とは思えない。

			「確かギルド名は『仭(じん)月(げつ)』だったかしら？　ゲームを楽しむというより、他人の邪魔をして楽しんでる感じね」

			「それは私も聞いたことがあります。迷(めい)惑(わく)行為は規(き)約(やく)違(い)反(はん)ですが、ＰＫという一種のシステムを用いた間接的な迷(めい)惑(わく)行為は見逃されているようです。ただＰＫのシステム自体が次回のアップデートで廃止されるともっぱらの噂(うわさ)ですので、きっとすぐになくなりますよ」

			　珍しくユミが楽観的だ。ただ噂は所(しよ)詮(せん)噂でしかないので、僕は期待する程度にしておこう。

			　それにしても、ＰＫギルドが本当に実在するとは。

			　僕は敏(びん)捷(しよう)性(せい)にこだわりすぎてかなりの軽装備だ。最悪一撃で負けるかもしれない。絶対に出くわしたくない相手だ。

			「にしても『仭(じん)月(げつ)』って中二臭すぎるだろ。僕ならもうちょっとマシな名前を付けるな」

			「少なくとも先輩よりは格好良い名前ですよ」

			「中二に負けた!?　てか、そいつらの味方するのかよ！」

			「失礼ですね先輩は。私はただ、先輩の敵なだけです」

			「味方が敵だったとかどこの少年漫画だよ……」

			「味方が敵だった？　はて、私は一度たりとも先輩の味方になった覚えはありませんよ」

			　僕とユミのやりとりを見て、ロズがクスクスと笑っていた。いい具合に僕の下半身を刺激する笑顔を見せてくる。ふと考えてしまったのだが、女の子ばかりをこのギルドに入れればハーレムじゃないか？　めくり放題なのか？　天国なのか？

			　凄いなギルドってやつは。明日から頑張ってみよう。

			「ギルドのメンバーを増やす予定はあるのか？」

			「どうせ先輩は女の子を入れたいんでしょう？　まあ、一応せっかく作ったんですから、少しずつ増やしていく予定ですよ。ギルド対抗戦に備えないといけませんからね」

			「なるほど。じゃあ僕はその時までにもっと敏(びん)捷(しよう)性(せい)を上げておくよ。スカートめくりのためだしな」

			「シノくんは本当に男の子なのね」

			　褒(ほ)められているのか貶(けな)されているのか分からないけれど、どちらにせよ興奮する表情だ。

			　僕に被(ひ)虐(ぎやく)趣(しゆ)味(み)はないけど、ロズのサドッ気のある雰(ふん)囲(い)気(き)で目覚めてしまいそうだ。踏んで欲しいと言ったら踏んでくれるかな。

			「ところで、ちょっと聞いたんだけど、シノくんってあのペンギンと戦ったんだって？」

			　ペンギン……？

			　ああ、ペンちゃんのことか。今思い返してもメチャクチャ強かったな、あの子。

			　フレンドの申(しん)請(せい)を出しておけばよかったと後悔しているが、またいつか会えるだろう。そんな気がする。

			「ユミから聞いたのか？」

			「私は何も言ってません」

			「フレンドから聞いたのよ。それで少し調べてみると、シノくんだったってわけ」

			「おそらく闘(とう)技(ぎ)場(じよう)にいた観客の誰かが、ペンギンと先輩の戦いを録画し、どこかの動画サイトに流したかＳＮＳなどに載せたのでしょうね。メニューの『その他』に『視覚録画』という見ているものを動画にする機能がありますから」

			「そんなのがあったのか。それにしても、僕ってちょっとした有名人？」

			「そうね。ペンギンはわりと有名なプレイヤーだし、そのペンギン相手に一分以上もったのは凄いことよ」

			　確かにペンちゃんの弾幕から逃れるのは至(し)難(なん)の業だろう。敏(びん)捷(しよう)性(せい)に特化した僕でさえ難しかったのだ、平均的にスキルの解放・強化をしている人は三秒ともつまい。

			　しかし有名人か……クククッ、これは利用できるぞ。

			「ねえ、三人そろったことだし、どこかダンジョンへ行かない？」

			「そうですね。先輩、大人しくお留守番していてくださいね」

			「三人そろった意味ってそういうことなのか!?」

			　結局僕を含めた三人でダンジョンへ向かい、その日はゆっくりと幕を閉じた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　翌日の教室には、せっせとシャーペンを走らせる僕がいた。

			　僕は家であまり勉強をしたくない人間だ。特に理由らしい理由はないのだが、とにかくあまりしたくないのだ。もちろん、試験前は仕方なく家でもするけれど。

			　たいていの休み時間を授業中に出された課題をこなすことに費やす僕は、早速一限目の数学で出された課題にとりかかっていた。

			「なあ篠山」

			　誰かが話しかけてきたので顔を上げると、変に制服を着崩したクラスメイトの男子が立っていた。確か山田とかいったような気がするが、なにぶんまったく交流がないせいかあやふやである。

			「お前さ、ゲームとかすんの？」

			「人並み程度にはな」

			　などと言いながらも、シャーペンを休まず走らせる。

			「じゃあ『ＦＷＯ』ってやってるか？」

			「ああ、あの人気のやつか」

			　やっていると答えるのは簡単だが、それは単なる自(じ)滅(めつ)行(こう)為(い)である。

			　何のために匿(とく)名(めい)でゲームをやっていると思っているんだ。スカートめくりのためだぞ。クラスメイトにバレようものなら、ＳＮＳで拡(かく)散(さん)されかねない。

			「ちょっと、これ見てくれよ」

			　そう言って携帯電話をよこしてきたので、仕方なく手を止めて画面に目を向ける。そこには僕とペンちゃんの決(けつ)闘(とう)が映っていた。言いたいことは理解できた。こいつお前に似てるよな？的な感じだろう。自分に似せたのは失敗だったな。まっ、向こうには確認するすべがないんだから普通に否定しておいて間違いはないだろう。

			「おお、僕に似てるな。これ誰？」

			「え？　誰って、お前じゃないのか？」

			「僕じゃないさ。僕は『ＦＷＯ』を持ってないからな」

			「ふーん、そうか」

			　まるで会話が終わるのを待っていたかのようにチャイムが鳴った。

			　クソッ、半分も終わらなかったじゃねえか。

			　その後の休み時間もちょいちょい使いながら課題を終わらせ、ようやく昼休みを迎えた。

			　母さんの作った昼食の弁当を食べつつ、頭の中で二(に)角(かく)大(おお)兎(うさぎ)を倒す手順をシミュレーションする。

			　今の僕の速さをもってすれば苦労する敵ではないのだが、用心するに越したことはない。ハメ技を主(しゆ)軸(じく)に据(す)えた攻撃の流れを考えつつ、まるで照らし合わせるように鉛(なまり)色(いろ)の雲の行方を目で追う。

			　そろそろ梅(つ)雨(ゆ)の時期だ。

			　雨は嫌いじゃないが、曇りはどうも落ち着かない。さっさと夏にならないかな。

			　早くもまだ見ぬ夏休みにワクワクしていると、突然教室のドアが開き冬がやって来た。西神である。

			「先輩」

			　西神は上級生の教室に入ることに抵抗がない。僕以外の生徒がいようと、それは変わらないのだろう。良い意味で態度がでかいところは見習いたいものだ。

			　しかし、あの西神が放課後以外に僕のところに来るなんて珍しい。

			「どうしたんだよ。弁当を忘れたから分けて欲しいとか、そういう用件か？」

			「先輩の遺伝子が付着した物質を体内に入れるなんて、私に死ねというんですか？」

			「食べかけはいらないと言えばいいところを、わざわざ難しい言葉を選んで言われると受けるダメージもこんなに大きくなるんだな」

			「日本語は難しいですからね」

			　すべてを日本語のせいにした西神は、やれやれと言った様子で大きくため息をついた。ため息をつきたいのはこっちだ。

			　それにしても西神は本当に凄いな。昼食中のクラスメイトの目のほとんどが自分に向いているというのに、一切意に介していない。

			「少し話したいことがあります。ちょっと来てください」

			「ここで済む話じゃないのか？」

			「いえ、誰かに聞かれるのは色々とマズイお話です。主に先輩が」

			「僕が？」

			　そういう話なら携帯電話で話せばいいのに、と思ったのだが、あえて口には出さなかった。

			　こいつには友達と呼べる存在が僕ぐらいだ。おそらく長い昼休みが暇でしょうがなかったのだろう。

			　本当に素直じゃないな。しかし、そこが西神の可愛(かわい)いところでもあるのだが。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「よしっ」

			　西神の話によると、一年生の中にも僕をペンちゃんと戦っていたプレイヤーではないかと疑っている生徒がいるそうだ。

			　正直、そんなことはどうでもよかった。正体がバレることに関しては、僕が「はいそうです」と言うか、運営の管理する個人情報を閲(えつ)覧(らん)でもしない限り、誰にも断定することはできないのだ。

			　だから僕は、今日も今日とて『ＦＷＯ』の世界に入り、敏(びん)捷(しよう)性(せい)を上げるべくダンジョンに潜る。本当は有名人という立場を利用して女性プレイヤーをギルドに引き入れたかったのだが、それは後だ。

			　ユミやロズには言っていないが、僕はペンちゃんをギルドに引き入れたいと考えていた。だがどこにいるか分からない以上、ひたすら敏(びん)捷(しよう)性(せい)を上げてまた現れるのを待つしかない。

			「やるか」

			　二(に)角(かく)大(おお)兎(うさぎ)の咆(ほう)哮(こう)がビリビリと身体に響く。

			　効率を考えるとギルドメンバーの二人がいてくれると助かるのだが、ペンちゃんと再び戦うことを考えると、ソロプレイを磨いた方がいいだろう。負けっぱなしは悔しい。

			　クククッ、ペンちゃんはユミと違って素直だしな。色々と教育のしがいがあるってものじゃないか。

			　

			　ボスステージまでの道のりが約一〇分。二(に)角(かく)大(おお)兎(うさぎ)に掛かる時間は約三分。

			　その作業を一〇回ほど繰り返したあたりで、僕の心が折れた。レベルこそ上がるが、スキル玉がまったくドロップしないのだ。

			　簡単じゃないとは覚悟していたが、まさかここまでとは……。

			　もっと簡単に貯められる方法はないかなあ、と考えながら歩くナルシェの中央通り。道の脇に小銭と同じ感覚でスキル玉が落ちていないかと探してみたけれど落ちているはずもなく、ため息ばかりが出ていく。

			「おいあんた」

			「はい？」

			　後ろから話しかけられたので振り向くと、柄(がら)の悪そうな金髪の男が僕を睨(にら)んでいた。

			　僕が何かしたのか？　いや、女性プレイヤーならいざ知らず男に興味なんてない。これまで一切関わっていないはずだ。じゃあこの金髪はいったい……、

			「あんた、ペンギンと戦ってた奴だよな」

			「そうですけど」

			「ちょっと俺と勝負しようぜ。俺も速さには自信があるんだ」

			「お断りします。他をあたってください」

			　なんだ、そういうことか。どうりで見たことないわけだ。男と決(けつ)闘(とう)したってしょうがない。時間の無(む)駄(だ)だ。

			　しかし金髪は余(よ)裕(ゆう)綽(しやく)々(しやく)で、「いいのかな～」と鬱(うつ)陶(とう)しい声色で僕を煽(あお)る。

			「俺はあの『仭(じん)月(げつ)』のメンバーなんだぜ？　今後も楽しくゲームしたくないのか？」

			「脅(きよう)迫(はく)ですか？　迷(めい)惑(わく)行為は規(き)約(やく)違(い)反(はん)ですね。さっそく運営に――」

			「ちょ、ちょっと待てよあんた！　そこは流れ的に俺の話にのるところだろ！」

			「いや……のったところで何にも得をしませんし。関わらないでください、急いでいるので」

			　きっぱりと断ったつもりだが、金髪はそれでも諦(あきら)めがつかないようで、僕に決(けつ)闘(とう)を申(しん)請(せい)してきた。

			　なんだよこいつ、本当に鬱(うつ)陶(とう)しいな。……まあ、ペンちゃんじゃなくて負けた僕の方に戦いを挑むあたり、強いわけではないのだろう。これでもかと言うほどボコボコにしてやれば、その頭も諦めるということを知るのかな。

			「……分かりましたよ。やります、やりますから」

			「よしきた。そんじゃやろうぜ。ぶっ潰してやるよ」

			　ＰＫギルドだか何だか知らないけれど、「仭(じん)月(げつ)」はこんな柄の悪い奴ばっかなのかな。

			　ネット上でやたら饒(じよう)舌(ぜつ)になる奴はいるけど、おそらくそういう感覚と近しいものがあるのだろう。匿(とく)名(めい)だからスカートめくりができるぜ！　と喜んでいる僕がバカにできた義理ではないが。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　二度目の闘(とう)技(ぎ)場(じよう)は、ペンちゃんの時と特に何も変わっていなかった。

			　しかし、唯(ゆい)一(いつ)違う点がある。観客が五人ほどで、前回から大きく減っているのだ。

			　やけに金髪がそちらを気にしているので、おそらく仲間なのだろう。フレンドかギルドメンバーかは知らないが、僕には関係ない。

			　それにしても男相手か。スカートを穿(は)いている穿(は)いていないの話ではなく、性別的に論外なのだが、

			「あなたがスコットランドの民族衣装を身にまとっていたなら、僕のテンションも少しくらい上がったかもしれないのに……」

			「あ？」

			「いえ、何でもありません」

			　スコットランドの民族衣装、つまりスカートである。

			　――ただいまより、シノさんと暁(あかつき)さんによる決(けつ)闘(とう)を開始します――

			　アナウンスが流れると、暁さんもとい金髪が武器を構えた。

			　刃(は)渡(わた)りはだいたい90センチ……あれは刀？　どこかで見た形をしているが、まさか……いやしかし、そんな偶(ぐう)然(ぜん)があるのか？　いや、警(けい)戒(かい)して損はないだろう。

			　――スタート――

			　一気に近づいて終わらせるつもりでいたが、作戦を急(きゆう)遽(きよ)変更し10メートルほど距離を取る。

			　僕と金髪の敏(びん)捷(しよう)性(せい)の差は歴然だ。やろうと思えば、金髪の額(ひたい)にデコピンをして戻って来れるかもしれない。

			　だが、あの武器はおそらく――。

			「逃げてんじゃねえよ!!」

			　金髪が乱暴に剣を振ると、まるで水が流れるように無音で刀(とう)身(しん)が伸びた。間違いない。あれはユミの持つ刀、《真実殺し(ジヨーカー)》だ。距離を取っておいて正解だった。

			　しかし、どうしたものか。今すぐ接近戦に持ち込み、攻撃を避けつつ倒すことは簡単だが、それでは面白くない。

			「――これは使えるな」

			　金髪にはノミほどの興味もわかないし、今すぐ痛い目にあわせてやってもいいのだが、《真実殺し(ジヨーカー)》を持っているのなら話は別だ。

			　いつかお遊びと偽ってユミと決(けつ)闘(とう)をするつもりだったし、ここで《真実殺し(ジヨーカー)》についての情報を集めておいて損はないだろう。円(えん)滑(かつ)にスカートめくりを進めるためならば、時間など惜しくない。

			「な、何ですか、その武器は!?」

			「あ？　これか？　スゲェだろ。うちのギルドマスターと難(なん)易(い)度(ど)の高いダンジョンに行った時、ボスでドロップしたんだ」

			「凄い！　格好良い!!」

			　演技とはいえ少しオーバーリアクションだろうか。そして小さく深呼吸。落ち着いたところで、次のステップに入ろう。

			「強そうだなぁ……。でも、そんな武器を見せられたんだから頑張らないといけませんよね。全力で行きますよ！」

			　全力の三分の一くらいのスピードで接近し、長く伸びた刀(とう)身(しん)を《暗殺者のおさがり》でいなしつつ手元を狙う。

			　すると金髪は、刀(とう)身(しん)を一気に縮めたかと思いきや、切先を地面に向けそのまま《刃(は)渡(わた)り》を発動させた。

			　伸びる刀(とう)身(しん)の勢いを使い空中に逃げた金髪は、そのまま僕を狙う。当然、それをかわせない僕ではない。だが《刃(は)渡(わた)り》にはこんな使い方があったのか。回避に使うとは……面白い。

			　空中からの斬(ざん)撃(げき)をよけ、金髪と距離をとる。しかし金髪は地面に足を着くなり、

			「【火球(フレア)】！」

			　その叫び声とともに、突(とつ)如(じよ)金髪の右手にボウリング球のような火の玉が出現し、ドッヂボールを彷(ほう)彿(ふつ)とさせる動きで僕へ向けて投げてきた。

			　魔法だ。ちくしょう、こんなの見せられたら、僕だって魔法を使いたくなってきちゃうじゃないか。

			　習得するなら風系の魔法だろうが、やはりスカートは自分の手でめくりたい。腕が伸びる感じの魔法はないのだろうか。いや、そんな気色の悪いものはないだろう。

			「せっかくの武器なんですし、魔法はよしません？」

			「うるせえ！　俺の勝手だろ！」

			　ごもっともなのだが、簡単に避けられる魔法や下手な小細工なんかに用はない。もっと言えば、こいつにも用はない。

			　ったく、わざわざ《真実殺し(ジヨーカー)》攻略のために時間をさいてるっていうのに……まあいいか、当たらないと分かった魔法を連発するほど金髪もバカではないだろう。

			「【火炎渦(フレアストーム)】！」

			　…………。

			　確信した、こいつはバカだ。

			　僕じゃなくても避けられるほどゆっくりと、炎の渦(うず)が迫る。これが作戦の一部だというのなら考えを改めるが、魔法を発動してから何かしてくるわけでもなく、渦(うず)巻(ま)く巨大な炎を眺(なが)めながらなぜか胸を張る金髪。

			　無性に腹が立ってきた。なんだよこいつ、自分から決(けつ)闘(とう)仕掛けて来たくせに全然弱いじゃねえか。これ以上、何か得られるものがあるとは思えない。もういい、サクッと倒そう。

			「いやー、お強いですね。お強いお強い」

			　きっとこれは録画されているだろうから言葉遣いには気をつけつつ、全力で接近し、変に動かされないように《真実殺し(ジヨーカー)》の柄を金髪の手ごと掴む。

			「【毒(どく)斬(ぎ)り】」

			　必要はないだろうけど、一応使っておく。

			　適当に腕を斬りつけて毒状態にし、すぐに次の動きに移った。

			「よっと」

			　突然のことに困(こん)惑(わく)して力が入っていない金髪の足を払って押し倒し、サクサクと【駿(しゆん)足(そく)】によって上がる攻撃速度に任せて高速で斬り続ける。

			　多少抵抗されたが、それは金髪のＨＰが残りわずかになった頃のこと。

			「ど、どけっ！」

			　どけと言われてどくバカがどこにいる。こっちだって男を押し倒したくなんてないんだ、我慢しろ。

			　などと悪(あく)態(たい)をつきたいのだが、録画されているかと思うと口にまでは出せない。

			　ということで、ストレスやら何やらをすべて攻撃に込め、斬り続けた。

			「楽しかったです。また機会があればやりましょう」

			　ＨＰが０になった金髪は、呆(ぼう)然(ぜん)と地面に伏した。

			　防具の防御力があったとはいえ速かったな。さすが僕の【駿(しゆん)足(そく)】だ。ペンちゃんの撃った弾丸を一刀両断しただけはある。

			　倒せた満足感と時間を無(む)駄(だ)にした虚(きよ)無(む)感(かん)に浸りつつ、僕はこれから何をしようか考えた。

			　観客席に座った一人のプレイヤーが、僕へ向けて冷たい視線を送っているのにも気づかずに――。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　決(けつ)闘(とう)後、特にやりたいことも見つからなかったのでギルドホームへ行くことにした。

			　ロズはいたが、ユミはいない。あいつは成績が良い優等生なので、おそらく勉強でもしているのだろう。

			「あらシノくん、こんばんは」

			「こんばんはロズ。ここで何してたんだ？」

			「スキルポイントをどう振り分けようかと思って悩んでたのよ。魔法の種類を増やしたいなら【魔法才能】、魔力を増やしたいなら【魔力解放】。他にも色々あるんだけど、これがけっこう難しいのよね」

			「へぇ、極振りの僕には分からない悩みだな」

			　おそらくロズのように悩みながらスキルの解放・強化をしていくのがこの『ＦＷＯ』の醍(だい)醐(ご)味(み)なのだろう。

			「敏(びん)捷(しよう)性(せい)ばかり上げるの辛くない？」

			「スカートめくりのためだし、別に苦でも何でもないよ」

			「本当にスカートめくりが好きなのね……。どうしてそんなにスカートめくりにこだわるの？」

			「ああ、それは……」

			　僕がスカートめくりに目覚めたのは、小学生の頃。

			　その頃、いったい誰が最初に始めたのかは忘れたが、僕の学級ではスカートめくりが大流行していた。

			　当時の僕はかなり気が弱く、女子と話すなんてもってのほか。教室のすみで大人しく本を読んでいるような子供だったのだが、たまたま目の前で同級生の女子がやんちゃな男子にスカートをめくられたのだ。

			　風の抵抗を受けて波打つスカート。徐々に露わになってゆく白く健康的な太もも。飾り気のない白いパンツ。そして熟れた果実のように朱(しゆ)色(いろ)へと染まる、羞(しゆう)恥(ち)の顔。

			　素晴らしい……そう素直に感じた。

			　考えれば考えるほど息遣いが荒くなる。

			　今まで大人しくしていたせいか、変なスイッチが入ってしまった僕は、今まで押し殺してきた欲求が性欲という形で大爆発を起こし、気がつけばたった今スカートめくりにあった女子のスカートを自分でめくっていた。

			　結果として「あ、あの篠山くんが……!!」的な好奇の目に晒(さら)され、ハッと我に返った僕はそのまま小学校を早退して三日間寝込むことになったのだが、それからもその感覚が忘れられず、現在にいたる。

			　あの感覚は、今でも鮮(せん)明(めい)に覚えている。

			　すべてはあの時のスカートめくりから始まった。あの時、あの瞬間から、今の僕という自(じ)我(が)は確立されたのだった。

			「だから僕は、スカートめくりが大好きなんだ！」

			　一通り語り終え、綺(き)麗(れい)に締める。

			　ユミなら罵(ば)倒(とう)の機(き)関(かん)銃(じゆう)がフルオートで炸(さく)裂(れつ)しそうなものだが、ロズは何とも言えない微(び)妙(みよう)な顔をしていた。

			「バカじゃないの……」

			「バカとは何だよ。僕の生きる原動力だぞ」

			「それ、生きるために痴(ち)漢(かん)してるんだ！　って言ってるのと同じじゃない？　まあ、私は別にいいんだけどね。シノくんがどんな趣味を持っていようと。ていうか、それなら別にＮＰＣのスカートをめくればいいんじゃない？　敏(びん)捷(しよう)性(せい)を上げてプレイヤーにこだわる必要なんてないじゃない」

			「確かにそうだ。だけど、それじゃあ返ってくるのはＮＰＣとしての対応であって、生の反応は絶対に生まれない。そんな奴にスカートめくりをしたって意味がない!!」

			　ロズの顔には、着々と「何言ってんだコイツ」という文字が刻まれてゆく。

			　だが、それがなんだ。僕は止まらないぞ。

			「パンツだけ見たけりゃ下から覗(のぞ)いてる！　僕はなあ！　めくった瞬間に露(あら)わになる太ももとパンツ、そして何より羞(しゆう)恥(ち)に染まった表情を楽しみたいんだ！　ＮＰＣみたいな人形に、人間的な表情や感情の揺れ動きが表現できるわけねえだろ!!」

			「あ、あの、熱く語られてるところ悪いんだけど、言ってる意味が私にはよく……」

			「とにかく！　僕は美少女フィギュアのスカートを覗いてニヤニヤしてる連中とは違うんだ！一緒にすんじゃねえ!!」

			　一通り叫び終え冷静になると、そこには汚(お)物(ぶつ)でも見るような目を向けるロズがいた。どうやらやりすぎてしまったようだ。

			「ごめん、ちょっと熱くなりすぎた」

			「な、何にしろ、熱中できることがあるのはいいことよ。私もバードウォッチングが趣味なの。休みなんかは、一人で湖なんかに行ってるのよ」

			「湖？」

			「ええ、白鳥やカモが好きなのよ。可愛(かわい)いじゃない」

			　頭の中で白鳥やカモを想像しているのか、ロズの頬(ほほ)はほころんでいた。妖(よう)艶(えん)に微笑(ほほえ)んだ姿も好きだが、これもけっこういいな。

			　アバターは容(よう)姿(し)を自由に決めることができるため、異常に美形が多い。ロズもその一人だ。

			　自分で人形はダメだといいながら、そういうところにはちゃんと興奮するのだから、我ながら少し情けなくなってきた。

			「ロズってさ、仕事何やってんだ？」

			「何って言われてもねぇ……。言ってもいいけど、誰にも言わないって約束してくれる？」

			「もしかして、聞いちゃマズイ仕事だったりするのか？」

			　僕が殺し屋か何かを想像しているとでも思ったのか、ロズは「危ないのじゃないわよ」と苦笑気味に否定した。

			「聞いちゃマズイ仕事とかじゃないけど、絶対驚かれるもの。ああでも、それって私の自意識過剰だったりするのかなあ」

			「よく分からないけど、誰かに言うなって言うなら誰にも言わないし、そもそも言いたくないならそれでいいぞ」

			「ううん、別に言ってもいいの。教えてあげるわ、私の仕事。私はね、ア――」

			　――ユミさんがログインしました――

			　ロズの言葉を遮るようにアナウンスが流れると、僕の目の前にユミが現れた。

			　リスポーン地点は、商業都市ナルシェのような街とギルドホームのどちらかに設定できる。ユミは後者に設定していたのだろう。

			　光の粒とともに現れたユミは、まずギルドホームの中を見回し、僕を見つけた瞬間に盛大にため息をついた。

			「ゴキブリホイホイを設置しなくてはいけませんね……」

			「ちょっと待て腐れ口、それは僕に向けて言ったのか？」

			「先輩は何味のホウ酸(さん)団子が好きですか？」

			「ホウ酸団子に何味とかあるの!?　ていうか、いい加減に僕をゴキブリ扱いするのはやめろ！」

			　安定のユミである。本日も絶好調で何よりだ。僕にとっては迷(めい)惑(わく)以外の何物でもないが。

			　ロズは言うタイミングを逃したようで、少々困った顔をしていた。

			　ア……アってなんだ？　まあいいか。またそのうち聞けばいいわけだし。

			「それより、二人とも何話してたんですか？　先輩抹(まつ)殺(さつ)計画ならぜひ加わりたいです」

			「僕の抹(まつ)殺(さつ)計画に僕が入るかよ！」

			「ちょーっと大人な会話をしてただけよ。ユミちゃんにもまだ早いわね」

			　誤(ご)魔(ま)化(か)したところから察するに、その職業はユミには言えないということだろうか。ア、ア……か。今度ユミと考えてみよう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　僕は頑張った。

			　何を頑張ったのかといえば、二(に)角(かく)大(おお)兎(うさぎ)狩りだ。期間は二週間、ひたすら二(に)角(かく)大(おお)兎(うさぎ)を狩り続けた。やがてすべての攻撃を見切ることができ、地道にレベルが上がっていった。また、あれだけ手にいれることができなかったスキル玉も、かなり獲得できた。

			　現在のステータスは以下のとおり。

			　シノ　レベル29

			　ＨＰ……１００

			　ＭＰ……１００

			　武器……《暗殺者のおさがり》敏(びん)捷(しよう)性(せい)・クリティカル率にプラス補(ほ)正(せい)

			　防具……《盗(とう)賊(ぞく)の服》

			　アクセサリ……《黒(くろ)兎(うさぎ)の腕(うで)輪(わ)》移動・攻撃速度に関連するスキル効果１・５倍

			　称(しよう)号(ごう)

			　〝短剣使い〟　稀(まれ)に攻撃のダメージを１・２倍にする

			　〝黒(こく)月(げつ)を降(くだ)す者〟　敏(びん)捷(しよう)性(せい)を１・５倍にする

			　スキル

			　パッシブスキル

			　【駿(しゆん)足(そく)レベル18】敏(びん)捷(しよう)性(せい)上昇　※《黒(くろ)兎(うさぎ)の腕(うで)輪(わ)》装備時のみパッシブスキル【駿(しゆん)足(そく)レベル27】の効果を発揮する

			　バーストスキル

			　【毒(どく)斬(ぎ)りレベル１】発動後の一撃のみ、相手を必ず毒状態にする。毒のダメージはレベルに依(い)存(ぞん)

			　

			　それにしても、久しぶりにステータスを開いたな。こまめに見るようなものでもないし仕方ないか。

			　レベルアップによるスキルポイントとスキル玉を変換してできるスキルポイントを合わせると、なんと４６５Ｐにもなる。

			　この膨(ぼう)大(だい)なスキルポイントを一気に振ったらどうなるか……クククッ、考えただけで笑いが止まらない。

			　――スキル【駿(しゆん)足(そく)レベル18】が強化されました――

			　さあどこまで上がるか。

			　これを強化したら、今度こそスカートめくりに移ろう。標的はユミだ。あの後輩に痛い目をあわせてやるのと同時に、その下半身を拝んでやろうじゃないか。

			　ああダメだ、考えただけで興奮してきた。

			「ん？」

			【駿(しゆん)足(そく)レベル18】は【駿(しゆん)足(そく)レベル30】となったのだが、なぜかスキルポイントが３Ｐだけ返ってきた。

			　――スキル【駿(しゆん)足(そく)レベル30】はこれ以上強化できません――

			　――新たなスキルを解放できます　解放しますか？　ＹＥＳ／ＮＯ　――

			「え？　新たなスキル？」

			　僕は今、スキル玉を一つも持っていない。となると、そのスキルは【駿(しゆん)足(そく)】を強化限界まで強化した際に発生したボーナスなのだろうか。何はともあれ、もらえるのなら嬉しい。

			　――スキル【神足レベル１】が解放されました――

			　おお、なんかもの凄く速そうなスキルじゃないか。

			　さてさて、いったいどんなスキルなんだ？

			　

			　パッシブスキル【神足】敏(びん)捷(しよう)性(せい)超上昇

			　

			　超上昇……か。今までの上昇値が10とするなら、おそらくこれは30や50といったところだろう。これは凄い、凄すぎる！

			　これならユミのスカートを狙えそうだ。

			　あの口悪娘め、いったいどんな顔をするのかじっくりと観察してやるぜ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　翌日の放課後。

			　いつまで経っても西神が教室にこないので、今日は早めに帰ることにした。

			　一人で放課後の学校を歩くのは久しぶりだと思いながら、体育館から聞こえる運動部の威(い)勢(せい)のいい声に、何となく耳を傾ける。

			　僕も中学時代は陸上の短距離選手だった。そこそこの成績を残せたことが、僕の唯(ゆい)一(いつ)の自慢だ。

			　だが中学三年生になってすぐに、疲(ひ)労(ろう)骨(こつ)折(せつ)でしばらく部活を休むことになった。治ってからも何となく休みがちになり、そしていつの間にか行かなくなっていた。その理由は今でも分からない。

			　西神がどうして部活動に所属していないかは知らないが、僕の場合は単にやる気が出ないからだった。

			　この学校は運動部に大きく力を入れているため、僕が入る隙(すき)間(ま)なんてない。特に野球部なんて……、

			「ん？」

			　野球部が部活をしている校庭に目を向けようとしたその瞬間、視界は一気に凄まじい雨に遮(さえぎ)られた。バケツをひっくり返したような雨である。

			「雨か……」

			　ため息は雨音にかき消される。

			　どうしよう……濡れて帰るのはできるだけ避けたいけど、ゲームならともかく現実で雨粒を避けながら走るなんて不可能だ。

			「どうすっかなぁ」

			　家に電話を入れて迎えに来てもらいたいところだが、昨日から両親は親(しん)戚(せき)の結婚式で北海道に行っている。

			　コンビニで傘を買うにしても、学校から最(も)寄(よ)りのコンビニまで十五分はかかる。それまでにずぶ濡れだろう。

			「先輩じゃないですか。外なんか見てどうしたんですか？　二階から飛び降りるなら、頭からがいいと思いますよ」

			　これからどう帰るか考えている僕に誰かが話しかけてきた。僕に自殺の指南をしてくる奴なんて一人しかいない。西神である。

			「今から帰ろうと思ってたんだけど、傘がないんだよ。お前こそ、今の今まで何やってたんだ？」

			「担任の先生に悩みごとはないかと聞かれていました。ほら、私って口が悪いのでクラスで孤(こ)立(りつ)していますし。それが終わって先輩の教室に行ったのですが、先輩がいなかったので」

			「そうだったのか。悪かったな、メールでも送っとけば良かった」

			「いえ、私は別に構いませんよ」

			　しかし西神のクラスの担任は、自分の生徒にそんなことを言うのか。僕の時なんて、そんなに仕事熱心じゃなかったぞ。

			　まあ西神はこの美(び)貌(ぼう)だし、その上頭もいい。おそらくそのせいだろうな。いや、そのおかげと言うべきか。

			「しかし、本当に凄い雨ですね。このまま降ればそのうち避(ひ)難(なん)警(けい)報(ほう)が鳴りますよ。先輩の身体に付着した雨水から人類が滅びかねませんし」

			「いつから僕は生物兵器になったんだ！」

			「先輩出生の話だけでシリーズが出せそうです。第一巻のタイトルは、『先輩、死す――』で決まりですね」

			「早速殺すんじゃねえ！」

			「大丈夫ですよ。死す死す詐(さ)欺(ぎ)は創作ではよくあることです」

			　そういえば、この間本屋で見かけた漫画の帯にも「死す」って書いてあったな。

			　どうせ死なないんだろうけど、その言葉にドキドキする気持ちは分からないでもない。

			　それはいいとして、問題はこれからどう帰るかだ。

			「おい西神、今日は傘持ってきてるか？」

			「持ってきてますよ。天気予報で雨だと言っていましたし」

			「僕も入れてくれよ。途中のコンビニまででいいからさ」

			　そう言うと、露(ろ)骨(こつ)に嫌な顔をされた。

			「傘の骨組みが腐(ふ)食(しよく)したらどうするんですか」

			「だからどこの生物兵器だよ!!」

			　僕の必死な表情にそのお願いが冗談ではないと理解したようで、西神は小さなため息をつくと、視線を伏せながら口を開いた。

			「……………………まあ、コンビニまでならいいですけど」

			　薄暗い放課後の廊下。

			　聞こえるのは、どこかで談笑する数人の生徒の声と体育館で運動に励む運動部の掛け声のみ。

			　気を振り乱す要素は多々あれど、しかしそれらは頬をわずかに朱(しゆ)色(いろ)に染めた西神の魅力にかなうことはなかった。

			　得も言えぬ可愛(かわい)さに、僕は外の雨同様の激しい興奮を覚えた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　そういえば、相(あい)合(あい)傘(がさ)なんて小学生以来だ。

			　だが小学生の相(あい)合(あい)傘(がさ)なんてのは、言ってしまえば本当に単なる傘(かさ)の共有にすぎない。しかし今はどうだ。下心を備えた僕にとって、相(あい)合(あい)傘(がさ)など興奮する展開でしかなかった。

			「変なことしたら警察を呼びますからね」

			「僕が可愛(かわい)い後輩に手を出すような奴に見えるか？」

			「むしろ私は、今の今まで手を出されていないことが不思議です」

			　それが本心から来る言葉なら、なんで僕から離れないんだよ。

			　しかしまあ、今僕から離れれば西神はずぶ濡れになる。西神が傘を持つと身長的に僕が頭をつかえるため、僕が傘を持っているからだ。

			「ちょ、ちょっと……もう少しそっちに行ってくださいよっ」

			「無理言うなよ。もう右肩はずぶ濡れなんだぞ」

			　傘の大きさは60センチ。西神は小柄だが、それでも二人が入るには小さすぎる大きさだ。

			　僕は入れさせてもらっている身なので、できるだけ西神の身体がすべて入るように身体を寄せるが、それでも足りないらしい。

			　目を向けると、西神の肩が少し濡れてブラジャーの紐(ひも)が透けて見えた。清(せい)涼(りよう)感(かん)のある水色である。

			「……夏服って最高だな」

			「ど、どこ見てるんですか変態！」

			「雨で透けたお前の肩だよ。他にどこがある」

			「み、見ないでください!!」

			　見ないでくれと言われて見ない奴がどこにいる。いや、仮にいたとしても僕は見る。

			　スカートめくりほどではないが、透けブラも悪くない。

			　しかし僕が懲りずに凝視していると、西神は強引に僕の方へ身体を寄せてきた。クソッ、これでは近すぎて頭の陰になって見えない。

			「おい、顔が赤いぞ。お前は男とくっつくだけで恥ずかしがるような奴じゃないだろ？」

			「に、ニヤニヤしながら言わないでくださいっ。単に濡れたくなかっただけです！」

			「クククッ、そうかそうか」

			　少女漫画の主人公ならば、ここで歯の浮くようなセリフを真顔で吐くのだろうけれど、残念ながら僕は違う。できることといえば、濡れる西神を見てニヤニヤするくらいだ。

			　だから僕は、自分にできることを全力でやりながらコンビニまでの道のりを歩んだ。

			　その間、西神が僕を罵(ば)倒(とう)し続けたのは言うまでもない。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　別れ際、ユミに今日ログインするように伝えた。

			　新しいスキルを手に入れたから試させて欲しいと言うと、ユミは快く……とはいかなかったが、一応決(けつ)闘(とう)を承(しよう)諾(だく)してくれた。

			　あとはギルドホームでユミが来るのを待つだけだ。

			　今日はロズがいない。

			　昨日もいなかったので、おそらく仕事が忙しいのだろう。ちなみにいまだロズの仕事が何なのかは分かっていない。

			「来ないなぁ……」

			　かれこれ三十分近くこうして待っている。

			　もしかしたら、風邪をひいて寝てしまったのかもしれない。それなら大変だ、ぜひ自宅まで行って汗を拭いてやらなくては。

			　しかし、もしもユミが今日にかぎってズボンを穿(は)いていたらどうしようか。

			　スカートに変更しろ！　と言って変更してくれるほどあいつは優しくない。そもそも、それを言ったらスカートめくりが目的だとバレてしまう。

			　――ユミさんがログインしました――

			　ちくしょう、ズボンだった時の対策が浮かばない。

			　光の粒が消えた時――それがすべてを決める。

			　さあ来いスカート、僕の性欲は限界だ!!

			「遅くなってすみません。妹の勉強を見ていたもので」

			　なんて言いながら、まったく申し訳なさそうな顔をしていないユミ。

			　だが、そんなことはどうでもいい。問題は――よし、しっかりと穿(は)いている！　スカートを穿(は)いている!!

			　今すぐ狂(きよう)喜(き)乱(らん)舞(ぶ)したい気分だが、早まってはいけない。今から装備を変える可能性がないわけではない。ここは速やかに決(けつ)闘(とう)に移るべきだ。無(む)駄(だ)な余裕に浸っていると、ユミの気分が変わってしまうかもしれない。

			「僕も少し用事があってな。正直のところ、あまり時間がないんだ。だからユミ、さっさと決(けつ)闘(とう)しようぜ」

			「妙に話が早いですね。どうかしたんですか？」

			「どうかした？　僕はいたって正常だぞ」

			「先輩が正常って、それは極めて異常な事態です」

			　こんな軽口を叩けるのだから、風邪の心配はなさそうだ。

			　僕は迅(じん)速(そく)にユミへ決(けつ)闘(とう)の申(しん)請(せい)を出す。さあ、申(しん)請(せい)を受理しろ。お前はそれだけでいいんだ。僕が爆発してしまうだろ！

			「速く……速く……速く……速く……」

			「あ、あのっ、先輩？　さっきからブツブツと何を呟(つぶや)いているんですか？　体調が悪いなら明日にでも……」

			「安心しろ！　僕は今、かつてないほどみなぎっている!!」

			「そ、そうですか……」

			　いかんいかん、心の内が露(ろ)呈(てい)してしまっている。

			　ユミは僕の異様なテンションに少し引いているが、普段から僕の言動がアレなのが功を奏したのだろう。深く気にしている様子はない。

			　それについて喜ぶべきか反省するべきかは後で考えよう。今はスカートだ。

			「それじゃあ先輩、やりましょうか」

			　装備の変更はない。

			　ユミの指は、明らかに「ＹＥＳ」の方を選択している。

			　クククッ……ハハハハハッ!!　ついに、この時が来たぞ!!

			　

			　いつもの闘(とう)技(ぎ)場(じよう)。

			　しかし今日は、観戦者はいない。誰にも見られないように設定しているからだ。ユミのスカートの中だぞ、僕以外に見せてたまるか。

			　ちなみに、視覚録画はしない。確かに映像として残しておけば、その瞬間を何度も楽しめるのだろう。だが、それは僕の趣味ではない。

			　最高の瞬間というのは、その時、まさにその瞬間こそが最上であり究(きゆう)極(きよく)なのだ。一度見た光景に僕は興奮しない。

			「サドンデスでいこう。それとユミ、これは僕のスキルを試す目的の決(けつ)闘(とう)だけど、二週間の成果も見せたいから本気でこいよ」

			「本気……ですか。なぜかとてつもなく嫌な予感がしますが、分かりました」

			　……なぜだろう、何かがおかしい。

			　ユミは――もとい西神由美という人間は、僕の言葉をここまですんなり飲み込むような奴だっただろうか。もしかすると、ユミは意図的に僕の罠にかかっているのでは？　いや……そんなまさか。

			　――ただいまより、シノさんとユミさんによる決(けつ)闘(とう)を開始します――

			　いや、そんなわけがない。ユミがわざわざ僕の趣味に加(か)担(たん)する？　ハルマゲドンの序章か何かか？　大丈夫だ、何も心配はいらない。この戦いに集中するんだ。

			　――スタート――

			　僕がユミに本気を要求した理由。それは無抵抗の相手のスカートをめくっても興奮しないからだ。

			　単なる戦闘ならば、喜んで背後から攻撃するが、スカートめくりとあれば話は別である。正々堂々目の前でめくらなくては意味がない。

			「いきますよ」

			《真実殺し(ジヨーカー)》を構えたユミは、刀(とう)身(しん)を伸ばさず足で僕に迫る。

			【刃(は)渡(わた)り】のレベルは上がっているはずだ。【極(きよく)撃(げき)】の他にもスキルを持っているに違いない。それを知らない僕にとって、ユミはかなりの驚(きよう)異(い)である。

			「……っ」

			　ここで接近するような真(ま)似(ね)はしない。

			　サドンデスにしたのは、今後のスカートめくり力向上のためでもある。僕の防御力から考えて、一撃も食らわずに接近することは大きな課題だ。

			「えらく速くなりましたね、先輩」

			「そうだろ。これじゃあ、お前の《真実殺し(ジヨーカー)》も捉えきれないんじゃないか？」

			　敏(びん)捷(しよう)性(せい)に特化した僕の走る速度は、それこそ風と比(ひ)喩(ゆ)するにふさわしい。

			　一度に大きくレベルを上げてしまって微(び)調(ちよう)整(せい)が効かないが、スカートをめくる分には問題ない。

			「試してみます？」

			　僕とユミの間には15メートル近く距離がある。

			　さすがにこの距離を【刃(は)渡(わた)り】だけで詰めるのは無理だろう。しかし、

			「【熾(し)烈(れつ)なる風】」

			　４メートル近く伸びた刀(とう)身(しん)が空を斬ると、凄まじい風音が僕を襲う。

			　何かのスキルか？　いや、違う。僕に向かって何かが近づいてくる。見えない何か、

			「なっ!?」

			　考えるよりも先に逃げたのが正解だった。

			　ついさっき僕が立っていた場所の地面が、まるで何かで斬ったようにえぐれている。

			　刀(とう)身(しん)の長さだけ斬(ざん)撃(げき)を飛ばす、そういう解(かい)釈(しやく)で間違いはないだろう。

			「速いが売りのスキルなんですけど、これを避けますか」

			「クククッ、この程度じゃ僕にはあたらないぞ」

			　と言いつつ、内心はヒヤヒヤだ。

			　どうする。このまま長期戦に持ち込めば、【熾(し)烈(れつ)なる風】のクールタイムが終わりしだい、また斬(ざん)撃(げき)が飛んでくる。それに、ユミが持っているスキルはこれだけではないはずだ。

			　一気に決めよう。

			「なあユミ」

			「何ですか？」

			「今日のブラは水色だったけど、もしかして下の方も水色だったのか？」

			「ッッッ!!」

			　クククッ、その反応は図星だな。

			　僕がこんなことを言ったのは、ユミが恥ずかしがる表情を見て楽しむためではない……いや、それも若(じやつ)干(かん)含んでいるが、本当の目的は隙(すき)を作るためだ。

			　張り詰めた緊張の糸が一瞬だけ緩む。その瞬間を見逃さない。

			　全(ぜん)身(しん)全(ぜん)霊(れい)最大出力で地面を蹴る。残り30センチのところでユミが身を守るように構えるがもう遅い。

			「うおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ!!」

			　魂の咆(ほう)哮(こう)が闘(とう)技(ぎ)場(じよう)に響き渡る。

			　桃源郷(スカート)の扉(すそ)に手をかけた僕は、迷うことなくそれをめくり上げる。不(ふ)可(か)抗(こう)力(りよく)？　そんなもの、今となってはどうでもいい。

			　赤みを帯びた若く健康的な太もも。個人的にはむちむちとしている方が好みなのだが、あまり脂肪がついてない。しかし滑らかな肌(はだ)触(ざわ)りであることが見て取れる。

			　頬(ほほ)を押し当てて擦りたい衝動に駆られたが、楽しみは終わらない。

			　次に僕は、朝目が覚めてすぐに太陽を見た時と同じような感覚に襲われる。その原因は、ユミの身につけたパンツである。

			　暗(くら)闇(やみ)に栄える白色のパンツは、西神由美という孤(こ)高(こう)の存在を表しているかのように美しく、それでいて力強かった。

			　真ん中には小さなリボンが付いている。あのリボンには、「単なる飾り」や「前後を見分けるため」など色々な説があるが、違う。あれは――最強の武器だ!!

			　リボンがあるのとないのとでは天と地ほど違う。

			　飾り気のないパンツにとって、あのリボンは地味さをすべて払(ふつ)拭(しよく)する最強の武器なのだ。

			　数年ぶりに味わった感覚に心が震える。

			　さあ、次はユミの表情だ。これを見た時……僕は、どうなってしまうのだろう。恐怖と好奇心と、そして何より興奮が入り混じる中、僕はついに視線を上げる。だが、

			「えっ……！」

			　たしかにユミの頬(ほほ)は、秋の紅(こう)葉(よう)を連想させるほど美しく朱(しゆ)色(いろ)に染まっていた。

			　しかし……これは羞(しゆう)恥(ち)心(しん)からくるものではない。

			　なぜユミの口元はほころんでいるのだ。

			　西神由美――僕は、今この瞬間ほど彼女の思考が理解できなかったことはない。

			　数年ぶりのスカートめくりは、長年の僕の悲願は、こうして不(ふ)完(かん)全(ぜん)燃(ねん)焼(しよう)に終わった。
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			第三章　スカートめくりのために

			　

			　最悪だ。最悪以外の何物でもない。

			　結果だけ言おう。僕は運営に注意を受けた。決(けつ)闘(とう)はめでたく僕が勝利するかたちで終了したが、ユミが通報したのだ。

			　不(ふ)可(か)抗(こう)力(りよく)を装っていなかった僕の行為は紛れもない迷(めい)惑(わく)行為である。アカウントが凍(とう)結(けつ)されはしなかったが、これはイエローカードであり二度目はない。

			「ユミ……お前……」

			「これでもうスカートめくりはできませんね。いい気味です」

			　笑っているのか恥ずかしがっているのか分からない表情でそう言ったユミ。これでもうスカートめくりができない？　ふっ、笑わせるなよ。最初に不(ふ)可(か)抗(こう)力(りよく)を提案してきたのは他でもないお前だ。

			　今の速さでは難しいが、このまま敏(びん)捷(しよう)性(せい)を上げ続ければ、いずれは認識する間もなくめくることができるようになるだろう。

			　あっ、でもそれだと表情を楽しむことができないのか……。

			　どうにか不(ふ)可(か)抗(こう)力(りよく)を装いつつ、それでいて表情を楽しむ方法はないものか……。今後の課題だ。とにかく、この程度で僕が諦(あきら)めると思ったら大間違いだ。

			「クククッ、お前は僕を甘く見すぎている。この程度じゃ僕は止まらないからな！」

			「…………」

			　つい数秒前まで余裕たっぷりで僕を見ていたユミが、僕が言った瞬間にピタリと停止してしまった。何を考えているのかさっぱり分からないが、何だか嫌な予感がした。

			「………………………………本当にバカですね」

			　――ユミさんがログアウトしました――

			　もしかして、腹でも痛くなったのか？　仕方のない奴だな。

			　ああそうだ、そろそろ回復ポーションが切れかかってたんだ。それ買ったら僕も寝るかな。

			「ん？」

			「鳥(とり)籠(かご)」のギルドホームから出ると、窓から中を覗(のぞ)き込もうとしている怪しい男がいた。

			　ギルドホームにはいくつか窓があるが、外側からは何も見えないようになっている。だというのに、その男は顔を近づけてじーっと覗き込んでいる。

			　人のことを言えた義理ではないが、素直に気持ち悪い。表示された名前をみるに、マコト君というようだ。君までが名前である。

			　僕の存在には気づいていないようで、マコト君は必死に中を覗き込もうと頑張っていた。

			「え、えっと……」

			「……!!」

			　話しかけた瞬間に逃げた。他人のギルドならばこのまま放置してもよいが、さすがに自分のギルドホームを覗き込まれるのは気持ちが悪い。

			　なので、サクッと捕まえた。僕の敏(びん)捷(しよう)性(せい)をもってすれば造(ぞう)作(さ)もない。

			「は、放せ！　放せよ！」

			「理由を話してくれれば放しますよ。どうして僕たちのギルドをのぞいてたんですか？　外から見ることができないのは知っているでしょう？」

			　するとマコト君は、鬼(き)気(き)迫(せま)る表情で僕を睨(にら)みつける。

			　例のごとく美形のアバターだが、その顔が台無しになるほどの怒りに満ちた表情だ。怖すぎる。

			「お、お前が……」

			「僕が何か？」

			「お前がマリーちゃんに付きまとってるからだ!!」

			「……はい？」

			　マリーちゃん？　マリーちゃんって誰？

			　ユミをどう読んでもマリーにはならないし、ロズだって然りだ。ギルド「鳥(とり)籠(かご)」にマリーちゃんなる人物は存在しない。

			「あの……マリーちゃんって誰ですか？」

			「マリーちゃんはマリーちゃんだ！　いいから放せよ!!」

			　本当はもう少し問い詰めたかったのだが、鬼(き)気(き)迫(せま)る表情につい手を放してしまった。

			　僕に背を向け、力の限り駆けてゆくマコト君。

			　マリーちゃんなる人物についてしばし考えたのだが、やはり答えは出なかった

			　

			◆　◆　◆

			　

			　無人の家。

			　静かすぎて自分の存在すら危うくなる。たまに声を出して自分はここにいるのだと確認し、見慣れた天井を指差しては、自分の家だと確認する作業を一時間置きに繰り返す。

			　僕は、40度近い熱を出して寝込んでいた。昨日、雨に濡れたことが原因だろう。ちくしょう、西神の汗を拭きに行くつもりだったのに何だよ、このザマは。

			　今日は、スカートをめくられた西神が僕と顔を合わせてどんな表情をするのか楽しみだったっていうのに。

			「はぁ……」

			　ダメだ、頭が痛すぎて煩(ぼん)悩(のう)が死にかけている。

			　クソッ、除(じよ)夜(や)の鐘でも傷一つ付かない僕の煩(ぼん)悩(のう)が、まさかこの程度で弱体化するとは！

			「[image: gaiji_a.png]ぁ……」

			　テレビはない。携帯電話も充電切れ。部屋に響くのは時計が刻む針の音のみ。こうしてたまに声を出していないと寂しくてどうにかなってしまいそうだ。

			　死に物狂いで一階へ行き、体温を計りバナナを一口食べてから、風邪薬を飲む。すぐに寝(ね)床(どこ)へもどりたいが、辛すぎてもう一度二階まで行く気力が湧いてこない。両親がいない時にこの熱とは……つくづく運がない。

			　あ、そういえば学校に連絡を入れてなかった。どうしよう、無断欠席は内(ない)申(しん)にひびく。

			「バカは風邪(かぜ)をひかないというのは、どうやら迷(めい)信(しん)だったようですね」

			「ん……？　え!?」

			　突然リビングの扉が開いたかと思えば、当たり前のように西(にし)神(がみ)が入ってきた。

			　僕は幻(げん)覚(かく)でも見ているのだろうか。そういえば、高い熱を出すと幻(げん)覚(かく)や幻(げん)聴(ちよう)を起こすと聞いたことがあるようなないような。

			「ああでも、仮病という線も考えられますね。先輩なら、仮に熱が出ても気づかないでしょうし」

			　やけにリアルな幻(げん)聴(ちよう)だな、西神そのものじゃないか。

			「あの……先輩？　さっきから黙ってますけど大丈夫ですか？」

			　僕の額(ひたい)に西神の手が触れた。プニプニとしていて少し冷たい、いつまでも触っていたくなる手だ。この感触は、どう考えても本物だった。

			「お、お前……本物か!?」

			「何を寝ぼけているんですか先輩。今日、進路に関わる重要なプリントが配られたらしく、それを先輩のクラスメイトの方が家まで届けることになっていたらしいのですが、どういうわけかその人が私にプリントを押し付けましてね。どうやら私と先輩をカップルか何かだと勘(かん)違(ちが)いしているようです」

			「放課後毎日のように話してるもんな……勘(かん)違(ちが)いされてもおかしくないか……。それでわざわざ来てくれたわけだな。家の方向は全然違うってのに、悪かったな……」

			「いえいえ、気にしないでください。しかし驚きました。鏡で自分の顔を見て卒(そつ)倒(とう)したのだと思っていたのですけど、まさかこんな高熱で寝込んでいるとは」

			「お前はこんな状態の人間に対しても攻撃を欠かさないんだな……」

			　しかし、そんな言葉にどこか温かみを感じる。どうしよう、とんでもない性(せい)癖(へき)が目覚めたのかもしれない。

			　西神からプリントを受け取り、まったく頭に入らないが一応目を通していると、一つの疑問がわいてきた。

			「お前、どこから入ってきたんだ？」

			「インターホンは押しましたよ。ですが反応がなかったため、試しにドアノブを回すと開いたのでお邪魔させていただきました」

			　どうやら僕が鍵を掛け忘れていたようだ。そういえば、昨日はスカートめくりで頭がいっぱいで、鍵をかけた覚えがない。危ない危ない……もしも西神の前に誰かが入ってきていたらどうなっていたことか。

			　いや、リビングにいながらインターホンの音に気がつかなかった僕の方がよっぽど危ないか。

			「それじゃあ私は帰りますね。鍵はちゃんとかけないといけませんよ」

			　踵(きびす)を返して帰ろうとする西神。

			　おい煩(ぼん)悩(のう)、これはチャンスだぞ！　起きろ！　風邪といえば汗(あせ)拭(ふ)きだが、お粥(かゆ)ふうふうあーんもあるじゃないか！　西神にそれをさせない手はない！

			「に、西神」

			「何ですか？」

			「今日は親がいなくて、朝からほとんど何も食べてないんだ。だから、僕に何か作ってくれっ」

			　その言葉に隠された煩(ぼん)悩(のう)を読み取ったのか、西神はあからさまに嫌な顔をする。

			　しかし、煩(ぼん)悩(のう)うんぬんの前に食べていないのは事実だ。

			　嫌な顔をしていた西神だが、運良く僕の腹の虫が鳴いたのを聞いて、盛大にため息を吐きながら肩にかけていたバッグを床に置いた。

			「仕方ないですね。少し待っていてください」

			　その言葉に僕はホッと胸を撫(な)で下ろし、ソファーに腰を下ろす。

			　キッチンに着いた西神は、早速冷蔵庫を開けて中身を確認し始めた。

			「お粥(かゆ)でいいですか？」

			「ん？　ああ、頼む」

			　しばらく待っていると、タンタンタンと包丁の音が鳴り始めた。時計が秒針を刻む音と包丁で刻む音、二つの単調な音が静かなリビングにこだまする。

			　まるで校長の話のように淡(たん)々(たん)とした音に、僕のまぶたは徐々に重みを増し始めた。

			「今、どれくらい熱があるんですか？」

			　今にも夢の中へ沈んでしまいそうな僕を、西神が引き上げる。

			「うーん、どうだろう。お前のおかげで色々と熱を出し始めたしなぁ。もちろん性的な意味で」

			「なるほど。切りますか」

			「熱さまシートという選択肢はないのか!?」

			「熱さまシートが可(か)哀(わい)想(そう)ですよ。開発した方々は、そんなことに使うために作ったわけではありません」

			「ごもっともだけど、お前の握ってる包丁もジョニーを切断するために作られたわけじゃないからな！」

			「ご安心を。手(しゆ)刀(とう)を使いますから」

			「いったいどこの週刊誌だよ！」

			　体調が悪いのに大声を出してしまったため、大きくせき込んでしまった。

			　西神は「大丈夫ですか？」と一応は心配しているようだが、その声色に心配の色は見えない。まったく薄(はく)情(じよう)な奴だ。

			「ん？」

			「どうかしましたか」

			「手(しゆ)刀(とう)ってことは、アレを素(す)手(で)で触るってことだよな？」

			　そう指摘すると、西神はかなり動揺したらしくガシャガシャと食器を鳴らした。おいおい、割ると僕が怒られるんだからな。

			「ざ、斬(ざん)撃(げき)を飛ばしますっ」

			「どこの星の戦闘民族だよ」

			　西神から自ら下ネタに走ることもあるが、基本的に生々しい話を得意としていない。おそらく今、顔は見えないが頬(ほほ)を羞(しゆう)恥(ち)に染めていることだろう。

			　徐々に膨らむ興奮に別の場所も膨らませながら、僕は天井に向かって薄らと笑みを浮かべた。

			「なあ西神」

			「何ですか」

			「お前と僕の家って、けっこう離れてるよな。なんでプリントを押し付けられた時に断らなかったんだよ。お前は嫌なら嫌って言える奴だっただろ？」

			「嫌なら嫌と言いますが、嫌でもないのに嫌と言う必要はないじゃないですか」

			「……ん？」

			　予想外の回答に、一瞬理解が追いつかなかった。ようやく回答の意味を飲み込んだ僕の身体は、ぽーっとさらに熱を帯び始める。頬(ほほ)も自然と熱くなり、そして何より下半身が爆発寸前まで全速力で駆け上がった。

			「一応聞いておくけど、それってどういう意味なんだ？」

			　野(や)暮(ぼ)な質問だと知りながら、僕は怠い身体を奮い立たせ、しっかりとした口調で言った。

			　だが西神は答えず、包丁で野菜を刻む音ばかりが聞こえてくる。答える気がないという意思の表れだろうか。僕は小さくため息を吐き、ソファーに横たわってお粥(かゆ)ができるのを待った。

			「先輩、卵を入れてもいいですか？」

			「ああ頼む。僕は卵の入ったお粥が大好きなんだ。あ、ネギはやめてくれよ。特に生のやつは」

			「好き嫌いはいけませんよ。ネギは風邪によく効くのですから」

			「ネギを食べたら死ぬ身体なんだ」

			「なるほど。それでは皮(ひ)膚(ふ)の上からねじ込むとしましょうか」

			「…………ちゃんと火をとおしてくれよ」

			「まったく、手のかかる先輩ですねっ」

			　どこか楽しげに言いながら調理を進める西神。

			　風邪の上にネギがのしかかり、より気分が重くなった。しかしまあ、これも西神の気持ちだと思えば受け取れないこともない。

			「事後報告で悪いのですが、冷凍庫に保存されていたご飯を使いました。一から作ると四十分はかかりますので」

			「そうか……って、もうできたのか？」

			「お粥なんてそう時間はかかりませんし簡単ですよ。これぐらい自分で作れるようになってください。ああでも、先輩に触れられる調理器具が可(か)哀(わい)想(そう)ですね。溶けそうですし」

			「せめて汚れるって言え！」

			「言わなくても分かるでしょう？」

			「僕の有害さは日々進化し続けるのか!?」

			「進化とは恐ろしいものですね」

			　そう言いながら、西神は湯(ゆ)気(げ)の立ち上るお粥をおぼんに載せて運んで来た。良い匂いだ。食べるまでもなく美(お)味(い)しいことが伝わってくる。

			「えっと、これはどこに置きましょうか」

			「今起きるから、そこの机に置いてくれ」

			　とは言ったものの、どうも身体に力が入らず、中々起き上がることができない。

			　両足をソファーから投げ出し、強く息を吐きながら一気に力を込めることで、何とか立ち上がれた。しかし、激しい立ちくらみに襲われまたソファーに突っ伏してしまった。

			「本当に手のかかる先輩ですね」

			　嘆(たん)息(そく)気味に言った西神は、改めてお粥をお盆に載せてソファーの脇に腰を下ろした。

			「寝ながら食べろってか？」

			「行儀が悪いですが、風邪の時くらい仕方ないでしょう。安心してください、食べさせてあげますから」

			　躍り出す下半身。

			　今まさに僕の煩(ぼん)悩(のう)は、大量分(ぶん)泌(ぴつ)するアドレナリンに溺れ狂(きよう)喜(き)乱(らん)舞(ぶ)している。

			「えい」

			「熱っ!!」

			　レンゲにちょこんと盛られたお粥は冷まされることなく僕の口元へ運ばれ、口を開けていないにもかかわらず唇の上に落とされた。

			　ジューッと唇が焼け、そのあまりの熱さに身体が弓なりに大きく跳ねる。

		

	
		
			[image: 119.jpg]
		

	
		
			「何すんだ!?」

			「そのニヤケ面が癪(しやく)に障ったものですから、つい」

			「お前の辞書に病人をいたわるって言葉はないのか！」

			「ありますよ。ですからこうしてお粥を作り食べさせてあげているんじゃないですか。ほら、口を開けてください」

			「……ふぅふぅしてくれよ」

			「その減らず口が治るまでお粥を落とし続けましょうか？」

			　僕の願いは虚しくも散ってしまい、結局差し出されたレンゲに向かって自分で息を吹きかけるはめになってしまった。

			　西神に食べさせてもらっているという事実だけで十二分に興奮できるが、しかしどうも物足りない。こんなはずではなかった。

			「美(お)味(い)しいですか？」

			「今まで食べたお粥の中で一番美(お)味(い)しい」

			「な、何を言っているんですか。大(おお)袈(げ)裟(さ)ですよっ」

			「熱っ!!」

			　照れ隠しで僕の唇を攻撃するのは止めて欲しい。この調子では、いつかタラコ唇になってしまいそうだ。

			「そういえば、どうして部屋で寝ていなかったんですか」

			「いや、さっきまで部屋にいたんだけど、ちょっと一階に降りてきたら辛くて戻れなくなったんだ」

			「根性なしの上に計画なしですか」

			「うるさいな。でも、もう二階へ上がれそうだ」

			「どうしてですか？」

			「お前のおかげだよ」

			　また照れ隠しのためにお粥が落とされるのではないかと身構えたが、どうやら杞(き)憂(ゆう)に終わったようだ。

			　西神は突然僕と目を合わせようとしなくなり、何か話題を振るわけでもなく淡(たん)々(たん)とお粥を差し出していた。こちらから話題を振るべきかどうか悩んだが、いかんせん頭が重く上手く回らないため、大人しくレンゲに息を吹きかける。

			　お粥を食べ終えた僕は、西神が片付けをしている間にもう一度体温を計った。西神のおかげで身体が軽くなった気がしたが、当然熱は下がっていなかった。

			「西神、眠たくなる前に汗を拭いてくれないか」

			「私に錆(さ)びろと？」

			「逆に聞くぞ。お前はいつから金属になった」

			「錵神というのが私の本名ですから」

			「金へんが入ってるだけかよ。てか、お前は〝錵〟を〝にし〟と読みたいのだろうけど、残念ながらそれは〝にえ〟だからな」

			「花が付いているので私によく似合っていますよね」

			「トリカブトの花のことか？」

			　射殺すように睨(にら)まれたが、ようやく目を合わせてくれたことが嬉しく悪い気はしなかった。

			「それで話は戻るんだけど、汗を拭いてくれないか」

			「……まあここまで来たらそれくらいやってあげますよ。それで、どこに拭くものがあるのですか？」

			「胸に二つ付いてるだろ？」

			「そんなにも八つ裂きにされたいなら、早く言ってくださいよ」

			「お前は自分の胸の小ささを気にしてるみたいだけど、それはそれで需要があるんだぞ？　僕は大きい方が好きだけどな」

			「ぶっ殺しますよ」

			　ドストレートな殺意を向けられ、自然と背筋が立った。僕はコホンと咳(せき)払(ばら)いし、真(ま)面(じ)目(め)な顔でタオルのある場所を伝える。

			　洗面所からタオルを持って来た西神は、それを濡らし適当な大きさまで折って僕の後ろに回る。

			「前は自分で拭けますよね」

			「おいおい、こういうのは前を拭いてくれなきゃ意味がないだろ」

			「西神殺法が火を噴(ふ)きます」

			「…………とりあえず、二階の僕の部屋へ行かないか？　着替えはそこにあるんだ。拭いてすぐに新しいものに着替えたいし」

			「変なことしないでくださいね」

			「こんな体調でそんなことできるかよ。だいたい、そんな元気があったら普通に学校に行って今頃お前と雑談してるさ」

			　西神からの疑惑の目を無視し、僕は先頭を切って二階へ向かう。

			　階段に差しかかったあたりで西神が追いかけてきたため、僕は安心して階段を上がり自室へ向かう。

			　漫画や小説はある程度読むが、それ以外にたいした趣味は持ち合わせていないため、僕の部屋はわりと片付いている。まあ、棚の裏やベッドの下などいたるところにエロ本が隠されているのだが、今それはいいだろう。

			　言うまでもないが、スカートめくりは趣味に分類されない。あれは僕という人間を構成する概(がい)念(ねん)の一つなのだ。

			「イカ臭いことを覚悟していましたが、先輩の匂いしかしませんね。少し意外です」

			「こっちは心外だよ」

			　僕はベッドの上に腰を下ろし、上着を脱いで西神に背を向けた。突然脱いだことに西神はうろたえタオルを落としてしまったが、すぐに気を取り直してタオルを拾い、そっと僕の後ろへ歩み寄る。

			　なぜだろう、すごく興奮してきた。背筋にとどまらず色々と立ってしまっている。

			「な、何だか、ガッチリとしてますね」

			「そうか？　まあ元々運動部だし、今もたまに筋トレとかしてるしな」

			「なるほど……」

			　決して鍛えようと思ってやっているわけではないので、運動部の連中からは鼻で笑われるかもしれないが、そういった連中と縁のない西神には物珍しいようだ。背中に刺さる強い視線は身体を貫(かん)通(つう)して下半身に届き、より熱を上げて天井に轟(とどろ)く。

			「……っ！」

			　ついにタオルが背中に触れようとした時、僕は固く両目を閉じた。冷たいだろうと覚悟していたからだ。だが、西神はちゃんと温水で濡らしてくれていたようで、心地の良い温かさがじんわりと背中に広がった。

			　誰かに身体を拭いてもらうという行為は思いのほか気持ちよく、思わず深いため息が漏れる。

			「金たわしがあれば良かったんですけどね。それと漂(ひよう)白(はく)剤(ざい)も」

			「お前は僕の背中を何だと思っているんだ！」

			「お風呂のしつこいカビです」

			　何となく的を射ているようで反応に困った。

			「しかし広い背中ですね。まったく、普段は小さい人間のくせに身体ばかり大きくなって……」

			「小さい人間は余(よ)計(けい)だ。だいたい、僕の身体はそう大きいわけでもないぞ。お前が小さいだけなんだよ」

			「どうせ胸がとか言うんでしょう？　ちょっとヤスリを持ってきますね」

			「僕は何も言ってないからな!?」

			　ついに自(じ)暴(ぼう)自(じ)棄(き)に走ってしまった西神。僕は思わず振り向いてしまったが、そこにはセリフとは裏(うら)腹(はら)に明るさの目立つ表情をした西神がいたため、大人しく前に向き直った。

			「拭き終わったのですが、次は前を拭けばいいのでしょうか」

			「ヤスリで、か？」

			「はい」

			　だいたいこいつの考えていることが読めてきた。当然だが、僕はそれを拒否して西神からタオルを受け取る。

			　身体を拭いていると、西神は洗い物があるからと部屋を出て行ってしまった。

			　使い終わったタオルを椅子(いす)の背もたれにかけて一息吐いていると、水を出している音だけでなく掃除機の音まで聞こえてきた。どうやら掃除までしてくれているようだ。

			　しばらく掃除機の音を聞いていると、急激に眠気が襲ってきた。西神がいるので下手に眠るのは悪いと頭では分かっているのだが、欲望に忠実な僕が睡(すい)眠(みん)欲(よく)に逆らえるはずもなく、気がつけばベッドに仰(あお)向(む)けになっていた。

			　それでも必死に目を開けていたが、一度瞬きをするとそれっきり開いてくれなかった。

			　寝ているけど起きているという中間の状態は何とも言えないほど心地よく、僕は全身の力を抜いてベッドに身体を預ける。そこにいる僕にはもう、起きていようなんて意志は残されていない。

			「…………」

			　掃除機の音が消えてることに気がつき、僕の意識は一瞬だけ息を吹き返した。

			　しかしそれもつかの間。すぐに睡(すい)魔(ま)が襲ってきて、文字どおり瞬く間に組み伏せられる。

			　身体の半分以上が夢の世界に入った状態で、僕は部屋の扉が開かれる音を確認した。

			「あれ、寝てしまったのですか？」

			　西神の声が聞こえる。だが、睡(すい)魔(ま)の力の方が圧倒的に強く、声を発することも起き上がることもできない。

			「寝ています……よね？」

			　何の確認かは知らないが、もう一度僕に呼びかける。もちろん答えることはできない。

			　それに安心したのか、西神はホッと大きく息を吐く。行動の意図が読めず戸(と)惑(まど)いながらも、僕は睡(すい)魔(ま)の猛(もう)攻(こう)に抵抗せず流れに身を任せる。

			「…………っ」

			　息を飲むような音とともに、僕のベッドがわずかにきしんだ。どうやら西神が腰を下ろしたらしい。

			　寝首をかかれるのかと不安に駆られながらも、どうすることもできない僕。

			「……んっ」

			　しかしその不安は、僕の頬(ほほ)に柔らかくて温かいものが優しく触れたことにより、良い意味で裏切られた。

			「そそそ、それじゃあ、今日は帰りますねっ」

			　早口で言うやいなや、逃げるように部屋を出た西神。

			　僕は今ので覚(かく)醒(せい)してしまった意識と身体で頬を触れ、下半身に血が集まるのを感じる。

			　西神の行為の意図について考えてみたが、一向に答えが出ることはない。次に会った時、いったい僕はどんな顔をすればいいのだろう。いや、そんなことを考えるよりも、今はやらなくちゃいけないことがある。

			「鍵閉めてなかった……」

			　結局僕は、またしても一階へ降りるのだった。

			　ただし今回は、西神のおかげで難なく二階へ戻ることができた。

			　

			　西神からのサプライズを受け、目を覚ましてしまったわけだが、やはり身体は重く数十分後にはベッドに突っ伏す僕の姿がそこにはあった。

			　先ほどまでのことがすべて夢なのではないかと疑うほど、深く眠りにつく僕。次に目を覚ましたのは、外の世界がひどく静かになった頃である。

			「まだこんな時間か……」

			　置き時計に目を向けると、長針と短針がちょうど12をさしていた。いつの間にか日付が変わっていたようだ。

			　身体もだいぶマシになったし、麦茶でも飲もうかな。

			　

			「ふぅ……」

			　冷たい麦茶が身体を駆け巡る。爽(そう)快(かい)な気分だ。

			　さっきまで焼けるように熱かった額(ひたい)の熱もだいぶ治まり、今測ると３７・５度だった。今日は無理かもしれないけれど、この調子なら明日には学校へ行けそうだ。

			　当初は麦茶だけの予定だったが、動いているうちに目が冴(さ)えてきた。半日以上寝ていたのもあるだろう。

			　静けさばかりが漂うリビングでテレビの電源を付けると、興味深い深夜番組がやっていた。

			『表紙を飾るのは誰だ!?　崖っぷちアイドル水泳レーーース!!』

			　とまあ、何とも深夜らしい番組である。

			　内容は単純明快。何とかという雑誌の表紙を水泳のレースで一着になったアイドルが飾るというもの。五人のアイドルの目は本気でギラついており、やらせではないことが目に見えて分かった。

			　これだけなら単に水着姿を堪能するだけで終わるのだが、そうはいかなかった。

			　一人のアイドルが、僕の目を強烈に引き寄せる。そこには、「マリー」と書かれたプレートを首から下げた、茶髪ロングの巨乳アイドルが愛らしい笑顔を振りまいていた。

			「マリー……ちゃん？」

			　ギルド「鳥(とり)籠(かご)」の窓をのぞき込んでいたマコト君が、とり憑(つ)かれたように口にしていた誰かの名前だ。

			　ぞわぞわとした何かが、僕の背筋を這(は)う。気づいた時には、真っ暗なテレビの画面は僕の姿を映していた。

			　

			　新しい朝は頭痛とともに始まる。

			　どうして身体が弱っている時に日光を浴びると頭が痛くなるのだろうか、なんてことを考えながら登校していく学生たちを窓から見送った。

			「腹減った……」

			　食欲が湧いてきたのはいい傾向だ。たくさん食べて薬を飲んで寝よう。しかし何を食べようか。レトルトの類は災害時に備えている物以外はないし、即(そく)席(せき)麺(めん)もない。うちは冷凍食品をほとんど使わないため、冷凍庫の中身もスカスカである。

			「何かないかなぁ」

			　嘆(たん)息(そく)気味に言いつつ、冷蔵庫を開ける。

			　昨晩は麦茶を取っただけなので気づかなかったが、今見ると中の配置が微(び)妙(みよう)に変わっていた。

			　冷蔵庫の奥、そこには見覚えのない半透明のプラスチック容器が鎮(ちん)座(ざ)していた。手に取り確認してみると、ふたに小さな紙が貼られている。どれどれ……、

			『お腹が減ったら食べてください。安心してください、ちゃんと毒を入れてありますから』

			　こんなことを書く奴は一人しかいない、西神だ。

			　開けると、そこにはお粥が入っていた。どうやら作っておいてくれていたようだ。なんて優しい奴なんだ……今度、胸が大きく見える質の良いパッドを買ってやろう。

			　しかし、作っておいてくれたならそう言ってくれれば良かったのに。分からない奴だな、西神は。

			　今気がついたが、僕が溜めていた食器まで洗ってくれていた。洗(せん)濯(たく)機(き)も回してくれたようだ。人の家でよくもそこまでできるなと良い意味で驚きつつ、本気で嫁に欲しくなったのは言うまでもない。

			　お粥は昨日同様に大変美(お)味(い)しく、僕は満たされた気分でベッドに横になった。

			　

			　夜までぐっすりと快眠した僕は、夕飯は何を食べようかと一階までおりた。その時に熱を測ったのだが、すでに平熱だった。どうりで身体が軽いわけだ。

			　時計は短針が９に差しかかっている。微(び)妙(みよう)な時間だな……今から寝てもどうせ夜中に起きるだろうし……。

			「よしっ」

			　身体が軽くなると、やたら元気が湧いてくる。

			　僕はジャージの上から薄手のパーカーをはおり、コンビニに弁当でも買いに行こうかと玄関のドアを開けた。最(も)寄(よ)りのコンビニまで徒歩で一〇分。遠くもなく、近くもない距離だ。

			「あっ！　香(か)菜(な)、あれ篠(しの)山(やま)先輩じゃない!?」

			　コンビニに入ろうとしたところで、駐車場に座り込んでいた数人の女子高生の一人に言われ、僕はそちらに目をやった。

			　僕の高校の制服じゃないか。制服の新しさから察するに、一年生だろうな。

			　同級生や上級生ならともかく、下級生というのはやたら上級生に突っかかってくる。特に有名でも何でもない僕の名前を知っているなんて、物好きな下級生もいたものだ。

			「ホントだ！　あっ、ちょっと待ってくださいよ先輩！」

			　やたら声がデカい香菜という少女。化粧が濃く、髪の毛はうす茶色だ。香菜の友達と思われる他の少女たちも似たり寄ったりな格好だが、これはそういう規格の下に個性を殺しているのだろうか。いや、きっとこれが可愛(かわい)いと思っているのだろう。

			「な、なに？」

			「篠山先輩は西神さんと付き合ってるんですか!?」

			「え？」

			　わざわざ僕を呼び止めたのは、そんなことを聞くためだったのか。まったく、こっちはまだ本調子じゃないっていうのに。

			「いや、違うよ。別に付き合ってなんかないから」

			「えーっ！　でもでも！　いっつも二人で話してますよね!?」

			「西神とは趣味が合うから、それで話してるだけだよ」

			　当たり障りのない嘘で誤(ご)魔(ま)化(か)すと、少女たちの口からため息がもれる。しかし、本気で落(らく)胆(たん)しているようには見えない。

			「知ってますか？　篠山先輩を嫌ってる男子って、けっこういるんですよ！」

			「えっ、そうなんだ。それは知らなかったな」

			　と言いつつ、実は知っていたりする。西神に惚(ほ)れている奴らから見れば、僕は敵でしかないからだ。

			「うちのクラスの男子なんて、いっつも西神さんばっかり見てるんですよ!!」

			「聞いてくださいよ篠山先輩。香菜ったら、彼氏を西神さんに取られて嫉(しつ)妬(と)してるんですよ？」

			「ちょっと美(み)佳(か)!!　別に嫉(しつ)妬(と)なんてしてないんだからね!!」

			　香菜の彼氏には興味はないが、取られたというのは語(ご)弊(へい)があるだろう。西神はそういうことをするような人間ではない。おそらく、自分が振られた理由を西神に押し付けているだけだ。

			「それにしても篠山先輩は凄いですよね。西神さんと一緒にいられるなんて」

			「ホントホント！　西神さんって近寄りがたいっていうか何ていうか……あれよね」

			「そうそう！　いるだけで空気がピリピリするって感じ？　喋(しやべ)ったかと思えば人をバカにするし、ウザいのよ」

			　出る出る、西神への悪口の大安売りである。

			　少女たちは口々に西神をバカにし、人目をはばからず大笑いする。

			　本当はこういうことは思っちゃいけないのだけれど、僕は西神に対して自(じ)業(ごう)自(じ)得(とく)だと思った。あの口の悪さなのだから嫌われて当然だ。どうして僕があいつを嫌いにならないのか不思議なくらいである。

			　僕が何度注意しても直さないし、むしろ酷くなっているかもしれない。

			　だけど……、あいつが悪口を言う時は、必ずその人に向けて言う。そして、誰にも同意を求めない。

			　こんな陰口をたたくような真(ま)似(ね)は絶対にしない。だからこそ僕は、あいつに好感を持っているのかもしれない。決して卑(ひ)怯(きよう)な真(ま)似(ね)をしない、その堂々とした姿に。

			　パァンッ！

			　僕は、全(ぜん)身(しん)全(ぜん)霊(れい)の力を持って両手を叩いた。夜の街に凄まじい音が響き渡る。

			　ここまで鳴ると思わなかったが、むしろ好都合である。驚いた少女たちが黙ったのだから。

			「ごめん。耳元に蚊がいた気がしたんだけど、殺せなかったみたいだ」

			　僕は踵(きびす)を返し、帰(き)路(ろ)に就く。

			　弁当を買うために外へ出たことを思い出したのは、もう家が見えた頃だった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　僕の完全回復から三日後。

			　ついに、待ちに待った『ＦＷＯ』の大型アップデートが実(じつ)施(し)された。半日かけて行われたアップデートの内容は、以下のとおりだった。

			　・ＰＫシステム廃止

			　・突然変異発生時のセーブ廃止

			　・突然変異個体出現確率アップ

			　・新モンスター、ダンジョンを追加

			　・新武器、防具、スキルを追加

			　・その他、細かい不具合の修正

			　

			　西神の言ったとおりＰＫが廃止されたわけだが、はたして「仭(じん)月(げつ)」はどうなるのだろうか。

			　しかし、それはいったん置いておこう。今回のアップデート終了と同時に、イベントの開催が決定した。前々から西神が言っていたギルド対抗戦である。

			　開催は二週間後。

			　参加ギルドは事前に申し込みをし、その際にギルドの中から五名を選出する。選出されたプレイヤーが、ギルドの代表として戦うのだ。

			　一応僕たち「鳥(とり)籠(かご)」も参加する予定なのだけれど、そもそも人数が足りていない。一応僕も呼びかけはしたのだが、男ばかり集まってきて萎(な)えた。性転換してから出直せってんだ。

			　そのため勧(かん)誘(ゆう)は一度諦(あきら)め、今はとあるものの回収に向かっていた。それは、《暗殺者の古着》と呼ばれる《暗殺者のおさがり》と同シリーズの防具だ。

			　今の防具では、さすがにギルド対抗戦は厳しいだろう。

			　速さこそあるが、ある程度耐えられる防御力がないとかすっただけで死んでしまう。

			　それに、この速さをボスモンスター相手に試してみたい気持ちもある。ちょうど速すぎて微(び)調(ちよう)整(せい)が効かなかったところだし、練習がてらやってみて損はないだろう。

			「それでユミ、そのボスモンスターはどこのダンジョンにいるんだ？」

			　僕は、ギルドホームのソファーに腰掛けるユミに聞く。

			　しばらく見ないうちにユミの装備は変わっており、《白蝶の装束》という巫(み)女(こ)服になっていた。長く白い袖(そで)は蝶の羽のように美しく、ユミの白いパンツのようでやたらと僕の目をひいた。

			　めくりたい……非常にめくりたい……!!　だけど、今は我慢だ。なんてったって、僕には次がないのだから。

			「南の夕(ゆう)闇(やみ)の森というダンジョンにいるボスです。その造形の気持ち悪さから、ほとんどの人が避けているとか」

			「そんなに気持ち悪いボスなのか？」

			「ええ。どれくらい気持ち悪いのか知りたいのなら、ちょうどそこに鏡があるので見てきたらどうですか？」

			「やめてくれ……。最近、本気で僕が気持ち悪い顔してるんじゃないかと心配になってんだよ……」

			　それほど酷い顔をしていないと自負するが、所(しよ)詮(せん)それは自己評価だ。他人からどう思われているか何て分からない。

			　西神が僕の顔のことを言い始めてから、鏡を見る回数が極端に増えた。何度も何度も確かめ、どこか変な所がないか探す毎日だ。

			　しかし、僕も言われっぱなしではない。人間は日々進化することにより、数え切れない生物が住む地球の食(しよく)物(もつ)連(れん)鎖(さ)の頂点に立っているのだから。

			　西神との出会いから早二ヶ月。僕は、ついに西神の弱点を発見した。

			「話題は変わるんだけどさ、ユミ、お前の作ったお粥は本当に美(お)味(い)しいよな。もしかして他の料理もできるのか？　食べてみたいな～、ユミの作った料理。今度作ってくれよ、お前の料理は美(お)味(い)しいんだ」

			　今の顔を鏡で見た時、僕は必ず吐き気をもよおすだろう。それほどまでに甘ったるい作り笑顔である。

			　しかし、ユミの目には僕の顔など映っていない。視線を伏せ、口元を固く結び、顔を赤らめている。

			　ユミの弱点――それは、容(よう)姿(し)以外を褒(ほ)めることだ。

			　生まれ持った容(よう)姿(し)に振り回され続けたユミからすれば、「可愛(かわい)い」や「綺(き)麗(れい)」なんて言葉は褒(ほ)め言葉になっていない。むしろ、そういう概(がい)念(ねん)に縛られ苦しんでいるのではないかと僕は推(すい)測(そく)したのだ。

			　そこで僕は、「僕が褒められて嬉しい所」について考えた。

			　生まれつきこれといった才能も容(よう)姿(し)も持たない僕からすれば、努力の末に手に入れたものを褒められることが一番嬉しい。そう、例えばそれは、僕の唯(ゆい)一(いつ)の自慢である中学時代の部活の成績のように。

			　さすがのユミでも、生まれつき家庭的なスキルを身につけていたわけではないだろう。

			　つまり、努力して身につけたということだ。

			　どんな褒め言葉も通じないと思われたユミだったが、結局のところ内面的な部分を見て欲しかっただけなのだろう。まったく、本当に贅(ぜい)沢(たく)な奴だ。

			　神に二物も三物も与えられているんだから我慢しろよと思うのだが、そこはあえて言わない。というか、与えられていない僕が与えられている者の心情に口出しするのは少し違うだろう。

			　そのことを理解した僕は、ようやくユミの弱点にたどり着いた。クククッ、本当に可愛(かわい)い顔で恥ずかしがってやがるぜ。

			「掃除も上手だよな。隅(すみ)々(ずみ)まで手が行き届いていて、まるで掃除したユミの人間性が表れているようだった。僕は素直に嫁に欲しいと思ったよ。最高だ」

			「わ、分かりました。分かりましたから……も、もう許してくださいっ！」

			「許す？　僕はただ、お前に感謝してるだけだぞ？　本当にたいした奴だよ。そこまで努力できるなんて尊敬するなぁ」

			「ななな、何が目的なんですか！　うるさいです！　耳たぶから腐(ふ)敗(はい)しそうです！」

			「何が目的？　おいおい、僕は褒めているだけだぞ。毎日毎日勉強し、さらに家庭的なスキルまで身についているお前は、本当にすごい奴だよ」

			「うぅ……うううぅ……」

			　その後僕は、三十分ほどユミを褒め続けた。

			　結局、ユミは完(かん)熟(じゆく)した果実のように顔を真っ赤にさせ、机に突っ伏したまま動かなくなった。

			　よし、やることはやったし、夕(ゆう)闇(やみ)の森へ行くとしよう。

			　

			　夕(ゆう)闇(やみ)の森はその名のとおり夕(ゆう)闇(やみ)の中にあり、淡い光が森を支配していた。

			　非常に視界が悪い。それにさっきから妙な気配もするので、下手に動くのは命取りだろう。

			「……来ないな」

			　変だな、モンスターが一匹も襲ってこない。

			　僕は細心の注意を払いながら、足元に表示された矢印の方向へ歩みを進めた。この矢印の方向にボスモンスターがいるのだ。

			「ッ!?」

			　今、確かに背後を何かが通った。

			　ユミを連れてきていないため、背後を任せられる奴がいない。少し心細いが、これもスカートめくりのためである。

			　速いだけじゃダメなんだ。行動を読み、視線を読み、必要とあれば唇を読まなくてはいけない。

			「クソッ、どこ行った……！」

			　とはいえ、気配から完(かん)璧(ぺき)に位置を把(は)握(あく)するなんて僕にはできない。

			　いくら見回してもモンスターの姿は見えず、諦めてボスモンスターへ急ごうとした瞬間、

			「ひっ……」

			　僕の顔めがけ、アレが飛んできた。

			　長い触角。半透明の羽。そして――黒光りする身体。

			　それは、スイカほどの大きさのゴキブリだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ゴキブリにしか見えないそれは、ブラックルビーというれっきとしたモンスターだった。

			　顔面めがけ迫ってくるブラックルビー。

			　僕は《暗殺者のおさがり》を素早く構え、間(かん)髪(ぱつ)入れず切り裂いた。

			　ＨＰは低いようだが、今まで相手にしたモンスターの中では最速であった。僕くらいの攻撃速度がなければ、攻撃を当てるのはかなり難しいだろう。バランスとしては悪くない。だが、

			「[image: gaiji_a.png]っ」

			　気づかない方が幸せだった。

			　ひしめき合う木々の間から、大量のブラックルビーが顔を出す。完全に囲まれた。

			　囲まれること自体は何ら問題ではない。問題なのは僕の精神の方だ。大量の、それも巨大なゴキブリに囲まれたこの状況は、僕の冷静さを損なわすには十分だった。

			「く、来るな！　来るんじゃねえ!!」

			　気持ちが悪すぎて寒気がする。

			　範囲攻撃を使えば一撃なのかもしれないけれど、あいにく僕は敏(びん)捷(しよう)性(せい)しか上げていない。

			　僕は攻撃をいったん諦め、全力で跳(ちよう)躍(やく)した。木を大きく飛び越え、枝の上に避難する。

			「ユミを連れてくればよかったな……」

			　あいつなら無表情でブラックルビーを叩き潰しそうだ。仮にビビって僕を頼ってきたとしても、それならそれで僕のモチベーションが上がる。腰でも抜かそうものなら、介(かい)抱(ほう)に乗じて色々触れるし。

			「ふぅ……」

			　大きく深呼吸をして冷静さを取り戻す。大量のブラックルビーが僕めがけ羽を羽ばたかせている。僕が攻撃を受けるのは時間の問題だろう。

			　だが、問題ない。

			「よしっ」

			　枝から身を落とし、重力に任せブラックルビーへ突っ込んだ。

			　地に足を着くまでにどれくらい切り裂いただろうか。数えていないけれど、一〇は超えていたと思う。

			　こうして枝から降りたのは、戦うためではなく逃げるためだ。跳んで逃げるのもいいが、地面に足を着いて走った方が確実である。

			　僕に追いつくことができるようなモンスターには、今まで遭(あ)ったことがない。

			　ブラックルビーの隣を通ったところで、その反応速度よりも僕の方が速いためノーダメージでボスまで到達することができた。

			　そして僕は、そのボスの姿に息を飲む。

			「……っ」

			　漆(しつ)黒(こく)のドレスを身にまとい、美しい舞を舞う女性がいた。

			　褐(かつ)色(しよく)の肌にそのドレスはよく似合っており、膝(ひざ)ほどまでのスカートから覗く生足は扇(せん)情(じよう)的(てき)だ。

			　そして、もっとも注目すべきは背中に生えた半透明の羽である。その羽を僕に見せつけるように数回はためかせ、そして、突然飛び立った。無論、僕めがけて。

			　彼女こそがこのダンジョンのボス、ブラッククイーンである。

			　先ほどまでの気持ちの悪いブラックルビーがウソのように美しいその姿に、僕は思わず息を飲んだ。

			「クククッ……」

			　ＮＰＣには興奮しない。どれほどブラッククイーンが良い肢(し)体(たい)をしていようと、これは不変のものだ。

			　しかし、ブラッククイーンの敏(びん)捷(しよう)性(せい)がブラックルビーの２倍近くある以上、これをスカートめくりの練習に使わない手はないじゃないか。

			「やるか」

			　最初から最速で奴にセクハラしてやろう。

			「まずは」

			　胸だな。うん、胸しかない。あんなにデカいんだから、あれはプレイヤーへのサービスだろう。

			　ブラッククイーンの速さを風だと比(ひ)喩(ゆ)するなら、僕は音だ。風速と音速では話にならない。奴の背後を取るなんて造(ぞう)作(さ)もない。

			　ギュッ!?

			　僕がブラッククイーンの胸をわし掴(づか)みすると、奴は奇妙な声を上げてひるんだ。どうやら、今のが攻撃だと判定されたらしい。

			　それにしてもいい感触をしてるな。ユミでは、いや、この場合西神の胸では絶対に味わえない感触だろう。

			　だが、多少なりともない乳の感触に興味があるのは事実だ。今度頼んでみよう、もしかするかもしれない。

			「次は」

			　尻にいくか太ももにいくか悩んだが、尻にいく。

			　クククッ、こっちもいい感触してやがるぜ。毎回攻撃判定が出て奇妙な声を出されるのが鬱(うつ)陶(とう)しいけれど、それを差し引いても最高なのは変わりない。

			　しかし、表情に変化がないのは面白くないな。

			　驚くほど美形だが、この顔が恥(ち)辱(じよく)に染められた時どうなるのだろうか。見てみたい、どうにかできないものか。

			「ん？」

			　触りに触りまくってブラッククイーンのＨＰが半分を切った時、突然クイーンが苦しみ始めた。

			　背中の羽が高速で動き始め、空中で静止する。そしていきなり顔の皮(ひ)膚(ふ)が、剥(は)がれ始めた。

			　それだけではない。腕が、足が、皮(ひ)膚(ふ)という皮(ひ)膚(ふ)が剥がれ始め、最後には背中から何かが飛び出した。

			　そこから出てきたのは、超巨大なゴキブリだった。

			「へ、変身するとか聞いてないぞ！」

			　いや、この際それはどうでもいい。僕が怒りに震えているのは、そんな事に対してじゃない。

			　僕はまだ、スカートをめくっていなかった。最後のお楽しみとして取っておいたのに。

			「クソッ……」

			　おぞましさの塊(かたまり)のようなブラッククイーンにそう吐き捨て、僕は《暗殺者のおさがり》を構えた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「あれ、殺虫剤の製薬会社から逃げてきたんですか？」

			「僕は実験用の虫じゃねえよ！」

			　翌日の放課後。今日も今日とて二年生の教室に顔を出した西神は、僕を見るなり罵(ば)倒(とう)を始めた。

			「それにしても先輩、今日は一段と格好いいですね」

			「なんだお前、いきなり褒めやが――」

			「昆虫の専門家が見たら惚れ惚れしそうな造形をしています」

			「だから虫じゃねえよ！」

			　上げて落とすとはまさにこのことか。いや、上げられてすらいないか……。

			　昨日の褒め殺しをいまだに根に持っているのだろう、西神の表情はどこか硬い。それなら僕に構わずさっさと帰ればいいのに。

			「そういえば昨日、夕(ゆう)闇(やみ)の森に行ってましたけど、どうなったんですか？」

			「どうもこうもねえよ。美女は変身するし、スカートはめくれないし、変身したらやたら速いし……。まあ、《暗殺者の古着》がドロップしたからいいけどさ」

			「その後はどうしてたんですか？」

			「しばらく夕(ゆう)闇(やみ)の森で速さを慣らしてた。お前こそ何してたんだ？」

			「ボイスチャットでロズさんとお話ししていました。ゲームの中にいても、外の人とコミュニケーションを取れるのは便利ですね」

			「僕が知らないうちに二人の仲が……」

			　別に嫉(しつ)妬(と)をしているわけではないが、僕だけのけものにされているようでいい気分はしない。しかしまあ、二人の仲が一線を超えてくれるならそれもそれでありだ。

			「それであの……先輩に相談というか何というか……」

			「相談？　お前が僕にか？」

			「私がというわけではないのですけど……。実はロズさん、『ＦＷＯ』を辞(や)めようかと考えているようです」

			「……急だな。どうしたんだよ」

			「ストーカーがいるとか……。元々現実の方でも付きまとわれていて、それがゲームの中まで追いかけて来たらしくてですね、このままじゃ何が起こるか分からないからと」

			　ストーカー……か。確(かく)証(しよう)はないが、一人の人物が頭に浮かんだ。

			「鳥(とり)籠(かご)」の窓を覗(のぞ)き込み、僕に向け激(げつ)昂(こう)した彼――。

			「……マコト君」

			「え？」

			「確(かく)証(しよう)はないけど、そのストーカーってマコト君ってプレイヤーじゃないかな」

			「マコト君、ですか……」

			「それより変だよな。普通プレイヤーから本人を特定なんてできないはずなのに。まあ、ロズが個人情報を晒(さら)してたなら話は別だろうけど、そんなバカなことをするとは考えにくいし……」

			　僕が言うと、西神は難しい顔をして腕を組んだ。考える姿も絵になるな。

			　湧き上がる煩(ぼん)悩(のう)をいったん脇に置き、僕もそれらしい顔をする。

			「ＶＲ系のゲームは意識を電子世界にフルダイブさせるその危険性ゆえに、日本最(さい)高(こう)峰(ほう)の防衛ソフトウェアを用いているそうです。それは個人情報の管理に関しても同じで、まず個人でハッキングして盗み出すのは難しいでしょう」

			「それなら、やっぱりロズが自分で何か個人情報を？」

			「それも考えられますが、可能性としては低いでしょう。実は――」

			　西神が発したその言葉は、あまりにも信じがたいものだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　横(よこ)寺(でら)誠(まこと)。

			　米国の超名門工科大学でＶＲについて学び、卒業後は引く手数多(あまた)だったにもかかわらず帰国し子供の頃によく遊んでいたゲーム会社に就職した変わり者だそうだ。

			　叔父関連で内部情報をいくらか知っている西神は、その男がストーカーの正体ではないかと言ってきた。正直言って、さすがにないと思った。

			「話が飛びすぎだろ。確かに名前は一緒だけど、それだけでその人がストーカーって……」

			「ええ、確かに無茶苦茶ですよね。ですが先輩、その人が『ＦＷＯ』の基礎を組んだんですよ？」

			「基礎を組んだからって、簡単に崩せるものなのか？　それにＶＲゲームの開発には遅くて五年、早くても三年はかかるって聞いたことがあるぞ。三年も前からストーカーしてたら、普通に考えて警察が動くだろ。まあ、ロズが警察に相談してないなら話は別だろうけど」

			「当初はストーカー目的ではなかったとしたら……それならどうでしょう？」

			　西神の顔が真剣すぎてやけに空気が重い。

			　ここで小粋なギャグの一つでも言えればよかったのだが、残念ながら僕にそんなセンスはなかった。というか、空気的に無理だった。

			「そうですね。例えば暴力団のような反社会勢力と繋がっていて、開発段階から個人情報を抜き取ることが目的だったとか」

			「ドラマの見すぎだ。そんなのありえない」

			「私が先輩みたいな異(い)形(ぎよう)の化け物とお話ししているんですから、あながちあるかもしれませんよ」

			「僕は人間だ！　……それはいいとして、そんなドラマみたいなこと普通に考えてないだろ。だいたい、そんなすごい人がストーカーになんてなるのか？」

			　そう言うと、西神は僕の顔をじっと見つめてきた。吸い込まれそうなほどに美しい黒い瞳、思わず釘づけになる。

			「すごい人が全員聖(せい)人(じん)君(くん)子(し)なわけがないでしょう？　すごいとか素晴らしいとか、そういう型に当てはめられ飽きている人というのは、少なからず存在すると思いますよ。それじゃあまるで、自分の価値がすごいのたった三文字のようですからね。横寺誠という人は、きっとロズさんにそんな価値を打ち砕くような言葉をかけられたのでしょう」

			　僕は、西神の言葉がよく理解できなかった。

			　だけど、どこか寂しげな顔でうつむく西神にひどく興奮したのは確かだ。どんな顔をしていても可愛(かわい)いが、こんな顔は初めて見たかもしれない。

			「じゃあ西神、お前は可愛(かわい)いって言われるのが嫌なのか？」

			「嫌というか何というか……まあ、いい気分はしませんね」

			「ったく、贅(ぜい)沢(たく)な奴だな。そのうち刺されるぞ」

			「目の前に盾がいるので大丈夫です」

			「僕がか!?」

			　死んでは元も子もないので、もしもそうなったら西神を背負って逃げるとしよう。うん、それがいい。それにしても、僕がいなかったらどうするつもりなのだろうか。まあ、こいつならどうにかしてしまいそうだけれど。

			「一度先輩が前に出れば、人々は悲鳴を上げながら逃げ出すでしょう」

			「じゃあ何でお前は逃げないんだよ」

			「ほら、私はあれですから。先輩の悪性物質に適合していますから」

			「何が適合だ。僕が本気を出せば、お前なんかすぐに末(まつ)期(き)患(かん)者(じや)にしてやれるんだからな」

			　久々に西神の口に乗ってやった。その言葉を聞いた西神は、何が面白いのか笑い出した。よく分からないが、笑っている顔が可愛(かわい)いので良しとしよう。例のごとく興奮する。

			　僕がバレないようにムラムラしていると、ようやく西神の笑い声が止んだ。そして、いたずらっ子のように無(む)邪(じや)気(き)に微笑(ほほえ)む。

			「それはそれでいいかもしれませんね」

			　……非常に反応に困る返答だ。

			　しかし、西神が僕色に染まるということは、こいつがゲスくなるということだ。

			　ふむ、それはそれでありだな。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　受験の際は「合格祈(き)願(がん)」の代わりに「自分以外が全員落ちますように」と神頼みし、誰かが不幸に遭(あ)えば自分の代わりに受けてくれたのだと安(あん)堵(ど)し、保身のためなら親しい友達相手でも平気な顔で嘘をつける。セクハラに伴う相手の心情だって、ほとんど考えたことがない。

			　ひねくれた中二病だと言われればそれまでだが、「自分に正直」が僕の座(ざ)右(ゆう)の銘(めい)だ。

			　やりたいようにやるし、そのためなら手段は選ばない。

			　だから僕は、今日も今日とてスカートを狙う。

			　そんなことをしていながら何だが、いや、むしろそんな人間だからこそ僕は、自分のことを棚に上げてそのストーカー男に反感を覚えた。

			　ロズは大人の色気要員として、「鳥(とり)籠(かご)」にとどまってもらわなければならない。

			　まだスカートをめくってないんだ、誰が手放すものか。

			　僕の家族構成は、母親が女優で父親が推理小説作家というわけではない。当然、名にかけるじっちゃんもいない。そんな僕には、少ないヒントだけで犯人を特定するようなまねはできない。

			　だけど僕は、被害者（ロズ）と話をすることができる。そこから解決の糸口は見つけられるはずだ。

			「それでロズ、警察には行ったのか？」

			「行ったわ。でもその人、執(しつ)拗(よう)にメールを送ってくるだけで実際に家に入ってくるとかはしないの。メールだけじゃ警察は動いてくれないし……」

			　半年ほど前、ストーカー殺人が起こった。

			　それからストーカーに関する法律が様変わりしたが、行き届いていない部分もまだ多い。執(しつ)拗(よう)なメールを付きまといとして改正する案は、現在審(しん)議(ぎ)中でしかなかった。

			「そうか……。それで、『ＦＷＯ』ではマコト君に何かされてないの？」

			「その人だって確(かく)証(しよう)はないし、視線を感じるってだけでは運営も動いてくれないの。申し訳ないんだけど、このままじゃ本当に取り返しのつかないことになりそうだから、『ＦＷＯ』を辞めようかなって……」

			「ダメだ。それは絶対にダメだ」

			「ダメって言われても……それじゃあどうするのよ」

			「簡単だろ。実害がなきゃ警察も運営も動かないのなら、実害を出してしまえばいい」

			「え？」

			　訳が分からないといった顔をするロズ。

			　ストーカーが男なら、男が引っかかりそうな罠をしけばいい。さて、それじゃあ準備に取りかかろう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　歴史上の人物で、女性関係で死んだ者はいくらかいる。現代でさえ同じだろう。

			　僕の持論となるが、どんなに頭のいい男でもその根(こん)幹(かん)は単純なバカだ。いや、それは人間がとも言えるかもしれない。

			　人間は常時発情状態の動物だと聞いたことがある。しかも普通の動物とは違い、恋だ愛だと子(し)孫(そん)繁(はん)栄(えい)に逆らうような行動に出るのだから面白い。異性問題には弱いのだ。

			「クククッ……」

			　ロズの言ったことが正しいのなら、マコト君は彼女をずっと見張っているはずだ。だから僕は、あえて彼女を連れ出し、こうして抱き締めていた。
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			　ああ、胸の感触が、頬(ほほ)の感触が、髪の感触が、すべてが心地いい。最高だ。

			「あ、あの……シノくん？　これがあなたの言ってた計画なの……？」

			「ああそうだ。こうしてイチャイチャしてれば、嫉(しつ)妬(と)したマコト君が何かしてくるだろ」

			「……真(ま)面(じ)目(め)に考えてる？」

			　真(ま)面(じ)目(め)も真(ま)面(じ)目(め)、大真(ま)面(じ)目(め)だ。これ以上ないくらいに真(ま)面(じ)目(め)に決まっている。……………………興奮するな。

			　しかし来ないな、マコト君。僕が逆の立場だったら、たぶん全力でドロップキックかましてるぞ。

			「もしも僕の身に何かあったら――いや、たぶん僕の身に何かあるだろうから、その瞬間をちゃんと見ていてくれ。大丈夫、現実の僕が死ぬようなことはないだろうから」

			「な、何のこと……？」

			「会話ログを閲(えつ)覧(らん)されてるかもしれないから、あまり深くは言えない。ただまあ、すべてが解決するなら、ロズが安心して生活できるなら、僕のゲームのデータなんて安いものじゃないか？」

			　ここまで極めた敏(びん)捷(しよう)性(せい)を手放すのは惜しいが、広い目で見ればそれは些(さ)細(さい)なことだ。問題ではない。

			　大きく動けば必ずボロが出る。プレイヤー一人が消えれば、運営だって動かざるをえない。『ＦＷＯ』は発売からまだ間もないのだから、全力をつくして対応するはずだ。

			　厚い防衛ソフトウェアの壁を破ったとあれば、当然犯人探しが行われるだろう。見つかるかどうかはともかく、見つかれば確実に警察に捕まることになる。そうなれば僕たちの勝ちだ。

			「あっ!!」

			「ん？　どうした？」

			「し、シノくん！　その足！」

			「足？」

			　さりげなくロズの尻を撫(な)でつつ、僕は視線を下に向ける。するとそこには、あるはずの足がなかった。まるで溶けるように身体が消えてゆく。僕たちの周りにいるプレイヤーもその光景に釘(くぎ)付(づ)けとなった。

			　覚悟はしていたが、まさか本当にしてくるとは思わなかった。これならスピード解決が図れそうだ。まったく、もうちょっと手段を選んだ方がいいと思うけどな。僕ならもう少し上手くやれるような気がする。

			「な、何でそんなに余裕そうな顔してるのよ！」

			「何でって、こうなることを望んでたからだよ。焦るのはいいが、そう暴れないでくれ。触りにくいだろ」

			　なんてことをしていると、ついに僕の腕が消えた。その後、ものの数秒で僕は『ＦＷＯ』の世界からデータごと抹(まつ)消(しよう)されたのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　三日後、一人の男がニュースで取り上げられた。その男は、西神の言っていた横寺誠、その人であった。横寺誠はたび重なる不正アクセスや、ロズに対するストーカー行為が明るみとなり、逮(たい)捕(ほ)された。

			「僕は天才だな。うん、天才だ」

			「いい気にならないでください。たまたま運が良かっただけでしょ」

			「運も才能だ。フッ、僕の強運に嫉(しつ)妬(と)しないでくれるか？」

			「頭の悪いことばかり言ってると、その首を折りますよ」

			　えらくご機嫌斜(なな)めな西神。誰かが撮影していた僕とロズが抱き合う動画を見て以来、どうにも罵(ば)倒(とう)が辛(しん)辣(らつ)だ。

			　嫉(しつ)妬(と)しているのかと思って後ろから抱き締めてみたのだが、金的を食らった。それも渾(こん)身(しん)の力で。一瞬三途の川が見えたので、もう絶対にしない。

			「しかし、本当に西神の言ったとおりになったな。さすがだ」

			「私は可能性の話をしただけですよ。それに、本当にこんなことになって私自身も驚いています。というか、よくそんなバカみたいな作戦に引っかかりましたね」

			「男の根(こん)幹(かん)はバカなんだよ」

			「根(こん)幹(かん)だけではなく、すべてがバカだからこそ思いついた作戦なわけですね」

			　トゲが鋭い。さらに態度も悪い。

			　そのくせ律儀に二年生の教室に来るのだから不思議な奴だ。僕が気に入らないなら、さっさと帰ればいいのに。

			「そういえば、データの方はどうなったんですか？」

			「ああ、運営が復(ふつ)旧(きゆう)してくれるってよ。あと、ストーカーの件に関する発言は避けてくれって言われた」

			「でしょうね。うちの叔父も頭をかかえていましたから。そういえば、ロズさんはアイドルだったんですね。テレビで見て驚きました」

			　そう、ロズは僕の睨(にら)んだとおりアイドルだった。ロズという名前は、ローズマリーから来ているらしい。芸名がマリーだからだろう。

			　ロズもといマリーは、この頃よくメディアに露出している。それもそうだろう、大人気のゲーム内でのストーカー行為の被害者であり、しかもその加害者は運営内部の人間だったのだから、話題性は高い。

			　マリーは満更でもないようで、むしろこれを好(こう)機(き)とし必死に売り込んでいる。そのうちバラエティ番組なんかにも出てくるかもしれない。

			「気になってたんだけど、横寺誠はどうしてストーカーなんて始めたんだ？」

			「何も知らないなんて、先輩はやっぱり情弱野郎ですね。ニュースで言っていましたが、友人に息抜きとして連れられたライブでマリーさんと握手をしたのが始まりみたいです。お世(せ)辞(じ)ですが、生まれて初めて格好いいと言われたとか」

			「格好いい……ねえ」

			　失礼を承知だが、横寺誠の顔はお世(せ)辞(じ)にも格好いいとは言えないものだった。異性に初めて言われた、格好いいという言葉。衝撃的だったのだろう、たとえお世(せ)辞(じ)だと分かってはいても。

			　そう考えると可(か)哀(わい)想(そう)に思えてくる。そのたった一言が天才を犯罪者に変えたのか。やはり言葉は怖い。

			「それで、先輩は今日から『ＦＷＯ』に入れるんですか？」

			「ああ。一応昨日から入れたんだが、ちょっと立て込んでてな」

			　データの復(ふつ)旧(きゆう)に伴い、僕は運営からお詫びという形であるものを要求し、受けとった。無(む)駄(だ)な発言をしない代(だい)償(しよう)としては、あまりにも小さなお詫びだが、僕としてはこれ以上に嬉しいものはない。

			　クククッ、これでスカートめくりもはかどるぜ。

		

	
		
			　

			第四章　スカートめくりの舞台へと

			　

			　いくら運営が僕の口止めをしたところで、あの一件はＳＮＳや動画サイトによって日本中に広まっていた。

			　それによりとてつもなく不本意で不(ふ)愉(ゆ)快(かい)でしかないが、「シノ」を知らないプレイヤーはいないほど、僕の名前は有名になっていた。

			　話題性に溢(あふ)れた『ＦＷＯ』のストーカー事件をメディアが放っておくはずがない。どこからか圧力をかけているのだろうか、僕のことがニュースに取り上げられることはなかったが、それも時間の問題かもしれない。

			　女性プレイヤーが寄ってくるのは非常に嬉しいのだが、世の中そう上手くはいかない。

			　男に囲まれた時なんて尻に危険を感じた。僕にそういう趣味はないんだ。去(きよ)勢(せい)されたいのかクソがっ。

			　

			「どれから倒すか……」

			　結局、どこへ行っても視線を感じるため、僕は冷(れい)獄(ごく)の谷というあまりプレイヤーの寄り付かないフィールドを訪れていた。

			　このフィールドにいるモンスターはとにかく強く、そして速い。動きを止める凍(とう)結(けつ)という状態異常攻撃をしてくるモンスターが多く、紙装(そう)甲(こう)の僕はたった一撃でも食らえば終わりだった。

			　だが、《暗殺者の古着》を手に入れたことにより、僕の敏(びん)捷(しよう)性(せい)はさらに上がっていた。調整は難しかったが、何とかものにできた。

			　黒い外(がい)套(とう)、それがこの《暗殺者の古着》だ。外(がい)套(とう)のくせに動きやすいというのには違和感があるが、ゲームにそんな突っ込みをするのは野(や)暮(ぼ)だろう。

			「あれだな」

			　色々と観察してみたが、冷(れい)獄(ごく)の谷ではあれが一番速い。

			　白(はく)氷(ひよう)一(いつ)角(かく)兎(うさぎ)。一(いつ)角(かく)兎(うさぎ)の上位互換と考えて間違いない。白い氷の角は可愛(かわい)らしく魅(み)力(りよく)的(てき)だが、おそらくあれにかすれば凍(とう)結(けつ)にかかるのだろう。

			　白(はく)氷(ひよう)一(いつ)角(かく)兎(うさぎ)は、まだ僕の存在に気づいていない。倒すなら今だ。

			　距離は１００メートルほどだろうか。僕ならば瞬く間に距離を詰めることができるが……。

			「っ！」

			　クソッ、雪が降り始めた。寒くはないが、視界がかなり悪くなる。条件がよいとは言えないが、速さだけでどこまでやれるか試すいい機会だ。やってみよう。

			「よしっ」

			　冷(れい)獄(ごく)の谷の地面は凍っており、気を抜くとすぐに転んでしまう。まずは、凍っていない岩を目指す。細心の注意を払いつつ地面を蹴り、その岩に到達した瞬間に大きく跳(ちよう)躍(やく)する。

			　大幅な敏(びん)捷(しよう)性(せい)の上昇により跳(ちよう)躍(やく)力が上がる。こちらはまだいまいち調整が効かないが、どうにか白(はく)氷(ひよう)一(いつ)角(かく)兎(うさぎ)の上をとることができた。

			《暗殺者のおさがり》の刀(とう)身(しん)を下に向け、身体目がけ一気に降下する。

			　おそらく一撃では死なない。次の攻撃、その次の攻撃も考えて攻撃を続けなくては。

			　キュッ！

			　手のひら大の白(はく)氷(ひよう)一(いつ)角(かく)兎(うさぎ)の小さな身体に、《暗殺者のおさがり》の刀(とう)身(しん)が飲み込まれる。

			　だが、頭の上に表示されているＨＰのバーは四分の一程度しか削れていない。やはり強いな、ここのモンスターは。

			　キュゥゥゥ！

			　可愛(かわい)らしい声を上げる白(はく)氷(ひよう)一(いつ)角(かく)兎(うさぎ)。

			　奴は突き刺さった刃から逃れ、氷の上を滑るように逃げていく。

			　この危うい足元では、後を追うことは難しい。どこかに手頃な岩か何かがあれば良かったのだが……残念ながら、さっきいた場所に戻らない限り足場になりそうなものはない。

			　戻る時間はあるかもしれないが、白(はく)氷(ひよう)一(いつ)角(かく)兎(うさぎ)も速いため、それまでに逃げられる可能性がある。

			　クソッ、こんなことなら首を掴んどけばよかった。

			　キュッ!?

			　突然、遠くまで逃げてしまった白(はく)氷(ひよう)一(いつ)角(かく)兎(うさぎ)が断(だん)末(まつ)魔(ま)を上げて倒れた。

			　何事かと目を凝らして見てみると、頭、胴体、右前足、角の四ヶ所に的確に穴が空いていた。

			　雪が降る中、あんな芸当ができるプレイヤーに、僕は一人だけ心当たりがあった。

			「……逃げる前に倒す」

			　間を置く少し変な喋り方。不毛な平原のような、のっぺりとした声。

			　声の方向へ目を向けると、可愛(かわい)らしいペンギンの着ぐるみがいた。その口の部分から、見覚えのある少女が顔を出している。

			　国内トッププレイヤー候(こう)補(ほ)のペンちゃんが、さながら南極のペンギンのように氷上にたたずんでいた。

			「ぺ、ペンちゃん！」

			　なぜだろう、とてもテンションが上がった。

			　最近ユミの機嫌が悪く、とっつきにくい。ロズは仕事で忙しいのかログインしてこない。簡(かん)潔(けつ)に言えば、僕は欲求不満だった。

			　ペンちゃんは素直な良い子だ。色々と刷り込んで立派な大人にしてあげなくては。調――教育は年上の義務ではないか。僕は保護者の精神と、健全な青少年の豊かな心を持ってペンちゃんに接する。

			「久しぶりですね。どうしたんですか、こんなところで？」

			「……ペンギンごっこ」

			　か、可愛(かわい)い!!

			　今すぐ抱きついて剥(は)ぎ取って味見してみたいが、今は我慢だ。

			　ペンちゃんが通報するとは思えないが、そんなところを誰かに見られでもして、さらに録画でもされていたら、ユミの機嫌は地獄の底まで落ちるだろう。それは、僕の命の危機へと直結する大問題だ。

			　とりあえず、誰にも見つからないようなところに行かなきゃ。

			「楽しいですか？」

			「……ん」

			「そ、そうですか」

			　読めない。やっぱりペンちゃんは読めない。ペンギンの着ぐるみを着て、氷上で雪に降られているののどこが楽しいんだ。

			　どういう流れで人目につかない所へ連れ込もうか。いや、いっそ一瞬で押し倒してやろうか。

			　だが、相手は着ぐるみだ。着ぐるみを押し倒したところで、僕の下半身は一切反応しない。

			　ふむ、どうするべきか……。

			「……速くなった」

			「え？　ああ、僕の話ですか？　色々ありましたからね、ハハハッ」

			　敏(びん)捷(しよう)性(せい)に関する詳(しよう)細(さい)に触れないように、それっぽい言葉でいなす。

			　ペンちゃんであれど、自分のステータスをベラベラと喋るのは危険だ。そこから漏(も)れて、ギルド対抗戦に支障をきたすかもしれない。そして何より、スカートめくりにも支障をきたす恐れがある。それだけは避けたい。

			「……やる？」

			「やるって決(けつ)闘(とう)の方ですか？　それともイカ臭い方ですか？」

			「……？」

			　これが分からないのか。ペンちゃんの中身が、本当に小さな子供である可能性が高まった。

			　こりゃいい。幼ければ幼いほど飲み込みが早い。いいスカートめくりのパートナーにもなってくれるかもしれないな。

			「決(けつ)闘(とう)なら遠慮しておきます。今はそういう気分ではないので」

			「……残念」

			　しゅんとうつむくペンちゃんも可愛(かわい)い。ユミとは異なる可愛(かわい)さだ。

			　しかし、どれだけ戦闘狂なんだペンちゃん。仮に中身が小学生だとしたら、かなり将来が心配になってくる。

			　まあ、ゲームと現実の区別が付いていればそれでいいか。ちゃんと区別が付いてれば、セクハラしても許されるよな。

			「クククッ」

			「……何？」

			「あ、いや、ちょっと思い出し笑いが出ただけですよ」

			　危ない危ない、思わず心の声が出てしまった。うーむ、どうしようか。本腰を入れて考えなくては、ペンちゃんを人目につかない場所に連れ込む方法を。

			「あっ」

			「……？」

			「一緒にダンジョンへ行きませんか？　確かこの冷(れい)獄(ごく)の谷には、聖(せい)冷(れい)の遺(い)跡(せき)というダンジョンがありましたよね？」

			　ペンちゃんは、何の疑いもなく僕の申し出に首(しゆ)肯(こう)する。クククッ、これだから子供は好きなんだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　問題が起きた。世界滅(めつ)亡(ぼう)レベルの大問題だ。

			　銃を構え、僕の前を爆走するペンちゃん。その背中には一瞬の隙(すき)もなかった。

			　襲いかかる敵すべてを駆(く)逐(ちく)し、降りかかる攻撃すべてを弾き、這(は)いよる僕を牽(けん)制(せい)するペンちゃん。完全にダンジョンに誘う相手を間違えた。

			「……どうしたの？」

			「は、ははは……何でもないですよ。僕もやりますね」

			　クソッ、これじゃあ単なるお遊びじゃないか。僕はもっと対象年齢の高いお遊びがしたいんだ。

			　まあいい、今はペンちゃんの動きの研究でもしよう。欲求不満はユミで解消すれば問題ない。ただまあ、その場合僕は死と隣り合わせだけど。

			「硬いな……っ」

			　聖(せい)冷(れい)の遺(い)跡(せき)には、アイスゴーレムというモンスターが多く生息している。

			　アイスゴーレムは、その名のとおり氷でできた動く氷(ひよう)像(ぞう)だ。高い攻撃力と防御力、そして機動性。さらに凍(とう)結(けつ)の状態異常攻撃までしてくる。

			　口から吐く大きな氷柱(つらら)が非常に厄(やつ)介(かい)だ。僕は簡単に避けられるが、他のプレイヤーには厳しいだろう。

			「……弱点は足」

			　言うやいなや、ペンちゃんはアイスゴーレムの足に数発の弾丸を放った。するとアイスゴーレムは、腹に響くような低いうめき声を上げ倒れた。なるほど、それで動きを封じられるのか。よく知ってるな。

			「……もうすぐボス」

			　ここまで僕の働きがなかったことは言うまでもない。

			　現れたのは、アイスタイタンというアイスゴーレムよりも一回り大きいモンスターだった。形も若(じやつ)干(かん)変わっており、氷(ひよう)像(ぞう)と言うより生物に近い。

			　ゴォォォォォォォォォォ!!

			　耳を覆いたくなるほどの咆(ほう)哮(こう)にも臆することなく、ペンちゃんは銃を構える。

			　僕も一歩遅れて《暗殺者のおさがり》を構えるが、もう遅かった。ペンちゃんお得意の弾幕は、もう始まっていたのだ。

			「……三秒」

			　それは、あと三秒で倒せるという意味だろう。

			　すさまじい猛(もう)攻(こう)にアイスタイタンは怯み、一切こちらへ攻撃を仕掛けてこない。ＨＰはすでに半分まで削られていた。ここまで来れば僕の出番はないだろう。

			「……あれ？」

			　ペンちゃんの攻撃が止んだ。アイスタイタンが身体に氷をまとい始め、銃(じゆう)弾(だん)が効かなくなったのだ。

			　残るＨＰは一割程度。なぜだろう……とても嫌な予感がする。

			　ペンちゃんもこれが何なのか察したようで、アイスタイタンから距離を取った。僕もそれにならい距離を取る。

			　氷に隠されたアイスタイタンの身体が赤く変色し始め、元々太かった腕がさらに太くなった。身体全体からにじみ出す炎のような気迫が氷を溶かし、ついにその姿があらわとなる。

			　そして、そのアナウンスが流れた。

			　――アイスタイタンが突然変異を起こしました――

			　――ダンジョンを脱出しますか？　ＹＥＳ／ＮＯ　――

			　迷うことなく「ＮＯ」を選択した僕とペンちゃん。僕は今度こそ活(かつ)躍(やく)しようと接近し、ペンちゃんは銃を構えた。

			「はっ！」

			　アイスタイタンの後ろへ回り、ふくらはぎの辺りを刀(とう)身(しん)で斬り裂く。連続して五回ほど斬ったが、ＨＰはほとんど減らない。

			　ペンちゃんも僕に負けず攻撃を続けるが、どこ吹く風といった様子のアイスタイタン。やはり突然変異個体は強い。

			　ゴォォォォォォォォォォ!!

			　アイスタイタンは両腕を振り上げ、一気に地面へ叩きつける。振動で天井の氷柱(つらら)が折れ、僕たちへ降り注ぐ。

			　僕は何とかさけることができたが、ペンちゃんに氷柱(つらら)が直撃する。ＨＰが少し減っていることが分かる。それだけなら良かったのだが、凍(とう)結(けつ)の状態異常にかかってしまっていた。

			「ペンちゃん！」

			　今助けます！　と言いかけて、僕は考えた。

			　あれ？　動けないなら何してもいいんじゃね？　と。

			　僕に夜(よ)這(ば)いや緊(きん)縛(ばく)の趣味はない。だが据(す)え膳(ぜん)食わぬは男の恥という。

			「クククッ」

			　あの着ぐるみの下に眠る幼女の若く潤(うるお)った肌を考えると、顔がニヤついて仕方がない。

			　おっと、冷静になれよ僕。まだアイスタイタンがいるんだ。今下手に手を出せば、僕は死ぬことになるんだ。

			「よしっ」

			　まずはアイスタイタンをどうにかしなくては。

			　僕の攻撃力ではかなり厳しいけれど、攻撃速度でそれをカバーすれば問題ないだろう。

			　その過程で、ある程度ペンちゃんに手の内を明かしてしまうが致し方ない。自(じ)重(ちよう)しつつ、それでいて全力で行こう。

			　ゴォォォォォォォォォォ!!

			　今度は片腕でなぎ払おうとするアイスタイタン。僕はあえて正面を切って地面を蹴り、足元を取る。

			「遅えよっ！」

			　斬る。斬る。斬る。

			　一秒一秒を無(む)駄(だ)にせず、機械的に斬り続ける。ここまで戦闘に真(ま)面(じ)目(め)に取り組んだのは久しぶりだ。煩(ぼん)悩(のう)は強し。

			「……危なかった」

			　何だと!?

			　あまりに復活が早すぎる。一度試しに掛かったことがあるが、凍(とう)結(けつ)の効果はもう少し長かったはずだ。まさかペンちゃん、何かアイテムを使用したのか？

			　はぁ……萎(な)えた。僕の下半身パワーはもう使えないぞ。

			　もうペンちゃんに任せておいて間違いはないだろう。僕は適当に距離を取って観察でもするか。

			「……どうしたの？」

			「え？」

			「……元気ない」

			「ああ、それですか。スカートは穿(は)いてない、動けなくなったかと思えばすぐに復活、そんな幼女に絶望しただけですよ。ははは……」

			「……？」

			　僕の言っている意味が分からないのだろう。ペンちゃんは、銃を撃ちながら小首を傾げた。

			　最近運がないな、僕が何をしたってんだよ。良い行いにこそ覚えがあるけれど、悪い行いなんてした覚えがないぞ。

			「……手伝って」

			　どうやらペンちゃんでも厳しいらしい。

			　仕方ない、下心を抜きにしても少し頑張ってやるか。好感度を上げておいて損はない。

			「分かりました」

			　アイスタイタンの攻撃力は桁(けた)外れなようだが、アイスゴーレムほどの機動力はない。そして、行動の一つ一つが大きく隙(すき)だらけだ。

			　僕は大きく跳(ちよう)躍(やく)し、その勢いのまま顎(あご)に蹴りを入れた。ブラッククイーンの時もそうだったが、『ＦＷＯ』は武器を使わずとも攻撃判定を出すことができる。

			　僕の並外れた跳(ちよう)躍(やく)力から算出される衝撃は凄まじい。実際、一部のモンスターはこれで倒すことができた。

			　しかし、これをすると大きく隙ができてしまうのだ。普段はしないのだが、これはいわば格好つけである。

			　ゴォォォォォォォォォォ!?

			　打撃が弱点だったらしい。アイスタイタンは、明らかに今までとは違う声を上げて怯んだ。

			　そこから始まるペンちゃんの猛(もう)攻(こう)。スキルを使わないのはこだわりなのだろう。

			　残るＨＰがほんのわずかになった瞬間に、ペンちゃんの動きが止まった。尿(によう)意(い)でももよおしたのだろうか。僕にスカトロの趣味はないけれど、パンツが黄色く染まる様子は見てみたい。

			「……呼んでいい？」

			　僕の思考を読んで通報でもするのかと思ったが、どうやら違うようだ。

			　呼ぶ、それは『スケット』のことだろう。

			　ＨＰは残りわずかなので、今さら呼んだところで何がどうなるわけでもない。なので、僕は特に何も考えず首(しゆ)肯(こう)した。

			「おいペンギン、俺と一緒にダンジョン行くって話だっただろ。何勝手に行ってんだよ」

			　現れたのは、見覚えのある髪色をした男であった。

			　彼は僕の方を見るなり、目を見開いて静止した。それは僕も同じだ。

			「お、お前……」

			　そこには、いつか僕と決(けつ)闘(とう)をした金髪がいた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　最悪の予想は回避できた、と言っていいのだろうか。

			　昨日の段階で分かったことが二つある。

			　一つは、金髪が本当にギルド「仭(じん)月(げつ)」の人間だったこと。

			　虚(きよ)栄(えい)を張るための妄(もう)言(げん)かと思っていたが、どうやらあれは本当だったらしい。「仭(じん)月(げつ)」ももう少しまともな人材を集めればいいものを。

			　そしてもう一つは、ペンちゃんがギルド対抗戦のために「仭(じん)月(げつ)」に雇われていたということ。

			　ペンちゃんがギルドマスターだったのかと嫌な考えも頭をよぎったが、それは杞(き)憂(ゆう)に終わった。今回のために３００万リルで雇われたのだとか。

			　これで「仭(じん)月(げつ)」がかなりの驚(きよう)異(い)になってしまったのだが、実はそれは大きな問題ではない。

			　今僕にとって本当に問題なのは、西神の機嫌の悪さである。

			「なあ西神、いい加減機嫌直せよ。しつこいぞ」

			「直す？　いったい何を直すというのでしょうか。私は常に健康体ですよ。ああでも、先輩は健康でもその顔を直さないといけませんよね」

			　学校へと続く朝の道。

			　西神は薄っぺらい笑顔でそう言い放ち、すたすたと足早に行ってしまった。

			　言っている言葉は普段と変わりないのだが、あの笑顔が問題なのだ。

			　西神はあまり笑顔を見せない。その西神が、僕に向けてニコニコと笑顔を向けている。これは異常事態だ。

			「いやいや、お前本当におかしいって。まさか生理なのか？　生理痛で機嫌が悪いのか？」

			「……っ！　し、死んでください！」

			　まったく、失礼な奴だな。先輩に向かって死ねはないだろ。しかし生理じゃないのか。じゃあやっぱりあのことを根に持っているんだろうな。僕とロズの熱い抱(ほう)擁(よう)。あの動画が出回って以来、西神の機嫌が悪い。僕は人助けのためにやったんだぞ。

			「なあ西神」

			「…………」

			「おい西神」

			「…………」

			「水色下着」

			「ひっ、引き千切れてください！」

			　こうして羞(しゆう)恥(ち)心(しん)を煽(あお)って遊ぶのも悪くないな。けっこう楽しい。

			　もう少し遊んでやろうかと思ったが、これ以上機嫌が悪くなられてはギルド対抗戦に支障をきたす恐れがある。少し自(じ)重(ちよう)しよう。

			　どうすれば西神の機嫌が直るのだろうか。

			　僕みたいにスカートめくりでホイホイ許してしまう単純な性格ならともかく、西神はわりと複雑な性格をしている。

			　物でつるにしても、僕は西神の趣味を把(は)握(あく)してないし……困ったな……。仕方ない、あの魔法の言葉を使うか。

			「西神、僕が悪かった。何でもするから許してくれっ」

			　何でもする――この言葉に、ときめかないわけがない。西神がどういうお願いをしてくるか分からないが、まさか「下半身を露出して街を歩け」なんて無茶なお願いをするわけがないだろう。僕じゃあるまいし。

			　せいぜい「あれを奢(おご)れ」「それを奢(おご)れ」程度だ。それならば問題ではない。

			「……………………」

			　僕なら一発で飛びつく言葉なのだが、西神は少し悩んでいる。どこに不満があるんだよ。最高じゃねえか、何でもするって。

			「先輩」

			「どうした」

			「その言葉に、嘘(うそ)偽(いつわ)りはありませんか？」

			「愚問だな。男に二言はねえよ」

			「……そう、ですか。分かりました」

			　西神の口角が、わずかに上がった。何を要求してくるのかは分からないが、とりあえず西神が僕の歩(ほ)幅(はば)に合わせてくれたので良しとしよう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ギルド「鳥(とり)籠(かご)」のメンバー三人は、広大な街の中にいた。ここはギルド対抗戦の会場である。

			　僕たちは、街の一角に作られた半径10メートルほどの魔法陣の中にいる。

			　中心に設置された台座の上では親指大の宝石が輝いていた。この宝石を各ギルドで奪い合うのだ。

			「それにしてもロズ、よく休みが取れたな」

			「ストーカー事件の時は色々期待したんだけど、話題の熱が冷めた瞬間に一気に仕事も減ったのよ。……まあ、ストーカー事件なんかに期待してた私がバカだったのよね……」

			　自(じ)嘲(ちよう)気味に言うと、ロズは大きくため息をついた。本当に残念そうだ。

			　ロズには悪いけれど、この事態は僕にとって喜ばしい。ただでさえ「鳥(とり)籠(かご)」は人数が足りていないのに、さらに一人減っては勝率が一気に落ちる。

			「ま、まあ、とりあえず今日は勝とうぜ」

			「そうね……」

			「で、先輩。勝つと簡単に言っていますけど、何か策があるんですか？」

			　ギルド対抗戦は、制限時間の九〇分終了時に所持していた宝石の数で順位付けされる。

			　参加ギルド数は三二。各ギルドが一つずつ宝石を所持しているため、早い話自分たちの宝石を含め半数以上を獲得すれば、一位となれるわけだ。

			　敗北条件は、ギルドメンバーの全(ぜん)滅(めつ)と宝石の奪(だつ)取(しゆ)である。宝石を奪(だつ)取(しゆ)されても、そのプレイヤーを倒せば取り返すことができるが、他ギルドの魔法陣内に奪(だつ)取(しゆ)された宝石が入った時点で取り返すことはできなくなり、敗北が決定する。

			　これは、しっかりと攻守のことを考えないといけないイベントだ。下手に突っ込んで宝石の防衛をおこたれば、一瞬で負けてしまう。

			　だが、それは通常の移動速度での話である。

			「おいおい、こういう時のために僕の敏(びん)捷(しよう)性(せい)があるんじゃないか。宝石の奪(だつ)取(しゆ)は僕に任せて、ユミとロズはここを守っていてくれないか？　ヤバそうだったらメッセージでも何でもいいから知らせてくれ。すぐ行くから」

			　宝石の奪(だつ)取(しゆ)もそうだが、僕の本来の目的はスカートめくりだ。

			　このギルド対抗戦には、多くの女性プレイヤーが参加している。多くのプレイヤーが入り乱れる中、どさくさにまぎれてめくってもバレやしないだろう。

			　クククッ、それにここにはペンちゃんもいるしな。僕にとっては最高のイベントじゃないか！　こうして、僕たちのギルド対抗戦は始まった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　音を殺して接近し、風のように宝石を奪(だつ)取(しゆ)するだけの単純作業にあきてきた頃、僕はとあるプレイヤーを見かけた。

			　それは、黒髪黒目の青年である。

			　中身はともかく、外見は僕と同い年くらいだ。

			　一切の汚れがない純白のロングコートを身にまとい、黄金の大剣を背負うその姿は、さながら物語の主人公のようだった。

			　彼の両脇は二人の女性プレイヤーで固められており、一切の隙(すき)がない。

			　いや、隙うんぬんの話なんてどうでもいい。クソッ、両手に花じゃねえか。代われよ。

			「何だ!?」

			　手始めに頭上から攻撃を仕掛けてみたところ、見事に反応されかわされた。僕は間(かん)髪(ぱつ)入れず斬り込むが、これもかわされる。

			　両脇の二人の武器は弓と刀。そしてあの黒髪は大剣だ。これ以上向かい合っての攻撃は危険すぎる。僕は右側の弓の女性にタックルを入れ、それに注意がいった隙(すき)に黒髪の背後へ回った。

			「【毒(どく)斬(ぎ)り】」

			　僕がバーストスキルを発動した瞬間に、刀の女性がそれに気づいた。

			　すると、ものすごい速さで割り込んできた。

			「危ない！」

			　刀の女性の胸元に《暗殺者のおさがり》の刀(とう)身(しん)が深々と突き刺さり、彼女を毒で犯した。

			　クソッ、気まぐれで喧(けん)嘩(か)なんか売るんじゃなかった。面倒くせえぞこいつら。

			「フィア！」

			　刀の女性の名前を叫んでいるようだが、心配にはおよばない。僕の攻撃を一撃受けた程度でＨＰはそこまで減らないだろう。

			　しかし、貴重な女性プレイヤーを失うのは惜しいものの、この黒髪のためなら身を挺(てい)すような面倒くさい奴なので、刀の女性には先に退場してもらおう。

			「はっ！」

			　何度も練習した連続斬りである。

			　黒髪は僕に攻撃できない。僕が刀の女性の胸ぐらを掴んで盾にしているからだ。盾にしつつ、もう片手で斬り続けるわけだから、黒髪の表情が険しくなる。

			「お前……卑(ひ)怯(きよう)だぞ！」

			　そうしてフィアとかいう刀の女性が無事退場したところで、黒髪が激(げつ)昂(こう)した。卑(ひ)怯(きよう)とは失礼だな、頭脳的と言って欲しいものだ。ああそうだ、いいことを思いついたぞ。

			「クククッ」

			　黒髪が動揺している間に動かない僕ではない。

			　今度はたじろぐ弓の女性の背後を取り、剣先で少しだけ引っ掻(か)いた。ＨＰの減少値を知るためだ。

			「五四、五四です」

			「な、何の話だ……？」

			「この弓の女性は、あと五四回僕に斬られたらＨＰが０になるという話ですよ。五四回程度なら、三秒も要りませんね」

			　黒髪の表情がより険しくなる。それを一切考(こう)慮(りよ)せず、僕はさらに続けた。

			「せっかくのイベント、もっと楽しみたいですよね。こんな開始早々で負けたくないですよね」

			　言葉を掛ける標的を変更し、僕は弓の女性の耳元まで口を寄せた。そして、いかにも善人らしい温かみのある笑顔で言うのだ。

			「あなたが僕の言うことを聞いてくれるなら、考えてあげてもいいですよ？」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　僕の要求に最初に反応したのは黒髪だった。

			「そ、それは脅(きよう)迫(はく)じゃないか！」

			「脅(きよう)迫(はく)？　失礼ですね、交(こう)渉(しよう)ですよ。こちらは一人、そちらは二人、僕の方が圧倒的に不利な状況じゃないですか。だから僕は、平和的にゲームを楽しみましょうよと提案しているだけです」

			「それじゃあ、言うことを聞けってのはなんだ！」

			「僕が警(けい)戒(かい)を解いた瞬間に襲いかかって来るかもしれませんしね。ある種の保険です」

			　当たり障りのない言葉で適当に誤(ご)魔(ま)化(か)す。

			　一対二なんて状況は、僕にとって何の問題でもない。ペンちゃんの弾幕の方がよっぽど危険だ。

			「だ、大丈夫よアレン。この人、けっこう良い人みたいだし」

			「そうですよ。平和的にいきましょうよ」

			　ニコニコするのも意外と疲れる。僕の性に合わないみたいだ。

			　しかし、わりと友好的だな。これは良い。これなら、僕の望むセリフを簡単に吐いてくれるかもしれない。

			「アレンさん、あまり構えないでください。変なことなんてしませんから」

			「……わ、分かった」

			　バカめ、何簡単に信じてんだよ。

			　黒髪もといアレンの始末は後でするとして、今は弓の女性である。クククッ、可愛(かわい)い顔してやがるぜ。

			「それで、私はいったい何をすればいいの？　私にできることなら何でもするわよ」

			「え？　何でもですか？　そうですねぇ……」

			　クククッ……ハハハハハッ!!　最近あまりついてなかったが、ついに僕にもつきが回ってきたぞ！

			　さあ、いったい何をしてやろうか。やはりスカートをめくるべきか……いや、今日は羞(しゆう)恥(ち)心(しん)を煽(あお)ることに専念しよう。アレンとかいう変なのもいるが、羞(しゆう)恥(ち)心(しん)を煽るのだからこいつを利用しない手はない。

			「それじゃあ、ちょっとたくし上げてみてください」

			「…………え？」

			　ピキッと硬(こう)直(ちよく)する弓の女性。おい、何でもするって言っただろ。スカート穿(は)いてるんだからできるだろうが。

			「だから、その穿(は)いているスカートをたくし上げてくださいと言っているんです」

			「ななな、何言っているのよ!?」

			「何って、あなたが何でもするって言ったんじゃないですか。会話ログが残っているので言いわけできませんよ。ほら、さっさとやってください、アレンさんの前で。さあ、さあ、さあ！」

			　僕が催(さい)促(そく)すると、アレンが怒りのこもった表情で大剣を振りかざした。

			　クソッ、ちょっと焦りすぎたか。ここで退場はできない。弓の女性には犠(ぎ)牲(せい)になってもらうか。

			　サクッと連続攻撃をかます。

			「杏子(あんず)!!」

			　大剣を掲げた状態でそう叫ぶアレン。僕が杏子とかいう弓の女性を倒したのが原因だろう。

			　はぁ……まったく面倒だ。こいつは放っておいて次の宝石の回収にでも行くか。

			「――待てよ」

			　いや、待てよって言われてもな。止めろと言われて止める悪党はいないし、待てと言われて待つ僕なんて僕じゃない。

			　建物の屋上までは追ってこれないだろう。さて、さっさと次の所へ……、

			「待てって言ってるだろうがぁぁぁぁぁ!!」

			　アレンの振り下ろした大剣はタイルの地面を割り、今まさに僕が飛び移ろうとしていた建物を崩(ほう)壊(かい)させた。おいおい……こんなのありかよ……。

			　あの大剣には、おそらく武器スキルが付いているのだろう。見た限りでは斬(ざん)撃(げき)を飛ばすといったところか。長剣のバーストスキル、【熾(し)烈(れつ)なる風】を常時発動できる状態だと考えて間違いないだろう。

			「……面白いな」

			　無視するつもりだったがやめた。これはこれで面白いじゃないか。

			　何より、ここでこいつを放置しておくのは危険すぎる。効果範囲は分からないが、死角からあの攻撃力の斬(ざん)撃(げき)が飛んできたりでもすれば、僕のＨＰは一発で吹っ飛ぶだろう。

			「【剛(ごう)剣(けん)】【貪(ひん)食(しよく)激(げき)鋼(こう)】」

			　アレンは二つのスキルを発動すると、またしても大剣を振りかざした。

			　普段の僕ならば、その隙をついて接近するだろう。だが、今回ばかりはやばい。理屈ではなく、直感がそう告げている。

			「ハァァァァァッ!!」

			　アレンの掛け声と同時に、僕は身体を大きく横へそらす。

			　凄まじい爆音が鳴り響いた。それはもう、剣が起こしていい音ではなかった。

			　僕が先ほどまでいた場所、倒(とう)壊(かい)した建物、さらにその奥の奥の奥の建物まですべてが吹き飛んだ。たった一撃で、だ。

			　今発動した二つのスキルは、攻撃力を高めるものだと解(かい)釈(しやく)して間違いないだろう。

			　しかし、これは凄いな。僕が敏(びん)捷(しよう)性(せい)特化ならば、アレンは攻撃力特化なのだろう。極振りと、極振りか……フッ、僕みたいなもの好きが他にいたなんてな。

			　だが、

			「遅えよ！」

			　元々重い大剣に加え、スキルを発動した瞬間から遅くなったような気がする。遅い相手など、僕にとっては止まっているも同然だ。

			　攻撃モーションが大きい相手は、アイスタイタンの時にクリアしている。何の問題もない。問題と呼べる問題は、破壊力がアイスタイタンの比ではないことぐらいだ。

			　しかしそれも、移動しながら斬りつければクリアできる。わざわざ静止して斬る必要性なんてものは、どこにもないのだから。

			「く、くそっ！　速すぎる！」

			　地道に削れてゆくアレンのＨＰ。防御力も高いのだろう、まだ時間がかかりそうだ。

			「うぉおおおおおらぁぁぁぁぁ!!」

			　アレンが何をしたかといえば、その拳で地面を殴りつけた。

			　まさかこんなことをするとは思わなかった僕は、鳴り響くけたたましい音と振動に驚き、動きを止めてしまう。

			「くらえぇええええええええええ!!」

			　高く掲げた大剣。その刀(とう)身(しん)が、僕に向けて振り下ろされる。完(かん)璧(ぺき)に油断していた僕は、不覚にもその攻撃を真正面から――

			「受けるわけがねえだろバカ」

			「なっ!?」

			　だから言ってるじゃないか、攻撃モーションが大きいって。アイスタイタンの上位互換みたいな奴に苦戦するわけがない。

			　猫だまし的な攻撃は、ペンちゃんとの初対面で克服ずみだ。回避の手段なんていくらでもあるんだよ。

			　さて、大きく背中が空いたところで斬ってやろう。斬って斬って斬りまくってやろう。

			「【獄炎舞(バツドフレア)】」

			　僕がアレンのＨＰを三分の二ほど削った瞬間、どこからともなく飛んできた漆(しつ)黒(こく)の炎がアレンに着弾し、彼はめでたく燃え尽きた。

			　魔法だろうか。それにしても凄い威力だな。さぞかし使用ＭＰも多いのだろう。

			「凄い音がしたから来てみたけど、シノくん大丈夫？」

			「あ、あれ？　どうしてロズがここに……」

			　そこには、チャイナ服姿のロズがいた。

			　戦闘用に着替えたのだろうか。それにしてもエロいな。生足が非常に艶(なまめ)かしい。

			　それはともかく、どうしてロズがここに？　宝石を守ってるはずじゃ……。

			「シノくんの言いたいことは分かるけど、ちょっと聞いて欲しいのよ。宝石なんだけど、誰かに盗られちゃって……」

			「盗られた!?」

			　バカな、ユミとロズの防衛をかいくぐって盗ったというのか。

			　二人は決して弱くはない。いや、むしろ強いか弱いかの二択ならば強い部類にはいる。

			　ロズが無傷なところを見ると、ユミも無事なのだろう。

			　しかし、逆に言えば、二人に気づかれず僕のように盗んだということである。

			　僕のような敏(びん)捷(しよう)性(せい)を持つ奴が他にいるのか……それとも別の方法で盗んだのか……。

			　とにかく、今はやらなくてはいけないことがある。言うまでもない、取り返すのだ。

			「僕は西の方を探す。ロズは東の方を――」

			「その心配にはおよばないよ」

			　変声期前の子供のような高い声が聞こえた。声の方へ顔を向けると、そこには短い青髪の少年が立っていた。

			「お前……」

			　僕の記憶が正しければの話だが、彼には一度会っている。そう、あれは金髪との決(けつ)闘(とう)の際、観客席に座っていた少年だ。

			　勝気に微笑(ほほえ)むその少年は、ポケットから宝石を取り出す。

			　宝石の形や色はギルドによって異なり、僕たちのギルドが防衛する宝石は正方形のルビーであった。そして少年が取り出したのは、まさに僕たちのギルドの宝石だった。

			「これを返して欲しけ――」

			　これを返して欲しければ、と言いたかったのだろう。残念だが、そんなお遊びに付き合っている暇はない。

			　少年と僕の距離は20メートルもない。僕の敏(びん)捷(しよう)性(せい)をもってすれば簡単に詰めることができる。少年の右手の指に挟まれた宝石目掛け、僕は跳(ちよう)躍(やく)し手を伸ばす。これで一件落着……なんて、簡単にはいかなかった。

			「[image: gaiji_a.png]っ！」

			　伸ばした僕の右手が何かで撃ち抜かれる。

			　それよりも、今の攻撃はいったい……いや、そんなことを考えるのは無意味だ。動く僕へ正確に攻撃を当てるなんて、あいつにしかできない。

			「前は僕にほとんど当てられなかったのに、もうここまで上達したんですか、ペンちゃん」

			「……聖(せい)冷(れい)の遺(い)跡(せき)で見たから」

			　相変わらずペンギンの着ぐるみを着たペンちゃんが、建物の陰から現れた。

			　今のペンちゃんの行動は、僕に攻撃を加えたと言うよりも少年を守ったと言う方がしっくりくる。あのペンちゃんが誰かを守った。ということは、この少年は「仭(じん)月(げつ)」のメンバーなのだろう。

			「おい、シノとかいうの、人の話は最後まで聞けよ。親にそう習っただろ」

			　ごもっともなのだが、子供の声なので無性に腹が立つ。僕は人間の小ささを自覚しながらも嘲(ちよう)笑(しよう)するように鼻を鳴らし、

			「ああ、これはすみません。僕、この年でモスキートーンが聞こえないもので」

			　腹が立つので言い返してやった。少年は僕の言葉の意味が分かっていないようだが、分かっていないなら分かっていないなりに滑(こつ)稽(けい)だ。

			「初めまして、かな？　一応一度会っているけれど、とにかく初めましてだ。宝石を返して欲しいか？　返してやるよ、そこのペンギンに勝て――」

			「【噴煙(スモーク)】」

			　またしても少年の言葉を遮ったのは、しかしロズであった。

			　ロズの使った魔法は対象の周囲を煙で包むというものだ。

			　まさかロズがこんな手を使うとは思わなかったが、やはり大人だということか。

			　言わせる人に言わせれば「汚い」と一蹴されるかもしれないが、僕はむしろ一ダースほどの賞賛を贈ろう。現状ではこれが最良の手だ。

			「シノくん！」

			「分かってる」

			　姿が見えずとも、ペンちゃんなら弾幕を張ってくるだろう。その前にどうにか奪(だつ)還(かん)しなくては。僕は少年を殴り飛ばし、宙を舞う彼の手から宝石を奪い取った。これで一応は安心できる。

			　ロズを置いていくのは気が引けるけれど、今は宝石の安全を確保することが最優先だ。この足で魔法陣まで向かうしかない。

			「……【束(そく)弾(だん)】」

			　逃走のために煙の外へ出た瞬間に、ペンちゃんの放った銃(じゆう)弾(だん)が僕に着弾した。スキルの効果だろう、僕の身体が動かなくなった。やばい、非常にやばい！

			「フッ、いい気味だ。ぼくの話を最後まで聞かないからだぞ」

			「ロズ！　どうにかしてくれ！」

			「私もできればどうにかしたいんだけど、一対二じゃあねえ……」

			　……確かに、どちらかと言えば後方支援の魔法使いにこの場を突破しろというのは無理な話だ。しかも、この場にはペンちゃんがいる。そこの少年ならともかく、ペンちゃんに攻撃系の魔法が効くとは考えにくい……。

			「とにかくぼくの話を聞け！　……とは言っても、その状態じゃあペンギンとは戦えないよな。フッ、それならぼくがトドメを刺してやるよ」

			　この少年の目的はいったい何なのだろうか。いきなり宝石を盗んだかと思えば、今度はそれを返してやるとか言い出して、次にペンちゃんと戦えとか、わけが分からないぞ。

			　……まさか、あの時の金髪の仕返し？

			「暁(あかつき)……でしたっけ？」

			「あ？」

			「僕に喧(けん)嘩(か)を売ってきて、華(はな)々(ばな)しく負けたあの金髪ですよ。まさかあなた、その時の仕返しに？」

			「ああそうだ。暁をバカにしたみたいな戦い方しやがって……絶対に許さないからな！」

			「あっ、そうですか……」

			　子供らしいというか可愛(かわい)らしいというか……まあ、何でもいい。中身も見た目相(そう)応(おう)に小学生くらいなのだろうか。仲間想いのいい子供じゃないか。僕とは大違いだ。

			「まさか、あなたが『仭(じん)月(げつ)』のギルドマスターなんですか？」

			「ぼくがギルドマスター？　いや、あの人はこのイベントに出てないよ。もうお喋りはいいだろ。さっさとトドメを――」

			　またしても少年の言葉を誰かが遮る。今度も僕じゃない。ロズでもない。遮ったのは、他でもないペンちゃんだった。

			　ペンちゃんは、僕へ銃口を向けた。この行動の真意を推(すい)測(そく)するに、あたしの獲物を取るなといったところか。えらく僕と戦いたがっていたので、その可能性が高い。

			「……彼に手を出すなら、回復系のスキルを撃つ」

			「ちょ、ちょっと待て！　それは契約違反だろ！」

			「……私はギルドを勝利に導くように頼まれただけ。私(し)怨(えん)に協力する義理はない」

			　小さいくせに私(し)怨(えん)や義理なんて難しい言葉を知ってるなぁ、なんてことをマイペースに関心しつつ、二人の睨(にら)み合いを観察する。

			　少年は、ペンちゃんの協力なしには僕に勝てないと分かっているのだろう。だからこそ、強気な発言はせず威(い)嚇(かく)に専念している。徐々に僕にかかった状態異常が解けてきた。あと一〇秒……九秒……。

			「わ、分かった、それならこうしよう。さらに１００万リルを――うがっ！」

			【束(そく)弾(だん)】の効果が切れた僕は、真っ先に少年を処理した。

			　何のことはない、後ろから斬るだけの作業だ。ペンちゃんに必死で僕に気づけなかったので、抵抗される前に終わらせることができた。

			　これで形(けい)勢(せい)逆(ぎやく)転(てん)……とはいかないからペンちゃんは厄(やつ)介(かい)である。

			　ロズへ協力を仰ぐように視線を送ってみたはいいが、その協力が協力としての役目を果たすかどうかは怪しいところだ。

			【光(こう)弾(だん)】と【束(そく)弾(だん)】、この他にもペンちゃんはスキルを持っているはずだ。

			　回復系のスキルを撃つと言っていたので、仮に【毒(どく)斬(ぎ)り】を当てても回復されるだろう。

			　となると、勝つ方法は一つしかない。単純に斬って倒すしかないわけだ。ただし、ペンちゃん相手にはたしてそれができるのか……。

			「……やる？」

			「僕としてはやりたくありませんが、逃げたら撃ってくるのでしょう？」

			　否定してくれなかった。ただ無言で僕を見つめる。可愛(かわい)いけれど、どこか怖い。はぁ……答えは一つしかないわけか。

			「やりますか」

			「……ん」

			　少し嬉しそうなペンちゃん。どんだけ戦闘狂なんだ。まあいい。これはあれを試すいい機会だ。本当はスカートめくりのために使うつもりでいたが、戦闘の相手がペンちゃんならばそれはそれでいい。

			「ブラッククイーンには感謝しないとな……」

			「……ん？」

			「いえ、単なる独り言ですよ」

			　そう言って僕は、静かに《暗殺者のおさがり》をインベントリにしまう。

			《暗殺者のお気に入り》――これは、夕(ゆう)闇(やみ)の森で速さに慣らしていた際にブラッククイーンから手に入れたレアドロップだ。

			　その姿は透明で、僕ですら目視することができない。長さを把(は)握(あく)するのに、ずいぶんとかかったものだ。

			　攻撃力こそ《暗殺者のおさがり》の半分だが、この武器にとって攻撃力の乏(とぼ)しさは問題ではなかった。真(しん)骨(こつ)頂(ちよう)はそのスキルにある。

			「……なに？」

			「ははは、いったいなんでしょうね」

			【空(から)風(かぜ)】――それが、この《暗殺者のお気に入り》に備わる武器スキル。敏(びん)捷(しよう)性(せい)を３倍にする効果があり、これにより僕はさらに速く走ることができる。ただし、その代(だい)償(しよう)として防御力が０になるため、一撃でもかすればＨＰバーは吹っ飛ぶだろう。だが、ようは当たらなければいいのだ。

			「……ん」

			　そう言って、ペンちゃんが銃を構える。一つ一つに無(む)駄(だ)がなく、最適な動きで最高の攻撃をくり出すペンちゃん。だが――遅い！

			「……っ！」

			　ペンちゃんが瞬きをした瞬間に接近し、右足を強く踏んで身体を推す。重心が崩れペンちゃんが後ろへ倒れゆく。

			　キョトンとするペンちゃん。この隙に唇の一つでも奪ってやろうかと思ったが、さすがにそこまではできない。

			　僕は素早く腹へ斬り込み、ペンちゃんが攻撃を仕掛ける前に離れた。

			「……速い」

			「あれ？　そうですか？」

			「……ふふっ」

			　とぼけ顔で愛想笑いをかます僕と、トランペットを眺める少年のような表情をするペンちゃん。傍から見れば、異様な光景だろう。

			　現にチラホラと他のプレイヤーが見えるが、誰一人として参戦してこない。

			「手加減はしませんよ」

			「……ばっちこい」

			　平(へい)坦(たん)な声での「ばっちこい」に萌えを感じつつ、僕は建物の壁に向かって跳(ちよう)躍(やく)した。

			　敏(びん)捷(しよう)性(せい)を上げると、色々と面白いことができるようになる。例えば、この赤い帽子のオヤジを連想させる壁キック。

			　アレンのせいでかなりの建物が崩(ほう)壊(かい)したが、それでも他はいくらでもある。

			　建物の壁から壁をスーパーボールが跳ねるように移動し、ペンちゃんの隙(すき)をうかがう。防御力が皆(かい)無(む)なため、これ以上下手に突っ込むのは危険だ。何より、ペンちゃんに同じ手は通じないだろう。

			「……ふふっ」

			　またしても意味深に微笑(ほほえ)むペンちゃん。おもむろに空に向けて銃口を向けると、桜色の唇をそっと動かした。

			「……【ロック】」

			　そう言って撃ち出した銃(じゆう)弾(だん)は、思いもよらない弾道を刻む。

			「はぁ!?」

			　障害物に当たって弾道が変わるのは、まだ理解できる。しかし、今ペンちゃんが撃ち出した弾丸は、空中で自由自在に動いているのだ。それも、僕を狙って。銃(じゆう)弾(だん)に追(つい)尾(び)機能を付与するスキルなのだろう、これはまずい。

			「クソッ！」

			　上下左右、ありとあらゆる方向へ逃げるが、銃(じゆう)弾(だん)は僕の追(つい)尾(び)を止めない。おそらく僕に当たるまで、止まることはないのだろう。

			　ペンちゃんは面白そうにその様子を観察しており、幼女に遊ばれていると思うとなぜか興奮してきた。僕にもそっちの気があったのか。

			　それはいいとして、とにかく今は現状を打(だ)破(は)しなくては。成功率は決して高くないが、あれをやるしかなさそうだ。

			「はっ！」

			　僕は動きを止め、迫り来る弾丸目掛け不(ふ)可(か)視(し)の刃を振った。銃(じゆう)弾(だん)の切断――ペンちゃんと初めて戦った際に偶(ぐう)然(ぜん)できたあの技。

			　今まで、色々な速いモンスターと戦ってきた。中には、銃(じゆう)弾(だん)レベルの速さを持つモンスターもいた。今の僕ならば、おそらくやれるだろう。いや、絶対にやれる――！

			「………………。…………。……ん？」

			　確かに感じたその感触。足元に目を向けると、二つに割れた銃(じゆう)弾(だん)が落ちていた。

			「クククッ……ハハハハハッ!!」

			　これでここは僕の独(どく)壇(だん)場(じよう)だ！

			　さあ、ペンちゃんをどうしてやろうか。まずは着ぐるみを脱がさなくては。そうしたら、すぐにぺったんこな胸を堪能しよう。それが終われば、次は足だな、足がいい。ああでも、お腹というのも魅(み)力(りよく)的(てき)だな。幼女のお腹はさぞかし触り心地がいいだろう。

			　クククッ、ダメだ、銃(じゆう)弾(だん)を斬れた興奮が合わさり、僕自身ですらわけの分からないことになってるぞ。

			　少し落ち着こう。深呼吸だ。

			「……凄い」

			「そうでしょう、そうでしょう。クククッ、降参してもいいんですよ？」

			「……ううん」

			　ペンちゃんはブンブンと顔を横に振って拒否すると、弾幕を張る時のように慣れた手さばきで銃をインベントリにしまった。何か攻撃を仕掛けて来るのかと思ったが、違うようだ。

			　ペンちゃんが、先ほどとは違う銃を取り出した。それは、鮮(せん)血(けつ)のような色をした真っ赤なリボルバーだった。グリップの先から鎖(くさり)が伸びており、その鎖を目で追うともう一丁のリボルバーに行き着いた。

			　両手にリボルバーを握ったペンちゃんは、勝気な微笑(ほほえ)みを浮かべ、僕を見(み)据(す)える。

			「に、二丁……!?」

			　そんなのありなのか？　二刀流すら『ＦＷＯ』にはないんだぞ。

			　おそらく、扱いにくい銃に対する救済処置といったところだろう。運営は、ペンちゃんの存在を考(こう)慮(りよ)して銃を取り扱って欲しいものだ。

			「……少しだけ本気出す」

			　す、少しだけ……だと……。

			「【噴煙(スモーク)】」

			　僕に傾きかけていた状況がまたしてもペンちゃんの方向に傾き、これはやばいとロズが察したのだろう。まるで僕に逃げろと言っているかのようなタイミングで、再び魔法を発動させた。

			　だが僕は、静かに煙が消えるのを待った。

			　少しだけ、ということは、少しではない本気もあると考えられる。この段階で武器を変えたところを見ると、次に変えるのはおそらく防具だろう。

			　本気の防具がスカートであれば――そう、スカートをめくることができるのだ。ペンちゃんと戦う機会が中々ない以上、ここで切り上げるのは愚(ぐ)策(さく)以外の何物でもない。

			「……邪魔」

			　白い煙の中、その言葉だけはハッキリと聞こえた。

			　姿は見えないけれど、おそらくペンちゃんはロズに銃口を向けている。確信はないけれど、そう確信した。

			　今、ロズを失うのはまずい。魔法での支援は、ペンちゃんを倒した後の宝石の奪(だつ)取(しゆ)や、宝石の防衛に必須だ。何より、彼女には僕の興奮を活性化させるという非常に大切な役目がある。

			　僕は全神経を足に集中させ、ロズのいた方向へ駆けた。

			「ロズ!!」

			　ロズの腰辺りへ勢いを殺さず抱きつくと、その衝撃で僕とロズの身体は宙に浮いた。

			　顔に感じるお腹の感触に、僕はひどく興奮した。最近、欲求不満なせいだろう。

			　ロズの着ているチャイナ服は、機動性を生むため横に大きなスリットが入れられている。僕はそこに手をかけ、あくまでも自然を装いめくり上げた。

			　白く雪のような太ももが、僕の視覚に衝撃を与えた。僕の大好物な、むちむちとした太ももである。口に含み舌で転がしたい衝動が僕を襲ったが、僕の理性よ、もう少し耐えてくれ。

			　白い雪の上には、黒のレースの境界線が存在した。花の刺(し)繍(しゆう)が施された、黒の下着である。

			　ユミの白いリボン付きパンツとは違い、これはランジェリーと表現した方がしっくりくる。大人の色気をこれでもかと噴(ふん)出(しゆつ)するランジェリーは、ロズのために存在しているかの如き似合いようだった。

			　白い太ももに黒いランジェリー。
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			　お互いがお互いを拒絶しあいながらも、同時に協力し合っている。これがライバルという関係なのだろう。

			　下半身に描かれた芸術品――この光景は、まさに「美」と呼ぶにふさわしい。

			「えっと……シ、シノくん……何しているの？」

			　あっ、そうだ。僕はペンちゃんと交戦中だったんだ。

			　僕はロズのスカートから何とか視線を外し、ペンちゃんへ向けた。

			　頭のスイッチを切り替え、改めてペンちゃんとの戦闘に戻る。

			「……再開す――」

			　最後の「る」が、ペンちゃんの口から出ることはなかった。

			　僕は何もしていない。それはロズも同じだ。

			　ただ一つ言えることは、ペンちゃんが何者かに後ろから刃で貫かれたということだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　僕とペンちゃんの戦いを観戦していたプレイヤーは相当数いた。

			　ペンちゃんに攻撃を入れたのがその中のプレイヤーであることは明白だ。勇気のある奴もいたもんだな、ペンちゃんの強さを知らないわけでもないだろうに。

			　しかし、あのペンちゃんが油断するとは。

			　おそらくだが、あの二丁の銃を出した瞬間に勝利を確信したのだろう。慢(まん)心(しん)から出たサビが身を滅ぼしたのだ。

			「や、やった！」

			　誰かがペンちゃんに攻撃を与えたことを喜ぶ。

			　ペンちゃんを見ると、僕との戦いを邪魔されたからか、はたまた攻撃を受けたからかは分からないが、プルプルと怒りに震えていた。

			「……んっ」

			　鬱(うつ)陶(とう)しいと言わんばかりに、自分を刺したプレイヤーを蜂の巣にするペンちゃん。

			　だが、それを合図に今まで観客面していたプレイヤーたちが一斉に参戦した。一人が攻撃を与え、自分でもやれるという気持ちが生まれたのだろう。

			　この調子ならいつかペンちゃんが本気を出すのではないかとほくそ笑んでいたが、どうやら僕はペンちゃんの強さを見(み)誤(あやま)っていたようだ。ペンちゃんは二丁の銃を手足のように操り、確実に敵の数を減らしていく。

			　しかし、数が減るにつれてそこには強者が残り、徐々にペンちゃんが苦戦し始めた。相手が攻撃パターンの決まったモンスターではないというのも大きいのだろう。

			「おおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ!!」

			　――一人のプレイヤーがペンちゃんの顔に拳を叩き入れる。

			　その光景を目の当たりにした僕の中で、沸(ふつ)々(ふつ)と黒い何かが沸き立った。怒り、憎しみ、そんな言葉では言い表せない何かだ。ただ一つ言えること、それは……、

			「お前――僕でさえ触ってないペンちゃんのプニプニほっぺを触ったな！」

			　僕が冷静さを取り戻した時には、ペンちゃんを殴ったプレイヤーに《暗殺者のお気に入り》を突き刺していた。

			　殴る殴らないの話なんてものはどうでもいい。『ＦＷＯ』では素(す)手(で)も立派な武器なため、女を殴るのはどうとか言っていたらゲームにならない。

			　だが、こいつは僕よりも先にプニプニほっぺを堪能しやがったのだ。万死に値する大罪だ。

			「お、お前……何をし――」

			「うるせえ！　その手舐(な)めるぞ！」

			　もの凄く気持ちの悪いものを見る目を向けられた。確かに手を舐(な)めると言われれば引くけれど、元はと言えばお前が悪いんだからな。

			　クソッ、胸(むな)糞(くそ)悪い。ペンちゃんの体はプニプニほっぺからスベスベ太ももまで、僕のものだぞ。ふざけんじゃねえよ。

			　まだ二十人あまりが残っている。どいつもこいつもペンちゃん目当てだ。国内トッププレイヤー候(こう)補(ほ)を倒して名を上げたいのだろう。くだらない、名を上げるよりも下半身の熱を上げてろ。

			「ペンちゃん」

			「……なに？」

			「これが終わったら、思う存分頬(ほお)擦(ず)りさせてください」

			「……？」

			　返事はない。ならば、肯(こう)定(てい)と受け取っておこう。

			　クククッ、ペンちゃんのプニプニほっぺだ。さぞかし気持ちいいに決まっている。

			　さて、このプニプニを汚す者どもをどう始末してやろうか。

			「うおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ!!」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「申し訳ございませんでした」

			　ギルド「鳥(とり)籠(かご)」のギルドホーム。

			　温かみのある木の空間で、その温かみを消し去る勢いで仁(に)王(おう)立(だ)ちする女性が二人。

			　僕は、その女性の前で土下座という情けない姿を晒(さら)していた。

			「敵であるペンギンを助けた挙(あげ)句(く)、そのペンギンの不意打ちに反応できず負け、さらに宝石まで全部奪われるなんて、先輩は本当にどうしようもない劣(れつ)等(とう)種(しゆ)ですね」

			「格好をつけるのはいいけど、さすがにあの最後はないわよね……」

			「返す言葉もございません」

			　クソッ、ペンちゃんめ。せっかく協力してあげたのに、掃(そう)討(とう)終了と同時に不意打ちはないだろ！

			　なんてことを今さら悔いても仕方がない。とりあえず今は、この状況を何とかしなくては。

			　……それにしても、こうして視点を下げると足の美しさがより際(きわ)立(だ)ったように見える。それに、この体勢からなら簡単にスカートをめくれそうだ。

			「先輩、今、良からぬことを考えているでしょう？」

			「お前やっぱりエスパーだろ！」

			　ユミは呆れたように大きなため息を吐いた。

			　結局、ペンちゃんに宝石を奪われた僕たちは、彼女を仕留めることができず、そのまま膝(ひざ)を折ることとなった。そして今回のイベントは、「仭(じん)月(げつ)」が一位を獲得し幕を下ろした。

			「仭(じん)月(げつ)」の勝利の九割はペンちゃんの働きだろう。ペンちゃんの強さは異常だった。ただ、ペンちゃんがいくら強いからと言って、僕のミスが見すごされるわけではない。

			　そのため、僕たちはこうして反省会をしていた。主に僕がひたすら謝っているだけなのだが、それだけのミスをしてしまったのだから仕方がない。

			「まあ、過ぎたことを今さら言ったって仕方ないんだし、シノくんも反省してるみたいだからいいんじゃない？」

			「……先輩が反省しているとは考えにくいですが、ロズさんがそう言うならこの話はもうやめましょう」

			　渋(しぶ)々(しぶ)といったユミ。まったく、僕はこれまでにないくらいに反省しているんだぞ。本当に失礼な奴だな。……………………あ、ちょっとスカートが揺れてユミの太ももが。

			「ユミ、次はどんなイベントがあるのか知らないのか？」

			「一応、夏に水中のダンジョンを出すとか聞いてますけど、イベントは知りませんね。ああでも、秋にプレイヤー対抗戦をするそうです」

			「水中のダンジョン？」

			「ええ、水中でモンスターと戦うのです」

			　つまりあれか、水着を着て戦うというのか。

			　となると、モンスターの攻撃から助けるため、たまたま水着の中に手が入っても合法だよな。うん、合法に違いない。なんてったって、たまたまなのだから。そう考えるとやる気が湧いてくる。夏よ、早く来てくれ！

			「また良からぬことを考えていますね。全部顔に出ていますよ」

			「な、何!?」

			「先輩は卑(ひ)猥(わい)なことを考えている時だけ締(しま)りのある顔をしますからね。分かりやすいんですよ」

			　そ、そうだったのか……知らなかった……。

			　それにしても心外だ、卑(ひ)猥(わい)なことを考えている時だけ締(しま)りのある顔をしているだなんて。僕は常時締りのある顔をしてるだろ。だが、本当に僕のことをよく見てるんだな、ユミは。

			「ねえユミちゃん、プレイヤー対抗戦って何？」

			「私もよく知らないのですけど、その名のとおりプレイヤー同士で戦い頂点を決めるそうです。おそらく、あのペンギンが一位を獲るでしょうけどね」

			「それは分からないわよ。ユミちゃんは見ていなかったから知らないでしょうけど、シノくんはあのペンギンちゃんとほぼ互角に戦ってたんだから」

			「とはいえ、ペンちゃんは少ししか本気を出してなかったみたいだけどな」

			　なんて言いながら、僕も本気を出していたわけではない。運営からもらったスキル――あれを使えば勝てたかもしれない。だが、あれは今の僕にとって危険すぎる。諸(もろ)刃(は)の剣どころの騒ぎではない。

			　あれを制御するには、もう少し時間がかかるだろう。来るべきプレイヤー対抗戦には間に合わせなければ。

			「そういえば、シノくんとユミちゃんは学生なのよね？」

			「ええ、そうですよ」

			「もうすぐ夏休みだろうけど、二人とも何か予定はあるの？」

			　ユミは知らないが、僕は特にない。

			　成績的に補習はないだろうし、家族旅行へ行く予定もクラスメイトとどこかへ行く予定もない。部活もやっていないので、今年の夏休みも家でゴロゴロして終わるのだろう。

			「僕はないぞ」

			「私は一応あるのですが、それがどうかしたんですか？」

			　ロズは僕とユミに期待のこもった瞳を向け、にっこりと微笑(ほほえ)みながら言った。

			「オフ会、しない？」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　セミが鳴き始めたこの季節。

			　いつもなら教室に夕日が差し込む時間帯だが、今日はいまだに太陽がせわしなく働いていた。

			　まだ夏とは言い難いが、夏に片足を突っ込んでいる状況なのだろう。

			「暑いですね」

			　放課後になると、教室のエアコンは止められてしまう。

			　西神は僕が使っている下敷きでパタパタと扇ぎながら、手の甲で額(ひたい)の汗を拭った。あの汗をどうにか採取すればかなりの高額で売れるのではないだろうか、なんてことを考えながら、僕は西神の言葉に賛同する。

			「昨日は夏休みに予定があるとか言ってたが、家族と旅行にでも行くのか？」

			「いえ、違います。キャンプに行くのです」

			　僕は自分の耳を疑った。

			　西神がキャンプ……まさか一人でか？　いや、誰かと行くに決まっている。

			　だが、家族旅行を否定したので、家族と一緒ではないだろう。だからといって、友達がいない西神がクラスメイトとキャンプに行くとは考えにくいし……。

			「誰と行くんだ？」

			「ボランティアです」

			「ボランティア!?」

			　回答があまりに予想外すぎて、一瞬理解できなかった。あの西神がボランティア……。何を考えているのだろう。

			「市が小学生を対象としたキャンプのボランティアを募(ぼ)集(しゆう)していましてね。私、こう見えて子供が好きなんですよ」

			「そうだったのか……。それにしても西神、くれぐれも子供を泣かすなよ。お前は口が悪いんだから」

			「善(ぜん)処(しよ)します」

			　いや、素直に分かったって言えよ。

			「しかし、西神は子供が好きだったのか。奇(き)遇(ぐう)だな、僕も幼女から童(どう)女(じよ)まで幅広く好きだぞ」

			「先輩と一緒にしないでください。ていうか、そんなんじゃ先輩も子供に泣かれちゃいますよ」

			「何言ってんだ？　僕は参加しないぞ？」

			　しかし、西神は自分のカバンに手を入れると、取り出したクリアファイルの中から、ボランティアの応募用紙を突きだした。そこには西神の名前や住所などが記され、その下の欄には僕の名前や住所まで記されていた。

			「……なんだこれは」

			「何でもする、先輩は確かにそう言いましたよね」

			　こうして僕は、貴重な夏休みを小学生のために削ることとなったのだ。

		

	
		
			　

			第五章　つかの間の休息

			　

			　夏。

			　ジリジリと太陽が自己主張するこの季節。

			　セミは命の限り雑音を振りまき、今日も今日とて暑さに喘(あえ)ぐ人々の怒りの対象となっていた。

			　当の僕はといえば、暑さで薄手の服を着るようになった女性を観察し、ニヤニヤする毎日である。

			　来年は受験ということもあり、両親に夏期講習を勧められたが、特にこれといった将来の夢も行きたい大学もないので断った。我ながらダメな奴だと思う。

			　夏休み中にやるように渡された課題は、早くも半分が終了した。最終日に徹夜でやりたくないからだ。

			　ふと時計に目をやると、短針が８に差しかかっていた。そろそろ西神が訪ねて来る頃だろう。

			　小学生を対象とした二泊三日のキャンプ。今日はその当日なのだ。

			　ボランティアは小学生よりも一足先にキャンプ場へ向かい、カレーの作り方やテントの立て方などの軽い講習を受けなくてはならない。面倒だが、午後から来る女子小学生のためだと思えば頑張れる。

			　西神の到着を今か今かと待っていると、玄関の呼び鈴が鳴った。

			「はいよー」

			　僕は適当に返事をしながら、事前に用意した荷物を肩から下げ玄関へ向かう。中学の時のエナメルバッグは、こういう時に役に立つ。

			　服装に指定はなかったが、靴(くつ)は動きやすいものとなっていたので、これまた中学の時に使っていた運動靴を引っ張り出す。足のサイズが変わっていなくて良かった。

			　Ｔシャツに短パン、そして運動靴とエナメルバッグ。こういう格好をしていると、中学の陸上部時代を思い出す。

			　しかし、あの頃と今では決定的に違うことがある。これから僕は、自分のためではなく小学生のために走らなければならないのだ。

			　別に僕も子供が嫌いというわけではない。むしろ女子小学生に頼られると思うと俄(が)然(ぜん)やる気が湧いてくる。ただ、一応命を預かる立場となるわけなので、不安も拭いきれない。気を抜かないようにしなくては。

			「先輩、おはようございます。暑いせいか顔が崩れていますよ？　あっ、元からでしたね」

			　麦わら帽子に白いワンピース。あまりにも飾り気のない格好の西神。

			　しかし、相変わらずこいつは可愛(かわい)い。これでもう少し胸があれば良かったのだが、それは贅(ぜい)沢(たく)というものだろう。これで我慢するしかない。

			「どうしてため息を吐いているんですか？」

			「いや、世の中に完(かん)璧(ぺき)なんてないんだと思ってな」

			「……何だかとても失礼なことを考えられていたような気がしますが、今日は機嫌が良いので許してあげましょう」

			　そう言って、西神は踵(きびす)を返した。

			　僕の前を軽い足取りで歩いてゆく西神の姿が可愛(かわい)かったのは、もはや言うまでもないだろう。

			　

			「えーっ、皆様、このたびは貴重なお時間を割(さ)いていただきありがとうございます。今回の企画の企画長兼、講師を担当します横(よこ)原(はら)と申します」

			　市役所からバスで一時間弱。

			　着いたキャンプ場で待っていたのは、髪の薄さが目立つ四十代後半ほどの男性だった。

			　横原さんは、ボランティア約二十人にひとの良さそうな笑顔を振りまいている。この笑顔に向かって、女性が良かったなんて口が裂けても言えない。

			「では早速、テントの建て方、火の起こし方、ご飯の炊き方、カレーの作り方の講習に入りますので、荷物をバンガローに置いて、もう一度ここへ集合してください。バンガローの割り振りは、そこのホワイトボードを参照してください」

			　僕と西神は同じバンガローだった。

			　同じ応募用紙で応募したからだろうか。いや、主催者側が変な気を遣ったからかもしれない。まあ、どちらにしろ、知らない人じゃなくてよかった。

			　クククッ、同じ部屋ならば西神も逃げれまい。さて、どうしてやろうか。夜が楽しみだな。

			「何か妙なことをすれば、刺しますからね」

			「怖っ！　ていうか、それなら今から横原さんに言ってバンガローを変えてもらえよ」

			「先輩を野放しにはできません」

			「お前は僕の飼い主か!?」

			　今日も今日とてわけの分からない西神である。暑さで頭がどうにかなっているのかもしれない。

			　まあいい。とにかく今は講習だ。

			　

			「お二人は何かの部活動で？」

			　僕と西神が二人一組で講習兼小学生が失敗した時のためのカレーを作っていると、横原さんが話しかけてきた。さっきからこうして打ち解けようと色々な人に話しかけているようだが、こっちは集中しているのだから手が空いている時にやって欲しい。

			「いえ、僕たちは単なる友人です。部活動には所属していません」

			「ほお、では自主的に？　最近の学生さんは偉いですねえ」

			　西神は横原さんの言葉に見向きもせず、一人せっせとカレーを作り続ける。

			　何をどうしても規定の材料ではそれ以上の味を出すことはできないと思うのだが、それでも西神にはこだわりがあるのだろう。家庭的なだけはある。

			　というか、これは講習なのだから自分のこだわりを出していいのだろうか。まあ、横原さんは何も言わないし、遊んでいるわけでもないのでいいのだろう。

			「何かじゃがいもデカくないか？」

			「そうですか？　うちではいつもこれくらいなのですが」

			　こういう定番な料理というのは、各家庭で色々と異なる点がある。

			　例えばうちはカレーによく納豆が出るのだが、西神に言うと気持ちの悪いものを見る目を向けられた。失礼な奴だ、意外と合うんだからな。

			「そういえば、西神はオフ会に参加するのか？」

			「ロズさんの言っていたあれですか？　正直不安はありますけど、興味がないわけじゃないです」

			「だよな。僕もそうだ。しかしまあ、現実のロズってどんな感じなんだろうな。テレビで見たことがあるとはいえ、あれが本当の姿とは限らないわけだし」

			　茶髪ロングの巨乳なアイドル、僕が知っているマリーという人物の情報はこれだけである。

			　メディアの前では笑顔を振りまいていたが、だからといってそれが本当の笑顔とは限らない。もしかすれば、普段はまったく笑わないのかもしれない。

			　アイドルをやっているのだからそんなことはないと思うが、未知であることは確かだ。ゆえに、僕だって不安だ。

			　だが、それは向こうも同じだろう。

			　僕と西神は顔見知りだからいいとして、ロズは二人分の不安を抱えているのだ。はたしてロズは、僕を見てどう反応するのだろうか。今までのセクハラの恨みを込め、平手打ちの一つくらいされそうなものである。

			「オフ会っていつするんだ？」

			「まだ決まってません。八月中旬がいいとロズさんは言っていましたが、私たちの予定もありますし、ていうか先輩、ちゃんと話を聞いていてください」

			　オフ会について三人で話している間、ずっとロズの黒いランジェリーのことを考えていたなんて口が裂けても言えない。今言えば、カレーの具に僕の肉が追加されそうだ。

			　肉と言えば、キャンプ二日目の夕食はバーベキューだそうだ。僕は性的にも食的にも肉食なため、今から楽しみである。

			「できました」

			「え、もうできたのか？」

			「本当は寝かせた方が美(お)味(い)しいのですが、そこまでこだわってはいられませんよ。先輩、少し食べてみてください」

			　そう言って西神は、ルーを小皿に移し僕へ差し出した。

			　どうして西神ではなく僕が先なのかと疑問に思いながら、そっと小皿に口をつけルーを口に流し入れる。

			「うん、美(お)味(い)しい」

			「それだけですか？」

			「いや、それだけって他に何があるんだよ」

			「あれが足りないとか、ここはもう少しこうした方がいいとか」

			「バカ言うな。僕にそんなことが分かるわけねえだろ」

			　そう嘆(たん)息(そく)気味に言うと、西神は呆れた様子で同じ小皿にルーを移したかと思いきや、何のためらいもなく口をつけた。それも、僕が口をつけたところと同じところに。

			「確かに美(お)味(い)しいですね」

			　何でもないように言ってのける西神だが、その頬(ほほ)は明らかに赤みを帯びていた。

			　僕の下半身がカレーのように刺激的なことになっていたことは言うまでもない。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「いつまでふてくされているんですか先輩。そろそろ小学生が到着しますよ」

			　時刻は午後二時。そろそろ小学生が到着する時間だ。

			　ニコニコとした笑みを浮かべるのが正解だと分かってはいるのだが、僕はそうすることができないでいた。その理由は、他でもない西神にある。

			　講習が終わり、小学生が到着するまでボランティアは各々が好きな時間を過ごしていた。その時間を利用し、僕は西神を河原に誘ったのだ。

			　太陽がギラギラと輝いているが、水の流れる涼しげな音が暑さに喘(あえ)ぐ心を静める。もちろん、僕の膨(ぼう)張(ちよう)した下半身が鎮まることはないが。

			　僕は川に手を入れて遊ぶ西神の背後に忍び寄り、熱くたぎる下半身に任せ、抱き締めようと腕を広げた。だが次の瞬間、僕は西神に腕の関節を決められ顔いっぱいに川の水の冷たさを思い知らされる。

			　そして、いつの間にか手足をそのへんの丈夫な雑草で拘(こう)束(そく)され、硬い石の上に転がされたのだった。

			　

			　その後、どうにか自力で拘束を解く。西神は最近護(ご)身(しん)術(じゆつ)を学び始めたらしい。対僕用だそうだ。

			　ただでさえ頭が良く飲み込みが早い西神である、そこらへんの警察官より制圧力がありそうだ。

			「硬い石の上でお前に侮(ぶ)蔑(べつ)の目を向けられていた僕の気を察しろよ」

			「興奮した……とか言わないでくださいよ」

			「もっとアウトな言い方してやろうか？」

			「け、けっこうです！」

			　度重なる罵(ば)倒(とう)の末、僕に眠るマゾの気が目覚めてしまったらしい。これは由(ゆ)々(ゆ)しき事態だ。

			「しかし先輩、おかしな話もあったものですね」

			「ん？　何がだ？」

			「精神年齢が小学生以下の先輩が、小学生の相手をすることです。ああでも、遊んでもらっているという表現ならしっくりきますね」

			「自ら進んで毒を吐かなくてもいいんだぞ!?」

			　なんてことを言いながら、『森の中で宝探しゲーム』というイベントの準備を急ぐ。

			　当然だが、宝探しといっても本物の金銀財宝を探すわけではない。僕たちボランティアが隠しているのは、ガチャガチャのカプセルである。中には、百均で買ったと思われるおもちゃのメダルが入っているだけだ。

			「あと十分でーす！」

			　横原さんの声が響く。僕と西神は作業を終え、芝(しば)生(ふ)の敷かれた広場へ移動した。

			　ほどなくして、キャンプの駐車場に大型バスが到着する。中から六十人弱の小学生がわらわらと出てきた。

			　小学生を対象としたキャンプといっても、小学一年生や二年生、三年生は年齢の都合上参加できない。参加できるのは四年生からだ。

			　小学四年生ともなれば、ある程度胸の育った子もいる。六年生にもなればなおさらだ。

			　西神よりも胸の大きな子を数人発見したところで、ようやく全員の整列が完了した。これから横原さんが注意事項を述べ、班分けをし、テントを建てる。

			　班分けの際には、それぞれの班にサポートとして僕たちボランティアが割り振られることになっていた。

			「それでは皆さん、決まりを守って楽しいキャンプにしましょう」

			　横原さんの話が終わり、次は班分けである。

			　班はすでに決められており、僕たちボランティアはその整列をさせなくてはならない。

			　元気のありあまる小学生に苦戦しながら、どうにかこうにか整列させると、僕と西神は担当する班のもとへ移動した。

			　

			　班の小学生たちは非常に良い子で、まったく手がかからなかった。少し味気ないくらいだ。

			　今小学生たちは、先ほど僕たちが隠したガチャガチャのカプセルを探す『森の中で宝探しゲーム』に取り組んでいた。

			　小学生たちの目はギラついている。獲得したメダルの数の多い順から、夕飯のカレーの種類を決められるためだ。

			　カレーと一言に言っても、シーフードカレーやチキンカレー、ビーフカレーなど様々な種類がある。班ごとに違うカレーを作ることとなっており、これはそれを決めるためのイベントだった。

			「ふぅ……」

			　その場を西神に任せ、木の切り株に腰を下ろし一息つく。

			　手がかからないとはいえ、慣れない子供のおもりに疲れないわけがない。

			　西神は妹がいるからいいかもしれないが、僕は一人っ子なのだ。

			「疲れましたか？」

			　横原さんだ。相変わらずひとの良さそうな笑顔を浮かべている。

			「ええ、まあ。皆さん元気で疲れちゃいますよ」

			「はっはっは、学生さんがそんなことを言ってどうするんですか」

			「それを言われちゃ返す言葉もないんですが……」

			　なんてことを言いながら、しばらく談笑を交わす。

			　横原さんは良い人だ。そういうオーラが身体からにじみ出ている。そのため、必要以上にベラベラと喋ってしまった。スパイが似合いそうだ。

			「暇でしたら、あそこにいる子の相手をしてあげてくださいよ。恭(きよう)介(すけ)くんって言うんですけど、さっきからずっとああなんです」

			　そう言って、横原さんは川辺の方を指差した。そこには、恭介という少年がつまらなさそうに座っていた。あの年で中二病だろうか、可(か)哀(わい)想(そう)に。

			「分かりました。それじゃあ、ちょっと行ってきます」

			　西神に一言かけ、僕は川辺へ向かった。

			　小石を拾っては投げ、拾っては投げを機械のように繰り返す恭介くん。

			　石が川の水に飲まれる破(は)裂(れつ)音のような音が響く中、僕は恭介くんの肩を叩いた。女子小学生が良かったという思いがないわけではないが、まあ今はいいだろう。

			「宝探しには参加しないのか？」

			　恭介くんは手に持った石を足元に放って、僕の方を向いた。

			　振り向いた恭介くんは、ふてくされた顔をしている。

			　なぜだろう、この顔をどこかで見たような気がする。僕はこの恭介くんと完全な初対面だ。これだけは絶対だと言い切れる。

			　にもかかわらず、頭の中に雲のような何かが浮かんで中々消えようとしない。

			「うるさいな、ぼくのことは放っておいてくれ」

			「あっ……！」

			　その聞き覚えのある声に、思わず声を上げてしまう僕。とはいえ、少しばかり現実味に欠ける。こんなことが本当にあるのだろうか。何はともあれ、気になって仕方がないのは確かだ。これは確かめてみて損はない。

			「そんなこと言ってないで、皆で一緒に遊ぼうぜ」

			「一人で遊んでる方が楽しいんだよ」

			「それじゃあ僕も混ぜてくれよ。実は水切りって得意なんだ」

			　一応言っておくが、これは嘘だ。水切りなんて人生で二、三度しかしたことがなかった。

			「これが水切りをしているように見えるのか？　何なんだよお前」

			「何なんだよって、見りゃあ分かるだろ。ボランティアだよ」

			「何だよその顔、腹立つな」

			「恭介くんこそ、そんなふてくされた顔で何か嫌なことでもあったのか？　もしかして、ペンちゃんに裏切られたからか？」

			　恭介くんの表情が明らかにこわばる。図星だ。

			『ＦＷＯ』の中で発する声は、現実の声とまったく同じなのだ。もしやと思ったが本当にそうだったとは。世界というのは僕が思っている以上に狭いらしい。

			「お、お前――」

			　目を見開き、プルプルと震える恭介くん。

			　幽霊を見たような顔で僕を見ているのだが、僕ってそこまで恐ろしい顔をしているのだろうか。なまじ西神に畜(ちく)生(しよう)や化け物や生物兵器呼ばわりされることが多いため、少し不安になってきた。

			「あの時の、シノか!?」

			　青髪の少年――ギルド「仭(じん)月(げつ)」のメンバー、暁(あかつき)の仇(かたき)を討とうとしたプレイヤーだ。

			　まさか現実で、しかもこんな形で再会するとは思わなかった。本当に世界は狭い。

			　はぁ……どうせ再会するならペンちゃんが良かったな。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ななな、なんでお前がここにいるんだよ！」

			「それはこっちのセリフだ。どうしてお前がここにいるんだよ」

			　ふてくされる余裕がないほど混乱する恭介くん。そりゃあそうだろう、ゲーム内の仇(かたき)がこうして目の前にいるのだから。

			　僕も声は平然としているが、わりと混乱していたりする。現にどういう顔をすればいいのか分からず、今僕はもの凄く変な顔をしていることだろう。

			「ぼ、ぼくはあれだよっ。お母さんが家でゲームばっかりしてないで、たまには外に出ろって……」

			「そりゃあ、お前のお母さんが正しいだろ。拗(す)ねてないで宝探しに混ざってろよ。でないと僕の仕事が増えるんだ」

			「うるさいな！　放っといてくれよ！　だいたい、暁のことはまだ忘れてないんだからな！」

			　僕も中々しつこい性格をしていると自負するが、こいつも大(たい)概(がい)だな。まあ、あまり淡(たん)白(ぱく)すぎるのもどうかと思うが。

			　それにしても、中身が本当に小学生だったとは。これでペンちゃんの小学生説も強まった。クククッ、可愛(かわい)らしい無口な女子小学生とかそそるぜ。

			「仇(かたき)とか言ってるけどさ、僕、ペンちゃんに撃たれて負けたからな。あれでいいじゃないか、お前のギルドは優勝したんだから」

			「た、確かにぼくがペンギンにそうするように言ったけど、ダメなものはダメなんだー！」

			　子供特有の「理屈が通じない」である。面倒くさいが、僕にもこういうところがあるので邪(じや)険(けん)にできない。

			「ダメなのは分かったから、とりあえず向こうへ行こうぜ。僕の迷(めい)惑(わく)はともかく、班の人に迷(めい)惑(わく)がかかることだしよ」

			「うっ……し、仕方ないな、とりあえずここを離れるよ」

			　意外と聞き分けの良いところに感心しつつ、並んで川辺を離れる。

			　川辺から離れてもなお恭介くんは皆の輪に加わろうとせず、Ｕ字溝に腰を下ろしふてくされた顔をしていた。そんなにも外で遊ぶのが嫌なのか、将来が心配だな。

			　まあ、僕が知ったことではないんだが、仕方ない。優しい僕が一人ぼっちな恭介くんの話し相手になってあげるとするか。なんて僕は優しいんだ。

			「僕も暇だし、『ＦＷＯ』の話でもするか？」

			「……さっき放っといてくれって言っただろ。だいたいお前、さっき仕事が増えるとか迷(めい)惑(わく)とか言ってたじゃないか」

			「そうだけど、結果としてお前がまた一人でいたら僕がバツの悪い思いをすることになるんだよ」

			「何だよ、結局自分本位か」

			　お前も仇(あだ)討(うち)にペンちゃんを使っただろ、と言い返してやろうかと思ったが、そんなことを言えば拗(す)ねてしまうと分かっていたのでやめた。これ以上ややこしくなられては困る。

			「そう言わず語ろうぜ。お互いに色々とネタがあるだろうしな」

			「……ネタがあるって、例えば何話すんだよ」

			「そうだな。どうして弱っちいお前がギルド対抗戦に出れたのか、なんてのはどうだ？」

			「……お前、性格悪いな……」

			　僕の性格が悪いことは僕自身が誰よりも知っている。だが、これについては本当に気になるのだから仕方がない。

			　ギルド「仭(じん)月(げつ)」はＰｖＰに特化したプレイヤーばかりが集まっているのだと思っていたが、恭介くんの弱さったらない。

			「ぼくが出れた理由を言ってもいいけど、別にぼくは弱っちくないぞ」

			「はいはい、分かったから言ってくれよ。気になってたんだ」

			「…………まあいいか。ぼくが出してもらえたのは、ペンギンを引き入れる交(こう)渉(しよう)に成功したからだよ。だからギルドマスターが許してくれたんだ。まっ、ぼくにかかればペンギンなんかちょちょいのちょいだけど」

			　ペンちゃんのプニプニほっぺが、どこの馬の骨とも分からない奴のせいで処女を失ったのはこいつのせいだったのか。後で西神が僕を縛るとかで持って来ていた麻(あさ)縄(なわ)で吊るしあげてやろう。

			　しかし、こいつがペンちゃんを説得できるとはな。ペンちゃんの弱味でも握っているのだろうか。それはけしからん、やはり吊し上げて僕に教えるように強要しよう。

			「ペンちゃんの弱味を握っているんだろ。そうならさっさと吐け。僕が有効活用してやる」

			「め、目が怖い！　怖いっ、怖いから！」

			「うるさい黙れ。さあ教えろ、ペンちゃんの弱味を。僕に任せておけば、あどけない白髪幼女のあられもない姿が見られるんだぞ？　素晴らしいとは思わないか？」

			「ぼ、ぼくは！　クラスメイトのそんな姿なんて見たくないよ!!」

			「え？」

			　――今、なんて言った。

			「ど、どういうことだ。僕に分かるように説明してくれ」

			「どうもこうもないよ。ペンギンとぼくは同じクラスなんだ。だからペンギンは、僕の言葉をどうにか飲み込んでくれたわけさ」

			　よし、そうと決まればこいつの小学校を特定しなくては。

			　ペンちゃんの小学生説が確定した。ならば次のステップに入らなくてはいけない。それは、現実のペンちゃんとコンタクトを取ることだ。

			「今すぐお前の通う小学校の名前と住所を教えろ。いや、教えてくださいお願いします」

			「……あのな、教えるのはいいけど無(む)駄(だ)だぞ」

			「まさか、ペンちゃんは男なのか？　音声認証があっただろ？」

			「いや、確かにあいつは女だよ。椅子の後ろのネームシールがピンク色だから。だけどあいつ、学校に来てないんだよ」

			　弾幕、曲射撃、近接戦闘、その他あらゆる技術の正体は廃(はい)人(じん)プレイにあったのか。薄(うす)々(うす)そうではないかと思っていたが、まさか本当にそうだったとは。

			　はぁ……学校に来てないのか。それならランドセル姿も、当然制服姿も拝めないのか……。

			「……実際に会えないなら、せめてどんな子なのか教えてくれよ」

			「それはできない。だってあいつ、小学校の入学式しか来てないし。その入学式も、確か途中で帰ったんだっけな？　何にしろ、ぼくはもう五年生だぜ？　そんな前のこと、覚えてるわけがないだろ」

			「は？　じゃああれか、ペンちゃんはその日以降ずーっと家にこもってるのか？」

			「ああ、そうだぞ。噂じゃ病気にかかってるとか、実はいなくて幽霊だったなんて言われてるけど、どうせ今も『ＦＷＯ』の世界にいるだろうさ」

			「……しかしまあ、よくそんなクラスメイトを見つけられたな。『ＦＷＯ』の人口はすでに五万人を突破してるってのに」

			「たまたま小学校の話題を出したら当たったんだよ。まっ、運も実力のうちだな」

			　色々なことを一度に知って頭が重くなった気分だ。僕は大きくため息を吐き、一度頭の中の不純物を外へ出した。

			「繰り返すけど、本当にペンちゃんがどんな子なのか覚えてないのか？」

			「どんだけ知りたいんだよ。何も覚えてないって言ってるだろ。……ああでも、クラスにペンギンの家の近くに住んでる奴がいるんだけど、そいつが前に一度、外でペンギンを見たとか言ってたな」

			「もちろん、どんな感じだったとか聞いているんだよな？」

			「ま、まあ、確かに興味本位で聞いたけど、どんな感じって言っていたかなぁ……」

			「思い出せ！　お前なら思い出せる！　僕は信じてるぞ！」

			「本当にペンギンのことが好きなんだな……まあ、ぼくには関係ないけど。どんな感じ、うーん……どんな感じか。確か雪とか氷とかよく分からないことを言っていたけど、一番よく分からなかったのは――」

			　全神経を聴覚へ集中させ、恭介くんの言葉に耳を傾ける。

			「ウサギ……だったかな」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　宝探しの結果、ジンギスカンカレーなるわけの分からないカレーを食べるはめになったわけだが、割と美(お)味(い)しかった。

			　エプロン姿で得意げに包丁を握る女子小学生は非常に魅(み)力(りよく)的(てき)で、そのおかげで、余(よ)計(けい)にカレーが美(お)味(い)しく感じられたのかもしれない。

			「くさやみたいな顔でカレーを食べないでもらえますか？」

			「くさやみたいな顔って何だよ！」

			　不満そうな顔で言う西神。何が不満なのだろう、僕は何もしていないじゃないか。

			　

			「お食事中のところ申し訳ないのですが、ボランティアの方は少し集まってくださーい！」

			　少し離れた所から横原さんの呼ぶ声が聞こえた。

			　キャンプ場は夜の闇に沈みかけているため、横原さんの姿はうっすらとしか見えない。しかし、あの笑顔だけはハッキリと確認できるのだから凄いと思う。

			　僕と西神はスプーンを置き、横原さんの所へ向かった。ボランティア全員が集まるのを確認すると、横原さんは言った。

			「予定にはありませんでしたが、カレー作りが早く終わったので肝(きも)試(だめ)しをしましょう」

			　僕の背筋に、嫌な汗が流れる。

			　僕は幽霊だとかそういうのが非常に苦手で、肝(きも)試(だめ)しやお化け屋敷も大の苦手なのだ。

			「あ、安全は大丈夫なんですか？　小学生の安全を確保するなら、そういう思いつきは良くないですよね」

			　何としても阻(そ)止(し)したい僕は、咄(とつ)嗟(さ)に思いついた言葉を口にした。だが、横原さんは相変わらずの笑顔である。

			「大丈夫です。私は今日までに何度も下見に来ていますし、今さっきも一回りしてきました。それに肝(きも)試(だめ)しといっても、どこかの廃(はい)墟(きよ)へ行くわけじゃありません。その辺をぐるりと回って戻ってくるだけです。その過程で川や一般道に近づくことはありませんし、安全面については問題ありませんよ」

			　……言い返す言葉が見当たらない。

			　横原さんは良い人だと思っていたのだけれど、どうやら違ったらしい。

			「良かったですね。先輩の好きな肝(きも)試(だめ)しですよ」

			「くっ……お前……！」

			　西神は僕がお化けを苦手だと知っている。

			　ニヤニヤと僕の神経を逆なでして楽しんでいるのだ。暗(くら)闇(やみ)にまぎれて剥(む)くぞこの野郎。

			「後で懐中電灯を配ります。班の子たちの引(いん)率(そつ)を頼みましたよ」

			　胃がキリキリと痛む。

			　

			「兄ちゃんこえーのか？　ダッセー」

			「ただ暗いだけじゃん。何が怖いの？」

			「手、握っててあげるね」

			　暗(くら)闇(やみ)の中、班の女子小学生が差し出した手を握り一息吐く。いい握り心地だ。しばらく手を洗うのはよそう。しっとりとした手の感触を堪能しながら歩く夜の森は、やはり怖かった。わけもなく背後から視線を感じて嫌な汗が止まらない。

			「先輩、男なんですから、もう少しちゃんとしてくださいよ」

			「う、うるさいな！　揉(も)むぞ！」

			「……先輩の煩(ぼん)悩(のう)は、恐怖をもしのぐのですね……」

			　しかし怖い。本当に怖い。怖くて怖くてたまらない。そろそろバンガローのあるところに戻れる。手を握ってもらっていることだし、それまで目をつぶっていようか。

			「それにしても、せっかくの肝(きも)試(だめ)しなのにあまり怖くありませんね」

			「十分に怖いだろ!?」

			「せっかくなので怖い話でもしましょうか、皆さんも聞きたいですか？」

			　僕の悲痛な叫びは、好奇心旺(おう)盛(せい)な小学生の歓声によりかき消される。

			　これが無力というものか。これが弱者の悲しみか。『ＦＷＯ』では弱い奴を盾にすることも多いが、少し見直した方がいいかもしれない。きっとこれは、因(いん)果(が)応(おう)報(ほう)なのだろう。

			「昔々あるところに、おじいさんとおばあさんがいました」

			「桃太郎!?」

			「おじいさんは山へ芝刈りに、おばあさんは川へ洗(せん)濯(たく)に行きました」

			　ここからどう軌道を変えて怖い話にするのだろうか。

			「おじいさんは愛用の死神の大鎌(デスサイズ)を使い、山の芝という芝を蹂(じゆう)躙(りん)しました」

			「なんでだよ！」

			「黙っていてください。おばあさんは秘技・三千世界流しを使い、洗(せん)濯(たく)ものという洗(せん)濯(たく)ものを純白に染め上げました。しかし、あまりの威力に洗剤が流出したのです。川は汚染され、魚は死に絶え、農作物は枯(こ)死(し)しました」

			　お、おい……どんどん世界が混(こん)沌(とん)としてきたぞ。

			　西神の話の意味がいまいち理解できていない小学生たちは小首を傾げているが、僕は気が気ではない。ハラハラする展開だ。

			「そんな時、一人の男が立ち上がりました。そう――横原さんです」

			「横原さん関係ないだろ!?」

			「横原さんは伝説の妖(よう)刀(とう)紫(し)蛇(だ)郟(れ)桜(ざくら)を片手に、おじいさんとおばあさんへ戦いを挑みました。闇の尾を引くおじいさんの死神の大鎌(デスサイズ)、概(がい)念(ねん)から漂白するおばあさんの三千世界流し、この二つをついに攻略した横原さんは、世界の支配者となったのでした……おしまい」

			「怖い話はどこに行ったんだよ!!」

			　叫びすぎて暑くなってきた。小学生たちはポカーンとしている。やはり意味が分からないのだろう。西神はいたずらっ子のように微笑(ほほえ)んだ。

			「怖かったですか？」

			「これを怖がる奴がいたら、そいつの感性を疑うわ！」

			「そうですかそうですか。でも、もう怖くなくなったでしょう？」

			「……っ」

			　こいつ……最初からそれが目的で……。クソッ、してやられた気分だ。そういうのは男の役目じゃないのかよ。ああもう、可愛(かわい)いなこいつ。

			「ゴールはもうすぐそこです。皆さん、頑張りましょうね」

			　こうして肝(きも)試(だめ)しは何事もなく終了し、一日目のキャンプはその幕を閉じた。

			　西神が着替える間に下着でもあさってやろうかと思ったが、肝(きも)試(だめ)しの時の恩があるせいか中々手が進まない。なので、大人しく寝袋に入ることにした。

			　頭の中で西神の着替えシーンが渦(うず)巻(ま)く。あいつどういう風に着替えるのだろうか。上を先に脱ぐのか、それとも下を先に脱ぐのか。

			　身体も拭いていることだろう。はてさて、どこから拭くのだろうか。下か上か、腕か足か、首筋か脇下か……。

			「あっ」

			　これは大変だ。立ち上がれない状況になってしまったではないか。トイレに行ってから寝袋に入るべきだったな。

			　今から行くにしても、途中で西神と出会えばまた組み伏せられかねない。仕方ない、静まるまで少し待とう。

			「……先輩、何を一人で悶(もだ)えているんですか」

			「いや、お前のことを考えていただけだ。気にするな」

			「嫌な予感しかしないので、そうすることにします」

			　パジャマ姿の西神は、現れるなり僕にそう言って寝袋に入った。麻(あさ)縄(なわ)で拘(こう)束(そく)はしないらしい。クククッ、油断しやがって。今に後悔させてやる。

			「今日は楽しかったですね」

			「そうか？　僕は疲れただけだったが」

			「私は楽しかったですよ。やっぱり、子供は可愛(かわい)いです」

			「ふーん、そうか」

			　西神はバンガローの奥行きのある天井を眺めながら、楽しそうに笑っている。

			「なあ西神」

			「はい？」

			「さっきはありがとう、本当に助かった」

			「さっき、とは？」

			「肝(きも)試(だめ)しだよ。僕はネタとかじゃなくて本気で怖かったんだ」

			「ああ、あれですか。あれくらい気にしないでください。私は先輩にあの程度では返せないたくさんの恩がありますから」

			「恩？」

			　僕は自ら進んで恩を売るほどできた人間ではない。それは西神にも同様のはずだ。

			「私とまともに会話してくれること、歩(ほ)幅(はば)を合わせて歩いてくれること、ちゃんと見てくれてること……他にもたくさんの恩がありますよ」

			「……あのなあ、そんなことを恩とか言い出したらきりがないだろ。ていうか、少し重いぞ」

			「私からすれば、先輩の存在の方が重いですけどね」

			「え？」

			　なんて、とぼけてみる。

			　何はともあれ、神に二物も三物も与えられた者には、与えられているなりの悩みがあるのだろう。僕にはまったく分からないが。

			　凡(ぼん)才(さい)には凡(ぼん)才(さい)なりの悩みがある。

			　とりあえず今は、このうなりを上げる下半身をどうにかしなくては。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「なあ西神」

			「何ですか」

			「どうして僕の家に来たんだ？」

			　キャンプから二日。疲労も完全に癒えない、セミの鳴き声の強い日の昼下がり。

			　今日は何をしようか、などと何もする気がないくせにクーラーの効いたリビングのソファーに座って考えていると、セミの鳴き声を遮りインターホンが鳴った。

			　両親は朝から出かけているため仕方なく僕が出ると、そこには制服を着た西神がいた。学校で補習があり、その帰りだそうだ。

			　ちなみに、その補習というのは成績不良者ではなく成績優良者の受けるもので、僕には一切関係のないものである。

			　西神はまず両親の有無を確認し、いないと分かるやいなや暑い暑いと言いながらリビングにあがりこみ、勢い良くソファーにダイブした。いったい誰の家だと思っているのだろうか。

			「どうしてって、暑いからですよ」

			「まっすぐ家に帰った方が早く涼めるだろ。お前と僕の家は、けっこう距離があるんだし」

			「友達の家に寄った帰りですから」

			「暑さで頭がおかしくなったのか？」

			　友達がいないことをより酷い言葉で指摘すると、西神はムスッとした表情でこちらを睨(にら)む。この暑さの中でも鋭く冷たい目つきは健在だ。

			　ゾクリと背筋に汗をにじませながら、僕は向かい側のソファーに腰を下ろした。

			「で、どうして僕の家に来たんだ？」

			「ゴミのような夏休みを過ごす先輩に、安らぎと癒しを与えようかと思いまして」

			「もうすでに安らぎのやの字もないんだが。だいたいゴミって何だよ、お前もそうたいして変わらないだろうが」

			「先輩と一緒にいる今、私の夏休みは充実しています」

			　その言葉には一切心がこもっていない。おそらくこのクーラーの効いた空間を手放したくないだけだろう。

			　僕はキッチンへ向かい二つのコップに麦茶を注ぎ、リビングに戻った。

			「飲むだろ？」

			「睡(すい)眠(みん)薬(やく)とか入れてませんよね」

			「クククッ、飲んだら分かるさ」

			　すると西神は、すっとコップに口を付けると何のためらいもなく一気に飲み干した。これはいったいどういうふうに捉えればいいのだろうか。反応に困るので、とりあえず無視しておくとしよう。

			「知っていますか先輩」

			「何をだ？」

			「この世界には、ケーキバイキングというものが存在するのです」

			　真(ま)面(じ)目(め)な顔で何を言い出すかと思えば、どうでもいいことであった。

			「ケーキバイキングか。電車で駅を二つほど跨(また)いだとこにあったよな、確か。それがどうしたんだよ」

			「今日の補習で、帰り際に同級生が言っていまして。少し興味があります」

			「そうか。行ってくればいいじゃねえか」

			「先輩、一緒に行きましょう」

			　途中から言いたいことは分かっていたが、えらくストレートに言ってくるものだから怯んでしまった。こいつは男を誘うのに抵抗がないのだろうか。

			「ついこの間もボランティアに同行させられたけど、お前って本当に友達がいないんだな」

			「何ですか、嫌なんですか」

			「別に嫌ってわけじゃないけど……」

			　僕には西神が分からない。

			　初めて会った時は敵意丸出しだったにもかかわらず、いつの間にか放課後は決まって教室に来て雑談を交わす仲となり、風邪の看病に来たかと思えば頬(ほほ)にサプライズを贈り、キャンプでは僕と一緒のバンガローでためらうことなく爆(ばく)睡(すい)し、そして今度は一緒にケーキバイキングに行ってくれ、と。これじゃあまるでカップルじゃないか。

			　もちろん嫌というわけではない。他でもない西神からの誘いなら乗らない手はないだろう。

			　だが僕には、この微(び)妙(みよう)な距離感が気持ち悪かった。

			「…………」

			　散々迷った結果、僕は自室へ財布を取りに行き西神を連れて外に出た。

			　電車に揺られること二十分。僕たちは地元よりも少しだけ発展した街に降り立つ。

			　目的の場所は駅とは目と鼻の先にあり、地図などを利用しなくてもすぐに分かった。が、一つだけ問題が発生してしまった。

			「凄い人だな……」

			「そうですね」

			　店は全面ガラス張りとなっており、中は多くの人で賑わっていた。

			　下手に入店しても待たされる結果になりそうだ。

			「入るか？」

			「いえ、やめておきましょう。こういうところは数量に限りがあるでしょうし、あそこまで人が多いと料金に見合うものは食べられないでしょうから」

			「じゃあどうするんだよ、こんなところまで来て。帰るのか？」

			「先輩が帰りたいのならそうしますが」

			「いや、僕は……」

			　西神の聞き方に違和感を覚え、思わず口を止めてしまった。

			　先輩が帰りたいのなら、ということは、西神は帰りたくないのだろうか。深読みをすれば僕と一緒にいたいという意味とも受け取れるが、はたしてどうなのだろう。

			「お前の判断に任せるよ」

			「分かりました。それでは、少し買い物をしてから帰りましょう」

			「何か買いたいものでもあるのか？」

			「殺虫剤を切らしてまして。まったく、先輩が悪いんですよ」

			「まるで僕に使ってるみたいに言うなよ」

			　相変わらずの毒を受け流しつつ、僕たちはケーキの甘い香りに背を向けて大型ショッピングセンターのある方向へと歩き出した。

			　夏休みのため、街はやたらと人で賑わっていた。

			　人が多い分だけ西神の存在が目立つ。可愛(かわい)い子と僕のような地味な男が一緒に歩いていると、道行く男に舌打ちをされるシチュエーションはありがちだが、こと西神に関してはあまりの輝きに僕のような人間はいていないようなものなのだ。

			「あまり元気がないようですが、夏バテですか？」

			「いや、認識されないより嫉(しつ)妬(と)された方がいいなと思ってな」

			「嫉(しつ)妬(と)？」

			　説明しても分かってもらえないことは目に見えているため、僕は口を紡いで足早にショッピングセンターを目指す。

			　首を傾げながら必死に歩(ほ)幅(はば)を合わそうとする西神の姿は非常に可愛(かわい)く、上半身はともかく下半身の存在感はより強いものとなっていた。

			　そしてようやくショッピングセンターに着いたのだが、ここも案の定人でいっぱいである。西神がいなければ無言で踵(きびす)を返していただろう。

			「で、何を買うんだよ」

			「ハエ叩きとゴキブリホイホイと防(ぼう)臭(しゆう)剤(ざい)です」

			「なるほど、すべて僕に関連するものなんだな」

			「先輩も分かってきましたね。さすがです」

			「褒められても嬉しくねえよ」

			　などと言いながらも、結局最初に入ったのは本屋だった。参考書を買いたいそうだ。参考書とはまったく縁のない僕は、西神が選び終わるまで漫画コーナーで時間を潰す。何となく情けない気持ちになったが、それでも参考書を見に行こうとは思わなかった。

			「先輩、終わりましたよ」

			「おう、早いな」

			「買うものは決まっていましたから。えっと、先輩は買わないのですか？　来年は受験ですが」

			「来年になったら買うよ」

			「明日から頑張ると同じくらい信用なりませんね」

			「僕のことはいいだろ。それよりお前だよ。で、次は何を買いに行くんだ？」

			「服が欲しいです。夏服をもう一着ほど」

			　これは試着室に突撃できるチャンスではないだろうか。

			　すっとスカートを床に落とし、上着を脱いで下着姿となり、いそいそと夏服を身に着ける西神――ああ、考えただけで熱くなってきた、下半身が。

			　滾(たぎ)る期待を下半身に、僕は極めて軽い足取りで西神とともに服屋へ向かった。

			「西神、ついでに下着も見に行かないか？」

			「それをするためにはまず、通報して警察に先輩を連行して頂くという手順を踏む必要があるのですが、それでもよろしいのでしたら」

			「よろしいわけあるか。ていうか、警察を手順に使うな」

			「連行されるというところには突っ込まないとは……さすがです」

			「だから褒(ほ)められても嬉しくねえよ」

			　相変わらずのどうでもいい会話である。

			　西神がボケて僕が突っ込み、僕がボケて西神が突っ込みを繰り返しながら歩いていると、ようやく服屋についた。

			　しかし、僕たちは服屋を前にして両足をピタリと止める。なぜならそこは、大量の女性客でごった返していたからだ。

			「全品60％ＯＦＦ……なるほど、今日はセールだったようですね」

			「どうするんだよ。あの人の波の中に入るのか？」

			「今日のところはやめておきましょう……と言いたいところですが、ここまで来てしかもセールならば一着くらい欲しいですね」

			「そうは言うけど、見る限り試着室は列ができてるぞ。あの感じじゃ、間違えて僕が中に入ることなんてできないだろうが」

			「間違えての使い方を著しく間違えていますよ」

			　女の服選びは長い！　とクラスメイトの山田が彼女自慢を匂わせながら言っていたのを思い出した。西神の服選びの時間がいったいどの程度かは知らないが、ここまで人が多いと必然的に長くなってしまうだろう。

			　試着室というボーナスステージが実質使えないのにもかかわらず、長時間待たされるなどたまったものではない。

			　僕はどうにか西神の気をそらせないかと頭を回していると、一つの商品が目にとまった。

			「これいいな」

			　視界の脇にあったマネキンが頭に乗せる帽子を手に取り、強引に西神に被せた。

			　青いリボンの付いた、白くツバの大きい帽子である。その様からは、あの日見たユミのパンツを連想させられる。

			　西神は帽子に乗せられた僕の手を払い除け、頬(ほほ)を膨らませ分かりやすい怒りを表現する。

			「適当に取っただけじゃないですか。だいたい、服屋に来て帽子だなんて……」

			「前着ていた白いワンピースによく似合うと思うんだけどな。あと、買いに行くのが恥ずかしいなら僕が買ってやるよ。ちょうど安くなってるし」

			「私に恩を売って何をするつもりですか」

			「クククッ、そりゃあナニだろ」

			　本当は普段僕なんかの相手をしてくれていることへの感謝の念が強いのだが、そんなこと言って調子に乗られるのも癪(しやく)なのでそういうことにしておく。

			　僕は強引に西神から帽子を奪い返し会計へ向かう。タイミングが良かったのか、あまり待たずに会計を済ますことができた。

			「本当に買ったんですか……」

			「何だよ、不満だったのか？」

			「いえ、そういうわけではないのですが……」

			「ならありがたく受け取ってくれよ。それ被ってるお前、けっこう可愛(かわい)いんだから」

			　口に出してすぐ、これが失言だと気づいた。西神に可愛(かわい)いは逆効果だからだ。しかし西神は、思っていたものとはまったく異なる反応を見せ、僕を大きく驚かせる。

			「あ、あとで返品するとか言っても、返しませんからねっ」

			　おどおどとしながらも乱暴に袋をつかみ取り、ゆっくりと口元を隠す西神の姿が、妙に可愛(かわい)く思えた瞬間だった。

			　

			　その後は雑貨屋、ＣＤショップ、そしてもう一度空いた頃を見計らって服屋へ立ち寄り、これといった寄り道もせずに帰りの電車へ急いだ。

			　地元の駅に着いた時刻は午後七時半。今日という日はまだ四時間以上あるが、すでに僕はこの一日に充実感を抱いていた。それは西神も同じなようで、帽子の入った袋を抱き締め口元を緩めている。

			「今日は疲れたな」

			「そうですね」

			「にしても、今日はよく買ったな。お前は補習へ行くのにいったいいくら持って行ってるんだ」

			　僕は今、たくさんの衣類が入った袋を両手いっぱいに持っていた。すべて西神が購入したものだ。

			　安いからという理由で、試着することなく着れそうで気に入ったものはホイホイとカゴに入れ、結果的に諭(ゆ)吉(きち)さんが二人もレジへと消えていった。「夏服を一着ほど」とは、いったい何だったのだろうか。

			「今日はたまたまですよ、たまたま」

			「そうか、たまたまなのか」

			「ええ、たまたまです」

			「駅に行く前にチラッと見たんだが、あのケーキバイキングの店は予約がいるそうだぞ。たまたま知らなかったのか？」

			「はい、たまたま知りませんでした」

			「いつもは用(よう)意(い)周(しゆう)到(とう)なくせに、今日はたまたま調べなかったわけか」

			「すべてたまたまです」

			「単に僕と買い物に行きたかっただけなんじゃないかと疑っているんだけど、たまたまなんだよな？」

			「たまたまです」

			　あまりにもたまたまと連呼するので、どうしてこのセリフを録音しなかったのかとほんの数秒前の自分を悔いた。

			「ああそうそう、ロズさんが先輩に用があるとか言っていましたよ」

			「ロズが？」

			「ええ。何でも今夜、『ＦＷＯ』にログインして欲しいのだとか」

			「おいおい、そういうことは前もって言ってくれよ」

			「どうせ先輩のことですから、何一つ予定はないのでしょう？」

			「……まあ、そうだけど。けど、どうしてお前に言うんだ？　呼び出すなら、僕に直接言うのが筋ってもんだろ」

			「私に言われましても……ただ、メールが来ていたのは事実ですよ」

			　僕にプライベートの情報を――メールアドレスや携帯電話の番号など――教えないところから察するに、やはり僕はロズから完(かん)璧(ぺき)に信用されていないらしい。ことあるごとにセクハラをしているわけだし、信用しろって方が無理な話か。

			　にしても、ロズはいったい僕に何の用があるのだろう。信用していないこの僕に。

			「信用されていないことを強調して、まるでロズさんが悪いかのように言っていますけど、世の中には自(じ)業(ごう)自(じ)得(とく)という言葉が存在しているのですよ」

			「ど、どうして僕の考えていることを……！」

			「普通に口に出ていましたよ。まったく、普段から欲望に忠実で露(ろ)悪(あく)的な生活をしているから、そういうことになるのです。少しは生活態度を改めてください。ああでも、先輩のような劣(れつ)等(とう)種(しゆ)には改めるなんて高等技術は不可能でしたね」

			「お前はまず、その舌の毒(どく)々(どく)しさを改めろ」

			　夏は日が長く、この時間帯になってようやく日が沈もうとしていた。

			　イタズラが成功した子供のように無(む)邪(じや)気(き)に微笑(ほほえ)む西神は夕日の光に染め上げられ、鮮やかな陶(とう)器(き)のような美しさをかもし出していた。それに反応した僕の下半身は、夕日の光の色を超え赤く燃えたぎる。

			「一応聞くけど、お前の買った服って僕が家まで運ばないといけないのか？」

			「男女が買い物に出かけた際、荷物は男性が持つというのは少女漫画では常識ですよ」

			「残念だったな。僕は少女漫画の主人公じゃないんだ」

			「インクのシミみたいなものですしね」

			「モブキャラですらないのか」

			　インクのシミでしかないにもかかわらず、結局西神の家を目指すこととなった僕。

			　今夜僕がロズと用ができてしまったことを知っていながら、西神の歩く速度はやたらと遅い。僕がロズを待たせてしまってもいいのだろうか。

			「それにしても、今日は本当に楽しかった……ですね？」

			　期待と不安が入り混じった声色でそう問われ、僕は間(かん)髪(ぱつ)入れず頷(うなず)いた。

			　すると西神はよりいっそう濃(のう)密(みつ)な笑顔を見せ、それに比例して歩く速度が更に遅くなる。

			　どうして遅くなるのかなんてことを聞けるほど、僕は無(ぶ)粋(すい)でなければ鈍(どん)感(かん)でもない。それゆえに、僕も自然に西神と歩(ほ)幅(はば)を合わせていた。

			　だが、どんなことにも終わりがある。

			　駅から西神の家までは十五分程度の距離である。それをたっぷりと一時間近く引き伸ばしたが、西神の家が見え始めたことにより、この時間も終わりを告げた。

			「……っ」

			　西神は僕の顔と自分の家を交互に見て、すっと視線をアスファルトに移し立ち止まる。

			　すでに完全に日が落ちており、このまま西神を家に帰さないわけにはいかないだろう。だから僕は、心を鬼にして衣類の入った袋を西神に押し付ける。

			「よしっ、じゃあここまでだな」

			「あ……、ちゃんと、家まで運んでくださいよ……！」

			「ふざけんな。今夜はロズとの用があるんだよ。早く家に帰らないと待たせることになるかもしれないだろうが」

			「それはそうですが……。で、でも、私の家はもうすぐそこに――」

			「はいはい。それじゃ、またな」

			　少し冷たかったかなと反省しながらも、僕は西神から逃げるように駆ける。

			　夏の夜風は、思っていた以上に冷たいものであった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　全速力で走り帰宅した頃には、時計の短針が９に差しかかっていた。

			　母さんには事前に連絡を入れてあったため、手早くシャワーを浴びた後に残しておいてもらった夕食を腹に詰め込む。

			　急いで食べすぎたせいで胃の中が大変なことになったが、『ＦＷＯ』にログインしてしまえばそんな感覚も消える。

			　いつもの「鳥(とり)籠(かご)」のギルドホームにリスポーンし、まずロズがいるかどうか確かめる。

			　しかし『メニュー』を開いた瞬間、ギルドホームの扉が開かれロズが現れた。どうやら外で待っていたようだ。

			「ごめんなさい、急に呼び出したりして。本当は事前に言うつもりだったんだけど、ちょっと急な仕事が入っちゃってね。時間もないから、ユミちゃんに伝言をお願いしたの」

			「いや、いいんだ。どうせ暇だったから」

			「そう、それなら良かったわ」

			　本当はまったく良くないのだが、わざわざそんなことを言って空気を悪くする必要もない。ここは黙っておくのが吉だ。

			「でもいいわね、学生は。夏休みがあるもの」

			「僕はともかく、ユミは大変そうだけどな。勉強で」

			「え？　シノくんはユミちゃんの先輩なのよね。確か今、高校二年生じゃなかった？」

			「ああ、そうだけど」

			「それならどうしてユミちゃんの方が忙しいの？　普通、一年生と二年生じゃ二年生の方が勉強しなくちゃいけないと思うけど……」

			「僕とあいつの勉強に対する熱意の差を舐(な)めてもらっちゃ困るぞ。僕なんてこの時期になって、行きたい大学の影すら見えてないんだから」

			「うん、進路は難しいものね……。よく分かるわ」

			　まるで自分のことのように頷くロズ。器が大きいというか、こういう他人に真(しん)摯(し)になれるところがあるからロズは魅(み)力(りよく)的(てき)なのだ。もちろん、胸に付いた二つのスイカの魅力に比べれば微(び)々(び)たるものだが。

			「ロズは大学に行ったのか？」

			「うーん……行ったといえば行ったわね。経済的事情で中退しちゃったけど」

			「そ、そうか」

			　ロズはすぐに「気にしてないから大丈夫よ」とフォローしたが、空気が少しだけ重くなってしまった。

			　早く他の話に切り替えよう。いや、ダラダラと雑談を垂れ流すより、さっさと本題に入った方がいいかもしれない。

			「それで、僕に用って何なんだ？」

			「ああ、それね。私、思ったのよ。まだシノくんにちゃんとお礼してないなって」

			「いや、お礼なんてそんな……」

			　常日頃から勝手に胸を揉(も)ませてもらっているので、むしろこっちがお礼をしなくてはいけないはずだ。あのストーカーの件だって、僕に利益が大きいからやったまでだし。

			「別にまったく気にしてないから大丈夫だぞ？」

			「シノくんはいいかもしれないけど、それだと私の気が済まないのよ。それで考えたの、お礼の仕方をね」

			　僕が好んで読む保健体育の参考書では、ここからぐっちゃぐっちゃでどっろどっろな展開になるため、自然と期待で下半身が膨らむ。だがその期待は、あっさりと裏切られることとなる。

			「だから、バードウォッチングをしましょう！」

			　ロズ、それはお前がしたいだけじゃないのか。

			　僕は目でそう訴えるが、ロズは聞く耳ならぬ目を持たず、僕の手を取るやいなや強引に外に連れ出した。

			　そして僕たちはナルシェの東門をくぐり、恋人の園というフィールドを目指すことになった。

			　ロズの話では、そこにはたくさんの鳥がいるらしい。だが、ある条件が揃わないとフィールドに入ることができないそうだ。

			「男女が手を繋いで入る……か。なあロズ、お前なら簡単に男くらい引っかけられるだろ。どうして僕なんだよ」

			「シノくんはお友達だし、何よりバードウォッチングの良さを知ってもらいたいの。シノくんは鳥が嫌い？」

			「いや、実はチキンバーガーが大好物なんだ」

			「残念だけどチキンバーガーは飛んでないわ……まったく、これじゃあ良さを教えるのは骨が折れそうね」

			　頼んだわけでもないのに、やたらと熱が入るロズ。きっと誰かに自分の趣味を否定されたのだろう。だからこうして、仲間を増やそうと画策しているのだと考えられる。

			「気になってたんだけど、どうしてロズはユミといられるんだ」

			「どうしてって……どういうこと？」

			「そのまんまの意味だよ。ロズはギルドを作るために、ユミと協力してたんだよな」

			「ええ、そうよ」

			「あいつは口が悪い。それなのに、どうしてお前は協力なんてできたんだよ」

			「シノくんも知ってるとは思うけど、ユミちゃんはとっても良い子なの。だからよ」

			「いや、それは理由になってないだろ。ユミの毒舌はロズだって知ってるだろ？」

			「シノくんへの毒舌は……好きだからじゃない？」

			　思わず大きく咳(せ)き込む。ロズはクスクスと笑うが、まったく面白くない。

			「青春ねえ」

			「青春うんぬんはいいから真(ま)面(じ)目(め)に答えてくれよ。どうしてなんだ？」

			「好きな子には意地悪したくなるって言うじゃない」

			「あいつは誰彼構わず毒を吐くんだぞ。その考え方だと、ユミはどれだけの人を好きになってるんだ」

			「あくまで予想なんだけど、ユミちゃんがシノくんに吐く毒と他の人に吐く毒って違うんじゃない？　たぶん、根本的に」

			　これには思わず頷(うなず)いてしまった。

			　僕とユミ、この場合西神がただの同じ学校の先輩と後輩であった時に吐かれた毒と、放課後に雑談を楽しむようになってからの毒とではどこか違う。これは感覚の問題なので言葉では言い表せないのだが、とにかく違うのだ。

			「ユミちゃんは意図せず毒を吐いちゃうそうじゃない。だからきっと、あんな硬い言葉遣いをしてるのよ。周りと距離を置けば会話も減るし、会話が減れば毒も吐かずに済むものね」

			「口の悪さだけで十分に周りから孤(こ)立(りつ)してるけどな」

			「そうかもしれないけど、きっと保険をかけてるのよ。ユミちゃんは大(だい)胆(たん)なところもあるけど、慎重なところの方が多いもの。ユミちゃんがシノくんに対して吐く毒っていうのは、ほとんど意図的なものなんじゃないかしら」

			「意図的？」

			「ええ。だってユミちゃん、どう見てもシノくんのこと好きじゃない。友達として一線を越えたいと思ってる、だけどそれが怖くて毒を吐き続けてるのよ。そうすれば、一線を越えないで済むもの。まあ、越える越えないに関しては、シノくん次第ってところも大きいんでしょうけど」

			「……そういうものなのか？」

			　最終的に納得のいく結論は出ず、それどころかいつの間にか僕の提示した問題がすり替わっていたが、恋人の園に着いてしまったため雑談をいったん終了した。

			　恋人の園の入口は、多(た)種(しゆ)多(た)様(よう)の花によって作られたアーチだった。

			　一見ごちゃごちゃして見栄えは悪いが、近くでじっくり見てみると色合いや花の種類など色々と考えられている……と思う。何せ花にはまったく詳しくないものだから、考えられているというのはただの勘だった。

			「それじゃあ、手を出して」

			「お、おう」

			　誰かと手を繋ぐなんていつぶりだろう。柔らかなロズの手のぬくもりは僕の身体をとおり、下半身にたどり着いた頃には数十倍に膨れ上がっていた。物理的な意味で。

			　

			　アーチの先には、これまた多(た)種(しゆ)多(た)様(よう)の花によって構成された花畑が広がっていた。カップルと思しき男女のプレイヤーもたくさん目に付き、恋人の園という名前に恥じない光景であった。

			「あっ、ハチドリがいるわよ！　クジャクもいるわ！」

			「そ、そうだな」

			「どうしたのよシノくん、元気がないわね」

			「……いや、ちょっとお礼の定義について考えてしまっただけだよ」

			「もしかしてシノくん、私が鳥を見たいがためだけに呼ばれたと思ってる？　そうね、半分正解よ」

			「そこは嘘でも違うって言えよ！」

			「私も違うって言いたいんだけど、ユミちゃんに前言われたのよ。セクハラばかり受けているんだから、たまには仕返しをしなさいって。そうじゃないと、どんどんシノくんが調子に乗るって」

			「あ、あいつの入れ知恵だったのか……！」

			　だが、結果的にユミはそれで自分の首を絞めることとなったわけだ。

			　いい気味だと笑ってやりたいのだが、そうできないから歯がゆい。そういう点では、十分に仕返しとなっているだろう。

			「仕返しって言われてもどうすればいいか分からないから、こうしてついて来てもらうことにしたのよ。ごめんなさいね、騙したりして。でも、あの時のことに関しては本当に感謝してるのよ？　やり方は……ちょっとアレだったけどね」

			「そういうことだったならいいんだ。なんだ、本気で僕にバードウォッチングの良さを教えようとしてたわけじゃないんだな」

			「ううん、それは違うわ。ここまで来たんだから、教えないといけないわよね。シノくん風に言うなら、調教かしら？」

			「ロズから見た僕はただの性犯罪者だったのか」

			「べ、別にそういうわけじゃないけど……ただ、今までの行動や言動を考えると、ねぇ？」

			　苦笑気味に言われたその言葉に、僕はぐうの音も出なかった。確かに今まで行ってきたセクハラの数々を考えれば、僕はただの性犯罪者だ。ストーカーと同等レベルにたちが悪いかもしれない。もちろん、辞(や)めるつもりはないが。

			「それじゃあ、とりあえずあの鳥から見ていくわよ。あの鳥はね――」

			　そして始まったロズによるバードウォッチング講座。

			　ロズが言うには、バードウォッチングとは本来自然の中で野鳥の観察を楽しむもののことらしく、ゲームのような動きの決まった鳥を観察してもそこまで面白くはないそうだ。

			　ただ、ゲームがゆえに相当な数の鳥がいるため、想定外の行動を期待しなければ十二分に観察する価値があるらしい。

			　よって、僕が教えられたのはバードウォッチングの良さというよりも鳥の良さであり、雑学の幅が広がっただけだった。

			「なあロズ、楽しそうに語ってるところ悪いんだけど、いったいこれはいつまで続くんだ？」

			「いつまで続くって、もうあきちゃったの？　まだ半分も終わってないのに」

			「別にあきたわけじゃないんだ。これだけ多いと、一度に言われても忘れちゃうんだよ。だから数をこなすんじゃなくて、どれか一羽か二羽に絞って欲しいんだよ」

			「ああ、そういうこと。つまり掘り下げた話をすればいいのね」

			　さっさとロズの気を済ませて帰りたいという意図が伝わらなくて良かったと、僕は胸をなで下ろす。

			　僕たちは花畑を離れ、遠くに見える湖を目指した。白鳥の良さを教えたいそうだ。この時点でバードウォッチングはどこかへ消えているが、わざわざ言うほどのことでもないだろう。

			「それじゃあ白鳥の良さだけど――」

			　といった具合に、またしてもロズが語り始める。

			　広大な湖のほとりに設置されたベンチに腰かけた男女が仲むつまじく語り合う姿は、はたから見ればカップルのようだろう。だが、当事者の僕はこの時間が早く終わって欲しくて仕方がなかった。

			「ん？」

			　そんな時、僕たちが今いる場所の湖を挟んだ向かい側が何やら騒がしいことに気づく。

			　いつもの僕なら騒がしい程度では歯(し)牙(が)にもかけないが、こればかりは違う。なぜなら、モコモコとしたペンギンの着ぐるみが見えたからだ。

			「ペンちゃん!?」

			　敏(びん)捷(しよう)性(せい)にものを言わせ、そして欲望の赴(おもむ)くがままに駆け出す。

			　ものの数秒で向かい側にたどり着いた僕は、まず挨拶としてペンちゃんを後ろから抱き締めた。間違いであればアカウントを停止される危険性もあるというのに、いったい僕の下半身は何を考えているのだろうか。

			「……ん」

			　相変わらずの低(てい)燃(ねん)費(ぴ)な返事。本物であった。

			「あれ？　ペンちゃん、何を抱き締めているんですか？」

			「……ペンギン」

			「ペンギン？」

			　見ると、ペンちゃんの腕の中には小さなペンギンがいた。大きなペンギンの着ぐるみと小さなペンギン、まるで姉(し)妹(まい)か母娘のようだった。

			「クククッ……なるほど、姉(し)妹(まい)丼か……」

			「……？」

			「ペンちゃんには関係のないことですよ」

			「お前なあ……ペンギンに変なこと教えるなよ」

			　突然聞き覚えのある声が会話に入ってきた。見ると、そこにはいつかの青髪の少年が立っていた。恭介くん――いや、ここ『ＦＷＯ』ではノエルくんか。

			「よう、久しぶりだな」

			「できればぼくは、もう二度と会いたくなかった……」

			「そう言うなよ。で、ノエルくんはどうしてここにいるんだ？」

			「どうしてって、そこのペンギンに一緒に来るように言われたからだよ。見てのとおりペンギンはペンギンと触れ合いたかったんだとさ」

			「ああ、なるほど」

			　……ん？　つまりこいつは、ペンちゃんと手を繋いだということか？

			　クククッ、そうか、そうなのか。このちびっ子はわざわざ、この僕に喧(けん)嘩(か)を売りに来たというわけか。なるほどなるほど……。

			「全部一括で買い取ってやるよ」

			「め、目が怖い！　ていうか、いったい何のことだよ!?」

			「何のことだと？　おいおい、しらばっくれるなよクソちびが。絶対に許さない、絶対に許さないからな!!」

			「だから何のことなんだよ！」

			「お前、ペンちゃんの純(じゆん)潔(けつ)を汚しただろ！　ユニコーンに乗れなくしただろ！」

			「そそそっ、そんなことするわけないだろバカ！」

			　どうやら意図が伝わったらしく、俯(うつむ)きながら必死に否定するノエルくん。最近の小学生はませているらしい。

			　本気の殺意もほどほどに、僕はペンちゃんに向き直ることによってノエルくんを意識外へ追いやる。

			　二人の言い争いなど歯(し)牙(が)にもかけないといった様子で、ペンギンを愛で続けるペンちゃん。

			「可愛(かわい)いですね」

			「……ん」

			「もちろん、あなたが」

			「……？」

			「シノくん、小さい子を口説くのはいいけど、現実でやったら事案が発生しちゃうわよ」

			「おおロズ、遅かったな」

			「シノくんが速すぎるのよ。はぁ……やっぱりシノくんにバードウォッチングは無理ね……」

			「見ろよロズ、ペンちゃんがいるんだぞ？　こんな可愛(かわい)い鳥類がいて、捕(ほ)縛(ばく)しない奴がこの世の中にいるのか？」

			「刑務所以外にはたくさんいると思うわよ」

			　そう嘆(たん)息(そく)気味に言うと、チラリとこちらを見たペンちゃんに軽く会釈し、ベンチに腰を下ろした。

			　ちなみにノエルくんは、ギルド対抗戦の際に自分を倒したロズが登場したことによりバツの悪い思いをしたからか、スタスタと足早に距離を取っている。ちょうどいい、余(よ)計(けい)な物体が視界に入らなくて済む。

			「久しぶりねペンギンちゃん、元気にしてた？」

			「……ん」

			　ロズとペンちゃんはほとんど面識がない上に、ペンちゃんは今ペンギンに夢中なため返事がかなり素っ気ない。

			　どんな話題を振っても同じ回答が返ってくるため、ロズはやれやれといった様子で肩をすくめた。

			「にしても凄いなここ、鳥は鳥でもペンギンまでいるなんて。ていうか、ずっと前から気になってたんだけど、ペンギンって本当に鳥類なのか？」

			「……かつてペンギンは空を飛んでいた。でも、地に足を着くことを選んだダチョウのように、水の中で生活することを選んだ。だから飛べない鳥というよりも、泳げるようになった鳥と表現する方が正しく――」

			　ロズ同様、語り出したら止まらないペンちゃん。

			　淡(たん)々(たん)とした平(へい)坦(たん)な声による語りにロズがあくびを催(もよお)し始めた頃、ようやくペンちゃんが語り終える。そして、またしてもペンギンを愛で始めた。

			「だそうよ。一応は鳥類みたいね」

			「みたいだな。でも可愛(かわい)いよな、ペンちゃんって」

			「シノくんはペンギンちゃんの話を何も理解していなかったみたいね。そうそう、ペンギンで思い出したんだけど、恋人の園にはピンク色のペンギンがいるそうね。カップルで一緒に見ると幸せになれるとかなれないとか」

			「へー、そうなんだ」

			「興味がなさそうね。まあ、ユミちゃんがいない今、そんなことを言っても仕方なかったか」

			「い、いや、だから僕とあいつは別にそんな」

			「青春ねえ」

			　ロズの実年齢は二十代ということになっているが、実は四、五十代なのではないだろうか。この妬(ねた)むわけでも煽(あお)るわけでもない言い方は、近所のおばさんが他人の恋愛を語る時の姿に酷(こく)似(じ)していた。

			「……どこ」

			「ん？　ペンギンちゃん、どうかした？」

			「……ピンク色、どこ」

			「ああ、ピンク色のペンギンのことかしら。ごめんなさいね、私もよく知らないの。恋人の園のどこかにいるって話だけど、それも噂だから本当かどうかは分からないわね」

			「……そう」

			「ペンちゃんはそれを見つけたいんですか？」

			「……ん」

			「それなら僕も手伝いますよ。ちょうど暇ですし」

			「……ん」

			　僕とペンちゃんが並んで歩き出すと、後からロズが「バードウォッチングに来たのに……」と小言を垂れながらついて来た。

			　文句があるなら一人でやっていればいいのにと思ったが、わざわざ言うほどのことでもないだろう。

			　僕たちはまず、ペンギンがいそうな場所を探すことにした。とはいっても、水のある場所はこの湖に限られている。水の中にはまだ入れないため、水辺を中心に僕の敏(びん)捷(しよう)性(せい)を全力で活用して見て回る。

			　結果として、水辺には普通のペンギンやピンク色の鳥でお馴(な)染(じ)みのフラミンゴはいたが、ピンク色のペンギンはいなかった。

			「どうやらいないみたいですね」

			「……んぅ」

			「そう残念がらないでください。もう少し探してみましょうよ」

			　悲しげに俯(うつむ)くペンちゃんに下半身を熱くしながら、僕はもう一度駆け出した。

			　花畑をかき分け、林の中を走り抜け、山の中を血(ち)眼(まなこ)で探し回ったが、やはりどこにもいない。だいたい恋人の園だからといって、どうしてピンク色のペンギンなのだろうか。せめて白鳥あたりにしておけよ。

			「どうしてシノくんはそんなにも一生懸命なの？」

			「どうしてって、そんなの決まってるだろ。ペンちゃんより先に見つけて、ピンク色のペンギンを渡すのと交換条件に卑(ひ)猥(わい)なセリフとポーズをとらせて楽しむんだよ」

			「清(すが)々(すが)しいほどに最低ね」

			「言うな、照れるだろ」

			　などと言ってもう一度探してみたが、結局見つからなかった。

			　だいたい結果は見えていた。残念そうなペンちゃんも中々そそるので、決して何一つ利益がなかったわけではない。これはこれでありだろう。

			「……いない」

			「そうね。やっぱりただの噂だったのかしら」

			「噂なら噂で、どこかにそれっぽいものがあるんじゃないのか？　まあ、元々ただの嘘だったのかもしれないけどな」

			「ピンク色ってところから察するに、フラミンゴと見間違えたってのが妥当よね。普通フラミンゴとペンギンを見間違えるのか、って話は置いておいて」

			「単に誰かがピンク色の防具を身に着けてただけかもしれないぞ」

			　ペンちゃんならばそういう防具を持っているのではないかと視線を送ると、ペンちゃんはきょとんとした様子でこちらを見上げて小首を傾げた。

			　ちなみに、その腕の中にはいまだにペンギンがいる。僕もペンギンの着ぐるみを着たら、ペンちゃんのつるぺたおっぱいを堪能できるのだろうか。

			「どうするペンギンちゃん、もう少し探す？」

			「……ん」

			「だそうよ、シノくん」

			「僕に任せるのはやめろよ。今度は三人でじっくりと探そう、そっちの方が見つかるような気がするし」

			「……ん」

			　だが、結局ピンク色のペンギンが見つかることはなく、痺(しび)れを切らしたペンちゃんは一人で駆け出してしまった。

			　残された僕とロズは互いに顔を見合わせて苦笑し、捜索を中断してすぐそこにあったベンチに腰かけた。

			「まったく、ロズがあんなこと言うからだぞ」

			「何言っているのよ。シノくんだって最初は乗り気だったじゃない」

			「そりゃそうだけど……」

			「それはそうと、ちょっと聞いてもいい？」

			「ん？　何だよ」

			「ここへ来るまでにユミちゃんのことを聞いてきたけど、ユミちゃんと何かあったの？　いつものシノくんなら、私の胸の成長具合を聞きそうなものだけど」

			　ロズからの僕のイメージに絶望しつつ、特に隠すことでもないので今日ユミと出かけていたことを話した。するとロズは、納得がいったように深く頷(うなず)くと、年季の入った面持ちで深く息を吐いた。

			「青春ねえ」

			「うん、確かにこれは青春かもしれないな。異性と買い物へ行く、なんてことが起こるとは思わなかったし」

			「でも、私なんかを優先して良かったの？　もしもユミちゃんがログインしたら、シノくん怒られるんじゃない？　フレンドだと、どこにいるか分かっちゃうし」

			「まさか。僕とユミは恋人同士でもないんだぞ。そもそもゲームの中で、ただ単に恋人の園という場所にいるだけで怒るほど、あいつの沸(ふつ)点(てん)は低くねえよ」

			「シノくんには分からないでしょうけど、女の子は難しいのよ。ユミちゃんならきっと、心ではなく夂(ち)の間違いではないのですか？　って言うでしょうね」

			「どういう意味だ？」

			「恋人じゃなくて変人だって意味よ」

			「なるほどな、確かにあいつなら言いそうだ」

			　そんなどうでもいいことを話していると、ペンちゃんが小走りで戻ってきた。

			　普段生きているのか死んでいるのか分からないその目はランランと輝いており、ことの重大さを表していた。

			　どうしたのかと僕が問うと、ペンちゃんは興奮気味に自分の後ろを指差した。するとそこには、ピンク色のペンギン……ではなく、ピンク色のペンギンの着ぐるみを着た女性プレイヤーがいた。

			　その女性プレイヤーは表情を困(こん)惑(わく)の色に染めており、戸(と)惑(まど)い気味に僕に話しかける。

			「え、えっと、わたしはどうすれば……」

			「すみませんが、少しだけペンちゃんの相手をしてあげてください。たぶん、そのうち飽きると思うので」

			　最悪、明日まで拘(こう)束(そく)されるかもしれないが、ペンちゃんの気持ちを優先すればそんなことは口にできない。

			　僕たちは踊るようにピンク色のペンギンと戯(たわむ)れながら離れてゆくペンちゃんを見送り、そろそろいい時間なので恋人の園の出口を目指した。

			「なんか悪かったな、バードウォッチングできなくて」

			「気にしなくていいわよ。そもそも私がいきなり誘ったのが悪いんだし。それよりもユミちゃんには悪いことしちゃったわね」

			「大丈夫だろ、あいつなら」

			「そうやってユミちゃんの我慢強さに甘えてたら、いつかきっと痛い目にあうわよ。あの子、凄く強いだろうから」

			「ははは、骨の二～三本は覚悟しとくよ」

			　なんて冗談を言った矢先、ある通知が僕とロズの視界に飛び込む。この場において、最悪の通知が。

			　――ユミさんがログインしました――

			　骨の二～三本などただの冗談だ。この皮(ひ)膚(ふ)の一片たりともくれてやるつもりはない。

			　だが、ユミが本気を出せば僕など簡単に病院送りにできてしまうだろう。それはキャンプのボランティアの際に明らかになっている。

			「し、シノくん……」

			「お、おおお、落ち着けっ。大丈夫、僕とユミは別に付き合っているわけじゃない。だから大丈夫だ、大丈夫なんだ！」

			　嫌な予感が下半身を駆け巡る。去(きよ)勢(せい)を待つペットの心境は、きっとこういうものなのだろう。

			　僕はロズの手を引き、全速力で出口を目指した。冷静に考えればログアウトの方が早いのだが、見てのとおり、この時の僕は焦りで冷静さが欠落している。

			　しかし残(ざん)酷(こく)にも、出口の一歩手前でユミからメッセージが届いた。だが、その内容を明かすことはできない。なぜならそこには、確実に放送コードに引っかかるような常(じよう)軌(き)を逸した罵(ば)倒(とう)の言葉が永遠を感じさせるほど長く連ねられていたのだから。

		

	
		
			　

			第六章　性春の夜空

			　

			　西神との買い物、そしてロズとペンちゃんとのバードウォッチングから一夜明けたその日、僕は珍しく自主的に外に繰り出していた。

			「[image: gaiji_a.png]ぢぃ……」

			　頼んでもいないのに、今日も今日とて全力で働く太陽。手で影を作りそこから恨めしく睨(にら)むも、何の効果もなかった。当たり前だが。

			　この暑さでまだ八月に入ったばかりだというのだから驚きだ。これからもっと暑くなるに違いない。

			　暑くなれば女性の着る服の布が薄くなるのは嬉しいのだけれど、僕は暑さに弱いのでどうも素直に喜べない。煩(ぼん)悩(のう)が夏バテするのだろうか。夏場はたいていこうだ。

			　西神のような夏バテ抑制剤がいれば絶好調なのだけれど、単なる昼間の散歩にわざわざ西神を呼ぶわけにはいかない。それにあいつは、今頃家か図書館で勉強でもしていることだろう。

			「おっ、篠山じゃん。何してんの？」

			　前から歩いてきたクラスメイトが、僕を見るなり声をかけてきた。前に僕の課題の邪魔をした山田である。

			　しかしおかしいな、夏休み前は髪の色が黒だったはずなのに、どうして今は茶色になっているのだろうか。

			　夏休みだからといってわざわざ染めたのだろう。ご苦労なことだ。

			　確かこいつは、いわゆるリア充グループに属しているはずだ。今は一人だが、これからどこかに遊びに行くのだろう。そんな格好をしていた。

			「何もしてないさ。しいて言うなら散歩かな」

			「はーっ、こんな暑い中散歩ねぇ……。物好きな奴だな」

			　校則で髪を染めることは禁止なのに、わざわざそれを破っているお前にだけは言われたくないな。まあ、口に出せばこの暑さよりも面倒なことになりかねないので黙っておくが。

			「なあなあ、これから他校の女子と遊びに行くんだけど、お前も来るか？　人数足んねえんだわ」

			「え？　僕が？」

			「ああ、けっこう可愛(かわい)い子もいるぜ？」

			　お世(せ)辞(じ)にもイケメンとはいえない僕を連れて行くことで、場の顔面偏(へん)差(さ)値(ち)を下げ、自分の株を上げようとしているのだろうか。残念だけど、お前も僕とそこまで変わらないからな。

			　ただまあ、他校の女子、そして可愛(かわい)いという単語には非常に興味がある。

			　最近の女子高生は大変けしからん格好をしている。そして、こいつのような奴とつるむ女子高生は、けしからんの中のけしからんに違いない。

			「おい篠山、何ニヤニヤしてんだよ」

			「あ、いや、ちょっと昨日見たお笑い番組の内容を不意に思い出しちゃって」

			「お笑い番組？　昨日そんなのやってたか？」

			「深夜だよ。番組名は覚えてないけど、けっこう面白かったんだ」

			　まあ、嘘なのだが。それはともかく、行くか行くまいか悩むな。交通費などお金については問題ない。携帯電話も持ってきている。ならば……、

			「うーん……それじゃあ行こ――」

			　言いかけたところで、タイミングを見計らったかのように携帯の着信音が鳴った。この音は電話か。西神からの着信だった。

			『この暑さで顔面が腐り、そこに蛆(うじ)虫(むし)がわいていたりしませんか？』

			「もしもしの代わりにしては画期的すぎる文句だな」

			　まさかこいつ、誰にでも「もしもし」の代わりに罵(ば)倒(とう)しているのか？

			「それで西神、僕に電話なんてどうしたんだ？　電話なんてくれるのは、確か初めてだったよな。初体験だよな。うん、初体験だ」

			『初体験初体験と繰り返さないでください。臨(りん)死(し)体験の初体験をしたいんですか』

			　体験という部分に優しさを感じている僕は、もうダメかもしれない。

			「それで、僕に何の用だ？」

			『何の用というほどではないのですが、今日の夜は空いていますか？』

			「夜？」

			　夜……夜とはどういう意味だ。まさか、そういう意味なのか!?　クククッ、これは困った。早く薬局に行かねば。

			『妙な妄想をしているだろうと思うので先に言いますが、天(てん)体(たい)観(かん)測(そく)に誘っているだけですよ』

			「天(てん)体(たい)観(かん)測(そく)？　あのやたらデカい望(ぼう)遠(えん)鏡(きよう)で星を観るやつか？」

			『ええ、そうです。うちの倉庫から古い小型の望(ぼう)遠(えん)鏡(きよう)が出てきましてね。掃除したら使えそうだったので、今夜あたりどうかなと』

			「デートか。デートだな。クククッ、お前も中々女子高生っぽいことを言うんだな」

			『相変わらずデリカシーの欠片(かけら)もないクソ野郎ですね。分かりました、妹と行きます』

			「ま、待て！　分かった！　僕が行く！　僕以外と行ったら妹がどうなるか分からないぞ！」

			『……通報しますよ』

			　なぜだ。僕はただ、西神を想って言っただけなのに。

			　あれ、そういえば、僕の目の前にクラスメイトがいるんだった。困ったな、普段喋らない僕が饒(じよう)舌(ぜつ)に喋っているからすごい驚いている。まあいいか、今は西神との会話の方が大切だ。

			「予定については問題ない。お前の家まで行けばいいのか？」

			『ええ、自転車で来てくださいね』

			「ああ、分かった」

			　その後、西神は早口で時間を指定して電話を切った。少しだけ声が裏返っているようだったけど、いったいなんだったのだろうか。それはともかく、今はクラスメイトの処理である。さて、どうしたものか……。

			「篠山……お前ってそんなに喋る奴だったのか……ていうか、今の一年の西神だろ？　よくお前、あんなのと付き合えるよな」

			「あんなの？」

			「顔だけの女って有名じゃねえか。あこまで口が悪いのと付き合えるとか、本当に物好きな奴だよ、お前は」

			　嘲(ちよう)笑(しよう)するように言うクラスメイト。

			　なぜだろう。バカにされていることは分かるのだが、いまいちそのままの意味で受け取ることができない。むしろ誇りたい気分だ。

			　口の悪さの中にはちゃんと心があるんだ。それくらい見抜けないと立派なスカートニストになれないぞ。

			「僕が物好きなんじゃなくて、西神が物好きなんだよ。お前が思っている以上に、存外あいつは普通の女の子なんだ」

			「はぁ？」

			　分からないだろうな。むしろ、簡単に分かられては困る。

			　とにもかくにも、こいつについて行くことはなくなった、夜まで何かしら暇(ひま)潰(つぶ)しをしなくては。

			　残念ながら、今日は『ＦＷＯ』の大型アップデートが行われる。水中のダンジョンやプレイヤー対抗戦についてのアップデートだろう。楽しみなのだが、こういう時にアップデートだなんてつくづく僕は運がない。

			　はぁ……課題はもう少しで終わるし、完(かん)璧(ぺき)に終わらせるとするか。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　夕食後、僕は両親に友達と約束があると言ってのそのそと家を出た。

			　鈴虫の声がどこからか聞こえてくる。セミとは違い、鈴虫の鳴き声には清(せい)涼(りよう)感(かん)に似た何かがあった。身体を吹き抜けるような音が心地いい。

			　ふと空を仰ぐと、無数の星々が瞬いていた。今日は天気が良かったからだろう、星がよく観える。

			　これを西神と一緒に観るのだと思うと、頭の中で卑(ひ)猥(わい)な妄想がぱーっと花火のように広がった。自分で言うのもなんだが、とても単純な頭をした奴だ。

			「よいしょと」

			　自転車のサドルに腰を下ろし、街灯の光に当てられながら西神の家を目指す。

			　僕の家から西神の家までは、徒歩で一時間ほどの距離だ。

			　ボランティアの際、西神は徒歩で僕の家まで来ていたが、あの暑さの中、よくもまあ歩けたものだ。

			　聞くと、西神は自転車に乗れないそうだ。

			　小さい頃に自転車で事故にあいかけ、以来それがトラウマになっているのだとか。

			　この弱点を使ってどうにかしてやれないかと思ったが、汎(はん)用(よう)性(せい)が低すぎる。大人しく褒め殺しをしておく方が無難だろう。

			「あっ」

			　今思い出したが、携帯電話を充電器に挿(さ)したままだった。

			　まあいいか。この短時間で誰かから重要な連絡がくるとも思えない。それにせっかくのデートなのだから、むしろ持ってこなくて正解だったかもしれない。

			　夜風を受けながら暗(くら)闇(やみ)の中を進む。

			　夜とはいえ夏は暑いものだが、自転車に乗っていると嫌でも風を浴びるため、自然と身体の温度が下がる。

			　もちろん、期待に期待を重ねた下半身の温度だけは変わらず、むしろグングン温度を上げているのだが。

			　こんな姿を西神に見られたりでもしたら、鉄パイプが飛んでくるかもしれない。着くまでになんとかしなくては。

			　なんてことを考えているうちに、西神の家が見えてきた。

			　気品のある洋風の一戸建てだ。

			　夜だというのに輝いて見えるのは、きっと気のせいではない。えらくお金がかかっていることは、まったくの素人である僕にでも分かった。

			　二階の窓から西神の顔が見えた。

			　そして、その隣の部屋の窓からも女の子がのぞいている。きっと西神の妹だろう。西神によく似ているが、西神のような冷たく刺(とげ)々(とげ)しい雰(ふん)囲(い)気(き)はなく、クラスの中心といった感じの雰(ふん)囲(い)気(き)をかもし出している。要するにムードメーカーというやつだ。対極の姉(し)妹(まい)といえよう。

			　よくよく見ると、やっぱり西神の方が可愛(かわい)いな。いや、西神の妹が可愛(かわい)くないと言っているわけではないのだが、西神は別格だ。桁(けた)が一つ違う。

			　そんな西神の妹は、僕を射殺すように睨(にら)みつけている。とりあえず笑顔で手を振ってみたが……汚(お)物(ぶつ)を見るような目を向けられた。こういうところはそっくりである。

			「は、早かったですねっ」

			　十秒もしないうちにチョコレート色の扉が開き、望(ぼう)遠(えん)鏡(きよう)を持った西神が現れた。またしてもあのワンピースだ、好きなのだろうか。

			　扉が開いた瞬間、わずかだが家の中が見えた。

			　玄関から続く廊下に、おそろしく美形な女性が立っていたのを僕は見逃さなかった。

			　姉がいるという話は聞いていない、顔も西神によく似ており、すぐに母親だと確信した。

			　年齢もあり若さによる美しさはすでに失ってしまったようだが、成熟による美しさがこれでもかと光っていた。何かの映画で主演女優をしていても不思議ではない。

			「なんだ、僕が来るまでずっと窓に張り付いてたのか？」

			「たまたまですよ、たまたま！　そ、それより早く行きましょう」

			「待て待て、まずはお前のお母さんに挨拶をさせろ。外堀から埋めるんだ」

			「どういう意味ですか!?」

			　外堀うんぬんはほんの冗談だが、娘さんを夜に連れ出すわけだから一言もないというわけにもいくまい。西神が少しうるさいが、お邪魔させてもらおう。

			「夜分に失礼します」

			「あらあら、これはどうも」

			　それから、自己紹介と世間話を駆(く)使(し)してお母様の不安を取り除く。

			　最後に「遅くなりすぎないように努めます」と深く一礼し、ゆっくりと扉を閉めた。

			「……先輩の舌は、いったい何枚あるんですか」

			「僕の舌か？　そうだな、西神を舐(な)める専用の舌だけでも十枚はあるぞ」

			「舌って切るとたくさん血が出るそうですよ。先輩の死因は出血多量で決まりですね」

			「怖いこと言うなよ……」

			　西神は楽しそうに微笑(ほほえ)みながら、僕の自転車のカゴに望(ぼう)遠(えん)鏡(きよう)を載せる。大きさも中々のサイズで、乱暴に運転したら落ちてしまいそうだ。

			　その後西神はどうしたのかといえば、当たり前のような顔で自転車の荷(に)台(だい)に腰を下ろした。両足を横に投げ出したその姿は、無言で二人乗りを強要している。

			　この展開を予測していたため、お尻が痛くないようにバスタオルを巻いて来たのだが、まさかこうもスムーズに座るとは。

			「で、どこまで行くんだ？」

			「八ッ木公園へ向かってください」

			「う……あそこか……」

			　八ッ木公園は、このへんで一番高い場所にある公園だ。

			　緩やかとはいえ長い坂を登らなければならず、僕も中学の頃は部活のトレーニングでよくそこを走ったものだ。登るたびに思っていた、こんな坂なくなればいいのにな、と。

			「何ですか、嫌なんですか」

			「嫌だよ、あそこの坂は厳しいんだ」

			「坂となれば、私の身体は自然と先輩と密着しますよね。そうしないと落ちますし」

			「よし行こう。今すぐ行こう」

			　なんだこのコントは、と心の中で自分に突っ込みを入れつつペダルを漕(こ)ぐ。しかし、西神もだいぶ僕の性格を分かってきたようだな。中々良いツボを突いてくる。

			「なあ」

			「はい？」

			「こんな時に聞くことじゃないと思うんだけど、お前ってどこの大学に進むんだ？」

			「大学ですか？　そうですねえ……いくらか候(こう)補(ほ)はありますが、まだ未定です。先輩は？」

			「僕も未定だ。加えて候(こう)補(ほ)すらない。ははは、どうしようかな」

			「どうしようかなじゃありませんよ。もうすぐ三年生ですよ？　そんなのでどうするんですか。だいたい先輩は計画性がないから――」

			　後輩からのガチ説教をくらいながら、八ッ木公園を目指す。

			　僕だって色々考えているんだ。考えた結果がこれなのだからどうしようもないじゃないか。

			　……これが言い訳になっていないことは分かっているのだけれど、どうにかしようとしてどうにかなるものではない。ボチボチ考えるとしよう。
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			　西神のありがたいお説教に耐え忍ぶこと十数分。八ッ木公園の坂に差しかかる。

			　人間二人分の重さは半端ではない。西神の身体の感触に浸る暇なんてあってないようなものだ。

			「ぬぅうううおぉおおお!!」

			「変な声を出さないでくださいよ」

			「文句を言うなら今すぐおりろ！」

			　死ぬ気でペダルを漕(こ)ぎ、ようやく坂を登り終えた。

			　こんなに疲れたのは中学以来だ。高校のマラソン大会でもここまで疲れはしなかった。

			　西神を後ろに乗せている、そういうところに責任感に似た何かを感じていたのかもしれない。とにもかくにも、登りきった達成感は素晴らしかった。

			「ハァ、ハァ……ハァ……」

			「先輩が息を切らしていると、なぜか卑(ひ)猥(わい)に見えます」

			　疲れすぎて言い返す気力もわかない。というか、今の西神の一言は僕の蒔(ま)いた種が原因なので言い返せない。僕が芝(しば)生(ふ)の上に寝転んでくたばっているうちに、西神は一人着々と天(てん)体(たい)観(かん)測(そく)の準備を始める。何度も練習したのだろうか、手馴れたものだった。

			「何が見たいですか？」

			「僕は星座についてはからっきしなんだ。西神は分かるのか？」

			「図鑑一冊分程度なら」

			「すげーなおい！」

			　相変わらずの西神である。忘れがちだが、こいつは頭が良かったんだ。それも抜(ばつ)群(ぐん)に。

			　西神はレンズを覗(のぞ)き込んで何かを探す。僕からすれば夜空の星なんて不規則に並んでいるようにしか見えないが、西神にはこれが何かに見えるのだろう。

			「手始めに夏の大三角とかどうですか？　綺(き)麗(れい)ですよ」

			　そう言うので僕もレンズを覗いてみたが、何が何なのかさっぱりだ。

			　だが、西神がわざわざ僕のためにセッティングしてくれたため、その気持ちを無(む)下(げ)にはできない。なので、それっぽい感動のセリフを述べてみたのだが、嘘だと簡単に見破られてしまった。

			「まったく、先輩にはがっかりですよ。そうですね、それじゃあ北極星とかどうですか。これなら鳩と同レベルの先輩の頭でも理解できるでしょう」

			「おいおい、鳩はないだろ、鳩は」

			「ああ、すみません。アメーバでしたね」

			「下方修正を要求したわけじゃねえよ！」

			　アメーバ頭の僕でも北極星は理解できた。しかし、その後も色々と見せてもらったのだが、どうもいまいち理解できない。綺(き)麗(れい)だとか、凄いだとか、そういう言葉は出るのだが、それ以外の言葉を絞り出せなかった。

			「天(てん)体(たい)観(かん)測(そく)は楽しいですね」

			「ん？　ああ、そうだな」

			「本当にそう思ってますか？」

			「……まあ正直なところ、僕にはよく分からん。ただ、お前と一緒に観ているこの時間は楽しいぞ」

			　性的な意味で、と言おうと思ったが、伏せておいた方が身のためだろう。僕が星にされかねない。

			　西神はたびたび僕の心を読むため、今回も読まれていないかとビクビクしたが、どうやら杞(き)憂(ゆう)に終わったようだ。

			　安心したのもつかの間。西神は星を映していた瞳をふっと閉じ、夏の夜風はそれを待ち望んでいたかのようにすーっと髪をかすめてゆく。まぶたを開けた西神は、顔は前に向けたまま視線を僕によこしたかと思えば、不意に今まで見たことのないような力強い笑顔を浮かべたのである。綺(き)麗(れい)だとか可愛(かわい)いだとか、もうそういう枠に収まらないような笑顔だ。

			「――私もですよ」

			　艶(つや)やかな黒髪をなびかせながらこちらを向いた西神の頬(ほほ)は、月明かりに照らせれ遠くの星々のように淡くほんのりと赤みを帯びていた。

			　その色から、薄ピンク色の幼げな雰(ふん)囲(い)気(き)漂うパンツが頭に浮かんだのは、きっと僕だけではないはずだ。

			　幼げなパンツか……そういえば、まだロリはめくってなかったな。

			　ならば征(ゆ)かなくては、新たなスカートの奥へ――。

			　

			　

			〈『スカートの奥を征く者』②へ続く〉

		

	
		
			　

			番外編　いつもの放課後

			　

			　夕日が射し込む放課後の教室。

			　そこには、いつものように僕と西神の姿があった。今日も今日とてこれといった用事のない僕たち二人は、何のためにもならない他(た)愛(あい)もない雑談を交わす。

			「それにしても、昨日はすごい雨でしたね。ニュースでは観測史上類を見ないとか言っていましたし」

			「この辺はそうでもなかったみたいだけどな。一部地域は水没したとか」

			「冠(かん)水(すい)ですよ。雨で水没とか大惨事じゃないですか。大惨事なのは先輩の顔だけにしてください。この水没顔」

			「水没顔って何だよ、水没顔って」

			「すみません、今手元に鏡がなくて……」

			「言葉で説明することも困難な顔なのか!?」

			「水没族にはよくある顔ですから大丈夫ですよ」

			「仲間がいるから安心しろみたいに言うな！」

			　友達の少ない僕だが、さすがにそんな繋がりはいらない。

			　というか、そもそも僕は水没族なんていう木曜日のスペシャル番組でどこかの探検隊が探していそうな民族に属していない。

			「水没で思い出したのですが、最近、学校周辺で不審者が出たらしくパトカーをよく見るのですが、大丈夫ですか？」

			「何が大丈夫なのか分からねえけど、とりあえずどうして水没からパトカーが連想されたのか教えてくれるか？」

			「水没といえば水死体です。水死体とはぶよぶよしています。ぶよぶよしているといえば生肉です。生肉といえば私は豚肉が好きなので豚肉です。豚肉といえば豚です。豚といえば先輩です」

			「それは僕をバカにしているのか？　それとも、僕に対する告白なのか？」

			「な、何言ってるんですか。私が好きなのは豚肉ですよ！」

			　慌てて視線をそらす西神に萌えつつ、僕はため息を吐いた。

			「どうして僕が豚なんだよ。豚箱にぶち込まれそうだから、とかか？」

			「珍しく察しがいいですね。そのとおりです」

			「……言っとくけど、僕には警察から逃げなきゃいけない理由なんてないからな」

			「嘘を吐かないでください。昨日、女子更衣室で女子生徒が扉を開けるたびに香る汗の匂いを嗅(か)いでいたじゃないですか。今日なんて、階段の下で本を読むふりをしながらスカートの中を覗(のぞ)いていましたよね」

			「な、なんでお前、そんなこと知ってるんだよ！」

			　西神が言っていたことはすべて事実だった。

			　昨日も今日も授業ではたいした課題が出ず、暇を持て余した僕はこういった行為におよんでいた。ちなみにこれは、一年の頃からちょくちょくやっていることである。

			「あんな変態的な行為に走っていたら目立つのは必然です。まったく、先輩のせいで私にまで被害が及ぶんですからね」

			「は？　お前は関係ないだろ」

			「クラスメイトがやたらと先輩の名前を出すんです。私と先輩をカップルか何かと勘(かん)違(ちが)いしているのでしょう」

			「ああ、なるほどな。確かにいつもこうして放課後に会ってれば、そういう勘(かん)違(ちが)いをされるのも分からなくはない」

			「いい迷(めい)惑(わく)ですよ。まったくもう」

			「それなら、これから放課後は会わないようにするか？」

			「そんなことをしたら、ボッチの先輩が寂しさで死んでしまうじゃないですか」

			「僕はウサギか」

			　なに食わぬ顔で言う西神だが、放課後に会わない方がいいのかと提案した際に露(ろ)骨(こつ)に眉が反応したのを僕は見逃さなかった。

			　あんな提案をしたのは、西神もこの放課後の時間を楽しみにしていると踏んでのことだ。やはり僕の予想は当たっていたらしい。

			「先輩は更衣室の匂いなんて嗅(か)いで何が楽しいんですか？　決して良い匂いではないはずですが……」

			「おいおい、お前は何も分かっていないんだな。更衣室ってのは、女子の汗の匂いが染み付いた地上の楽園なんだぞ。良い匂いではない？　ふざけんな、あの匂いの良さが分からないとか、お前本当に人間かよ」

			「先輩が人間を語らないでください。畜(ちく)生(しよう)の分際でこざかしい」

			「お前に畜(ちく)生(しよう)扱いされたところで、一(いち)縷(る)の驚きも感じなくなった自分が悔しいよ」

			「そのうち、ただ食べて排(はい)泄(せつ)をするだけの生きた人形と化しますよ」

			「お前は僕をどこまでいたぶるつもりなんだ!?」

			　西神は悪魔のようにニヤリと笑うだけで、僕の問いに答えようとしない。

			　そのどこか冷たさすら感じる笑みに、僕はぬーっと這(は)うような感覚を背筋に覚えた。

			　奇妙な感覚とは裏(うら)腹(はら)に、不思議と悪い気はしない。むしろ気持ちいいくらいだ。

			「ど、どうして恍(こう)惚(こつ)とした顔をしているんですか。気持ち悪いですよ」

			「だいたいお前のせいだ。少しは反省しろ」

			「意味が分かりません。意味が分からない繋がりで一つ言いたいのですけど、スカートめくりに命を燃やす先輩がどうして階段の下でパンツなんて見ていたんですか」

			「ああ、それか。お前は何か勘(かん)違(ちが)いしてるみたいだな」

			「勘(かん)違(ちが)い？」

			「あの時、僕はパンツを見ていたわけじゃない。太ももを見ていたんだ！」

			　西神の冷たい視線が突き刺さる。こんな態度を取るくらいなら、最初から聞かなければいいものを。

			「お前は太ももの良さを分かっていないみたいだな」

			「先輩と私が雑談をする上で、私に常識が欠(けつ)如(じよ)していたら色々とマズイと思いますが」

			「太ももの良さを分かっていない時点で、お前の常識は欠(けつ)如(じよ)しているからな」

			「それならもう、欠(けつ)如(じよ)していていいですよ」

			　嘆(たん)息(そく)気味に言った西神。だけど、今さら僕は止まらない。

			「とにかく、だ。そもそも太ももってのは、血管やリンパ管、神経など日常生活をしていく上でとても大切な役割を担うものが詰まっている場所なんだよ」

			「まさかとは思いますが、その要らない専門知識を得るために医学の本でも開いたのですか？」

			「当たり前だ。人は学び続けなければいけないんだぞ」

			「そのやる気を勉強に向けられれば、どれだけ成績が上がることか……」

			「世の中、成績がすべてじゃない」

			「煩(ぼん)悩(のう)がすべてでもないと思いますよ」

			　相変わらず西神はああ言えばこう言う。

			　どうしてここまで僕に反抗するのだろう。そんなに僕は変なことを言っているのだろうか。

			　ああそうか、嫉(しつ)妬(と)か。嫉(しつ)妬(と)しているんだな。この僕の卓(たく)越(えつ)した感性に嫉(しつ)妬(と)しているんだな。

			　クククッ、仕方ない奴だ。この僕が教え込んでやるとしよう。たっぷりとな。

			「太ももの良さを一つ挙げるならそう――美しさだ！」

			「あの、この話、聞かなくてはいけないんですか？」

			「当たり前のことを聞くなよ。でだ、太もものどこが美しいかというと、あのフォルムなんだよ」

			「カタカナにしてそれっぽく聞こえるようにしないでください」

			「見るからに柔らかそうなあのフォルム……あ、もちろんお前みたいな肉付きの少ないのも大好物だぞ、安心しろ。とにかく、ムチムチもスラリも共存できる、それが太ももなんだ！」

			「分かりました。分かりましたから、とりあえず警察署へ向かいましょうか」

			「なるほど、僕に婦(ふ)警(けい)さんの太ももを観察しろってことだな」

			「どこをどう解(かい)釈(しやく)したらその答えにたどり着くんですか」

			　西神は額(ひたい)に手をやるのと同時に、深いため息を吐いた。その仕草は、まるで子供のイタズラに手を焼く母親のようだった。

			　だが、すでにスピードに乗った僕は西神の気持ちなど汲んでいられない。

			「お前も一度、じっくりと太ももを観察してみろよ。白い太もも、日焼けした太もも、スラリとした太もも、ムチムチとした太もも……いいか西神、太ももってのは神が人間を創造した時に自分の性(せい)癖(へき)を詰め込んだ部分なんだよ」

			「そんなことを言っているとバチが当たりますよ」

			「ああ太もも、どうしてお前はそんなにも美しいんだ！　僕を誘い惑わし、突き離して何が楽しいんだ！」

			「警察署よりも、まず病院へ行くべきのようですね」

			「ナースの太ももを見ることができるな。クククッ、それも悪くない」

			　ふと廊下へ目をやると、下級生と思しき女子生徒が僕と西神のやり取りを珍(ちん)獣(じゆう)を見るような目をしながら聞いていた。

			　しかし女子生徒は、僕と目が合うと途端に俯(うつむ)き、そのまま早足に去っていってしまった。

			「僕たちの会話に混ざりたかったのかな」

			「いえ、それは絶対にないと思いますよ。あの人は私のクラスメイトです。おそらく普段あまり喋らない私が、先輩のような汚(お)物(ぶつ)と会話を交わしていたので驚いたのでしょう。えっ、あの子汚(お)物(ぶつ)と会話できるの？　といった感じに」

			「待て、僕のどこが汚(お)物(ぶつ)なんだ」

			「顔が……と言いたいところですが、今日は言動が汚(お)物(ぶつ)です」

			「ひ、否定できない……！」

			「自覚しているならやめてくださいよ。まったく、これだから先輩は……」

			「いつかのお前の言葉を借りるなら、自覚しているからといってやめられるほど人生は甘くないんだよ」

			「だから言いましたよね、私。畜(ちく)生(しよう)の先輩には関係ないって」

			「そうだった！　い、いや、僕は畜(ちく)生(しよう)じゃないからな！」

			「家(か)畜(ちく)でしたっけ？」

			「畜を抜け、畜をっ」

			「つまり家というわけですね。先輩が家になるわけですか……とんでもないいわくつき物件になりそうですね」

			「お前はどうしても僕を人外に仕立て上げたいみたいだな!?」

			「仕立て上げるも何も、もう見るからに人外ですし」

			「……僕の精神力は無限じゃないんだからな……」

			「先輩の精神力なんて、私がぎゅっと抱き締めてあげればいくらでも回復しますよ」

			「今瀕(ひん)死(し)の状態なんだ。だから抱き締めてくれ」

			　抱き締めてくれと言いながらも、僕は自ら腕を広げ強(ごう)姦(かん)魔(ま)のように西神に襲いかかった。

			　すると西神は、眉一つ動かさず僕の頭に軽くチョップを食らわせ動きを静止させる。

			「先輩は発情期の犬ですか」

			「安心しろ、僕は年中発情期だ」

			「それのどこに安心しろと……」

			「限定的に発情していたら対処が大変だろ。いつ発情するか分からないからな。そこのところ僕は楽だぞ、ずっとお前のスカートを狙っているんだからな」

			「いったいそれでなぜ楽だと判断できるんですか。というか先輩、あなた私のスカートはもうめくりましたよね。まだ狙っているんですか？」

			「現実ではまだめくってないだろうが。当たり前のこと聞くなよ」

			「私は今、当たり前の定義について深く考えさせられました」

			「とにかく、スカートめくりってのは素晴らしいんだ。お前もそこを理解しなくちゃな」

			「何が素晴らしいのか理解できませんし、そもそも理解したくもありません」

			「いいか西神、スカートの中ってのはあらゆる可能性に満ちているんだ。白色のパンツかもしれない、水色のパンツかもしれない、アダルトな黒色かもしれない、淫(いん)美(び)なピンク色かもしれない、穴が空いているかもしれない、もしかしたら穿(は)いてないかもしれないんだ」

			「スカートを穿(は)いている女性に向けて、いつもそんなふうなことを思っているのですか？　これ以上害悪度数を上げると、本格的に政府が動きますよ」

			「そんなことはどうでもいい。今僕がしなくちゃいけないのは、お前にスカートめくりの良さを教えることだ。でだ、スカートの中の可能性は限りなく無限に近い。まさにそれは宇宙だ！」

			「宇宙が泣いていますよ」

			「そしてスカートめくりという行為は、その可能性を破壊することなんだ。つまり僕たちスカートニストは、宇宙の冒(ぼう)涜(とく)者(しや)と言って差し支えない！」

			「僕たちなどと複数形で話すのは全生命体に失礼だと思うのですが」

			「チラリズム至上主義者たちは言うだろう、しっかりと見て何が楽しいのか、と……。だが、僕は声を大にして言ってやる。芸術は爆発だ!!」

			「世界には多(た)種(しゆ)多(た)様(よう)の芸術が満ちていますが、私は過去ここまで理解しがたい芸術を初めて知りました」

			「スカートめくりとは、ただパンツを見るだけの行為じゃない。これは無限の可能性の破壊という、極めて高(こう)尚(しよう)な芸術なんだよ！　どうしてこの芸術は、世界で認められないんだ！」

			「スカートをめくっているからだと思いますが……」

			「僕はやるぞ！　いずれ世界にスカートめくりを――」

			「あの、先輩っ」

			　立ち上がった状態で強く握った拳を天井へ掲げる僕に向けて、西神が少し強い口調で入り込んできた。

			　僕は拳を下ろし、大人しく席に着く。

			「もう帰りましょう。日も落ちてきましたし」

			　見ると、いつの間にか外は夜に差しかかっていた。

			　いつもより少し話しすぎてしまったようだ。

			「それもそうだな。それじゃあ西神、家まで送っていってやるよ」

			「いいですよ、別にそんな」

			「遠慮するな。まだスカートめくりについて語り終えてないんだよ」

			「全然遠慮してませんから！」

			　僕と西神による放課後の一幕は、こうして騒がしく幕を下ろした。

			　

			（了）

		

	
		
			　

			あとがき

			　

			　はじめましての方ははじめまして。道行く女性のスカートにばかり目がいってしまう極めて健全な男子高校生、マツです。

			　最近は寒くなり、けしからん長さのスカートを穿(は)く女性も少なくなってしまいました。ですが、私が通う高校の女子生徒の中にはまだまだいるので安心しております。彼女たちは、男は太ももが見えるだけでどこまでも駆け昇ることができると知らないのでしょうか。

			　ミニスカートばかりに注目してしまうのは、おそらく太ももフェチかあるいはそれに類する趣味を持っている方でしょう。確かにミニスカートは素晴らしいですが、ロングスカートもバカにはできません。

			　ロングスカートは実のところ、ミニスカートよりも露出の面積が大きいのです。

			　そもそもロングスカートとは、脚のふくらはぎよりも長いものを指します。すると、必然的にふくらはぎよりも上は見えないことになるのですが、それゆえに見えない部分を妄想することが可能なのです。

			　そこには、むっちりとした太ももが眠っているかもしれません。スラリとした太ももが潜んでいるかもしれません。純白のパンツが風の到来を待ちわびているかもしれません。

			　自由度という視点から見れば、ロングスカートは非常に魅力的なスカートなのです。

			　見えることが全てではありません。見えないからこそ見えてくる世界は、確かに存在しているのです。

			　こんなスカートのことばかり考えている妙な人間の小説を拾い上げて頂き、こうして第一巻が発売されたわけですが、楽しんで頂けましたでしょうか？

			　某社のＡ大先生がきっかけで入ったこの道。想像以上に面白く、同時にとても頭を絞らなくていけないものだと理解し、四苦八苦する毎日です。

			　ですが、鈴木もえこさんの描かれる素晴らしいイラストのおかげで、今日も可愛い女の子を書くことができます。本当に可愛いですよね、鈴木もえこさんのイラスト。表紙の西神ちゃんをよくご覧になってください。何とこの子、ノーブラなのですよ。これだけで、三日三晩は不眠不休で書き続けられそうです。

			　イラストレーターさんだけではありません。その他にも多くの方の手があり、今こうしてこの本があります。皆様、本当にありがとうございます。

			　そして何より、この本を手に取ってくださったあなたに最大級の感謝を。

			　次に見かけた際にもそっと手に取って頂ければ幸いです。

			マツ

		

	
		
			マツ（まつ）

			石川県に巣食う本の虫兼パンツのガチ勢。高校では数学と英語に打ちのめされ、自宅では勝手に動くキャラクターたちと格闘中。（二〇一四年十二月現在）

			　

			イラストレーション

			鈴木もえこ（すずきもえこ）

			女の子が好きで主に女の子キャラクターを描くことが多いです。ソーシャルゲームや参考書のイラスト、ＣＤジャケットのイラストなどを描かせていただいています。三度の飯より絵を描くことが好きです。（二〇一四年十二月現在）
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			著　者：マツ

			発行人：赤坂了生
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